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■　独白

　　-Standalone-



　今日も、悲ひ惨さんなニュースが流れている。

　誰だれかが誰かを殺して、つまりは誰かが死ぬ。

　でも、誰が誰を殺したのか、僕ぼくには分からない。名前も知らない大勢が世界中のいたるところで、殺したり殺されたりしてる。

　怨えん恨こんによる殺害、貧困による殺害。あるいは理由なんてどうでもいいのかもしれない。

　別にナイフとか拳けん銃じゆうとか爆弾とか地雷とか、そういうのだけじゃなくて、あらゆる物で人間は死ぬらしい。珍しいことじゃない。どこでも起きてることだ。

　そして、僕は今日を生き延びた。

　大人たちは「今どきの子供は」なんて枕詞に、好き放題言う。じゃあ代わってくれよ、って思う。あんたたちは優秀だから、僕たちみたいなできそこないとは違うんだろ？

　でも、思うだけで言わない。

　この日常は、生死を賭かけた戦場で、僕は防弾チョッキも防護マスクも支給されていないただの歩兵の一人で、でも、今日も生き延びた。

　だけど、結構、ギリギリで、いつ倒れたって本当はおかしくない。

　魂たましいは壊え死しを始めている。

　化か膿のうした傷口から黄色い膿うみが溢あふれ出す。

　それでも、進め、と背後からせっつかれる。

　どうしろって言うんだ？

　逃げ出せば、僕ぼくは逃亡兵として非難され、観衆の面前で処刑されるだろう。

　比ひ喩ゆじゃない。きっと、僕は社会的に「処刑」されるんだ。

　生き延びなければならない。

　ここは、戦場なのだから。

　腐った脚あしを引ひき摺ずって機関銃の引き金を引き続ける。どこで終わりなのかは知らない。

　どの段階まで生き残れば解放されるのか分からない。

　あるいは、一生、このままなのか？　つまり、誰だれを殺しても罪悪感が残らないほどまで心を麻ま痺ひさせれば大人になれるということなのだろうか？

　僕もいつか、そうなる？　知らない。「なりたいのか？」と問われてもよく分からない。

　でも、僕はもう、半分くらい麻痺してる。



    

  
    
      


壱ようこそ懐かしき悪夢へ

　　-Black Sabbath-



　――そして少女は悪夢の中で目を覚ます。

　少女は船に乗っていた。乗せられていた？

　それは、初めから沈むと分かっている船だった。

　最初から、その船は沈むように設計されていて、少女はそれを知っていた。

　かのタイタニック号のように。

　構造上、沈むことを運命付けられた箱船には、大勢の人間がひしめき合っている。表情のない人間たち……魂の抜け殻だ。

　黒い波、海の底は見えない。果てしなく暗く、世界は無む窮きゆうの暗黒に包まれていた。大海を漂うその船に、何の希望があるというのか。

　強い風に少女の銀色の髪かみがなびく。その潮風のせいで口の中が僅わずかに辛い。

　少女は顔をしかめる。

　喪も服ふくを連想させる黒いワンピース。黒いニーソックスに、エナメル素材の黒くて丸い靴。全体はショートカットでまとめているが、左の一部分だけを伸ばして三つ編みにしていた。そこには闇やみ色のリボンを巻き付けている。

　前触れもなく、あるいは、それは予定調和的に、少女の前に、もう一人の少女が現れた。

　赤い髪かみをした悪魔的な笑みの似合う少女だ。角にも動物の耳にも見える突とつ起きが特徴的なフードをかぶっている。タータンチェックのパーカに、ショートパンツ。

　唐突に赤い髪の少女が口を開いた。

「ねぇ、初めから沈むと分かっている船に乗せられた人間は、どんな行動に出ると思う？」

　銀髪の少女は、赤い髪の少女を睨にらむだけで何も答えなかった。

　赤い髪の少女は注意深く笑う。銀髪の少女が、何も答えなかったことが言葉を尽くして答えるよりもずっと雄ゆう弁べんに解答を述べていたからだろう。

　いや、本当は、解答はいくつも用意されていたはずだ。

　しかし……。

　赤い髪の少女は、クイズの正解を口にする。

「他ほかの乗客を船から突き落とすのよ。自分だけが少しでも長く生き延びるためにね」

　言ってケラケラと笑い出す。可お笑かしくて堪たまらない、そんなふうに。

　銀髪の少女は思う。

　そうして誰だれも助からないのだ。

　いずれにせよ、船は沈むのだから。

「分かっているんじゃない、九いちじく」

　赤い髪の少女は銀髪の少女を九いちじくと呼んだ。

「私にどうしろと言うのだ、一二三ワルツ」

　九いちじくは、赤い髪の少女を一二三ワルツと呼ぶ。そして、つまらなそうに瞳ひとみを広い海へと向けた。どこまでが黒い海でどこからが暗黒の空なのか、見分けがつかない。

　まるで黙もく示し録ろくにある、世界最後の日のようだ。

「あんたは人間を助けてきた。悪魔のくせに」

　尖とがり声を少しだけ抑えるようにして、一二三ワルツが言う。爆はぜる寸前のポップコーンのような声だ。

　九いちじくはうんざりとした表情でため息を吐き出す。

「私の勝手だ」

「悪魔が人間を助けるなんて、あっていい話じゃないわ」

　幼おさな子ごを諭さとすような口調で、一二三ワルツは言った。

　九いちじくにとっては興味のない話だった。

「お前は何も分かっていないようだから、教えてやる」

「何を？」

「悪魔は神によって『悪』を演じるように強要されて生まれた存在だ」

「だからぁ？」

「神こそ唯一絶対の『善』である、と認識させるために、神は『悪』を必要とした。私たちは、『善』が『善』であるためだけに生み出された存在なんだよ」

「それがどーしたってぇの？」

　九いちじくは、自身の足元に目をやる。黒くて丸いエナメルの靴が見える。

「お前も憐あわれな奴やつだな、と思っただけだ。悪いが、私は神のルールにも、人間のルールにも従うつもりはない。私は私の好きなようにやる。それだけだ」

　顔を上げ、キッと一二三ワルツを睨にらんだ。

「あたしのルールには従ってもらうわ」

　一二三ワルツはそう言って笑みを深める。く、く、と、咽の喉どの奥で笑った。

「あんたのとこの使い魔と女を預かったわ。人質ってヤツ」

　その言葉に、九いちじくは眉まゆ根ねを深く寄せる。

　それから「知ったことか」、と小さく呟つぶやいた。

　十五秒か、十六秒、平均的な男子中学生が一〇〇メートルを走るくらいの空白の後、九いちじくはまた、ため息をついた。魂たましいごと吐き出すような深いため息だった。

「……何が望みだ？」

「話が早くて助かるわ。別に難しいことじゃないわ。あたしの城に人間どもを捕まえてあるの」

「人間ども……？」

　九いちじくは鸚おう鵡む返がえしに繰り返す。

「そう。その人間どもを助けること、それがゲームのルール。簡単でしょう？」

「断る、と言ったら？」

　九いちじくは腕うでを組んで問う。

「あんたは断らないわ。ここまでお膳ぜん立だてしてあげたんだから。あんたはいつも通り、不本意ながら、人間を助ければいいのよ」

　一二三ワルツは笑みを絶やさない。

「人間を助けた覚えなどない」

　九いちじくはぶすっとした顔のまま忌々しげに言い張る。

「強がっちゃってかっわいー。ツンデレっていうんでしょ？　早くデレちゃいなさいよ」

　九いちじくは左右に頭を振った。左側の三つ編みと黒いリボンとがゆっくりと揺れる。

「……こんなことをして何になると言うのだ？　くだらない」

「言ったでしょ？　沈むと分かっている船に乗せられた人間は、それでも自分だけが助かろうと悪あがきをするものなのよ？　見せてあげる。そして思い知りなさい。あんたの救ってきた人間の醜みにくさってやつを」

「人間など放ほうっておけばよい。どうせ勝手に自滅する」

「あんたに合わせてあげてるのよ？」

　一二三ワルツはぺろりと唇くちびるを舐なめた。

「そもそも、あんたが、あたしの交わした契けい約やくの邪魔さえしなければこんなことにはならなかったかも。その意味では、あんたのせいで五人の人間の命が脅かされてるってわけ。責任を感じない？」

「ふん」

　九いちじくは小さく鼻はなを鳴らした。

「五人の人間を助けられなかった場合、悪いけど人質の二人には消えてもらうわ。ゲームはそのくらい真剣にやってもらわないと、ね」

　にたにたとした一二三ワルツの笑みに、九いちじくは不快そうに吐き捨てる。

「くだらないな」

「無駄なもの、不合理なものをこそ、悪魔は好むのよ」

「うちのカラスに言ってやれ。奴やつなら、それこそ人間らしい行為だと言うだろうがな」

　九いちじくの返答に、一二三ワルツはにわかに気色ばむ。

　同時に、九いちじくは組んでいた腕うでを解ほどいた。そして――、

「まぁ、よかろう」

　九いちじくはナイフと羊皮紙とを持ち上げる。

　ナイフはこの暗くら闇やみの中でも、冴さえ冴ざえと輝いていた。

「……何のつもり？」

　一二三ワルツは眉まゆをひそめる。本当に意味が分からないようで右に首を傾かしげた。フードの突とつ起きがふにゃりと右に傾く。赤い髪かみもサラリと揺れた。

「契約だよ」

　九いちじくは唇の端を持ち上げて言った。

「悪魔の契約だ。私は悪魔なんでな」

　小さな手の中でナイフをくるりと一回転させる。

「お前は、私に、ゲームとやらに参加してほしいと願っている。願いを叶かなえてやろう。その代償として、お前の魂たましいをいただく。簡単な話だろ？」

「…………」

　一二三ワルツは一文字に口を結んでいる。

「どうした？　怖おじ気け付いたのか？　それとも、私の言葉が理解できないほどお前はバカなのか？」

　九いちじくは顎あごを持ち上げ、挑発的に一二三ワルツを見み遣やる。三つ編みと黒いリボンが揺れた。

「…………」

　一二三ワルツは、黙したまま腹部を守るようにパーカのポケットに両手を突っ込む。

「どうした？　これはゲームだ。地獄に行って苦しんでこい。そしてその顔を二度と私の前に見せるな」

　九いちじくは炯けい々けいたる瞳ひとみを一二三ワルツに向ける。

　一二三ワルツは九いちじくに瞳を据える。しばし思案に暮れ、それから唇くちびるを吊つり上げた。

　目を見開き、くつくつと笑いだす。それは、嗜し虐ぎやく的てきな笑みだった。腹を上に向け溺おぼれていく魚を見るような笑み。

　笑いは次第に大きくなっていく。暗い空に響くほどに。

「…………いいわ。それ、面白い。九いちじく、あんた、面白いわ」

　一二三ワルツはパーカのポケットから手を出し、そして、グイと九いちじくに顔を寄せる。

　二人の顔はナイフの刃一枚分の距離にあった。互いの息さえもかかるほどの。

　そして一二三ワルツは囁くように言った。

「でも、それ、もっと面白くしてあげる」

　一二三ワルツは笑う。

「あんたも契けい約やくなさいよ。そう、ゲームに負けたほうが地獄に行くの。どう、そっちのほうが、ずっと、もっと面白いでしょ？　お互い、リスクを負わなきゃ」

「…………」

　今度は、九いちじくが沈黙する。

「あら？　あんたこそ、どうしたの？　怖おじ気け付いたの？　あんたにとっては、むしろいいことでしょ？　だって、ゲームに負けられない口実ができるんだもの」

　一二三ワルツの言葉に、九いちじくは「ふん」と鼻はなを鳴らす。

　それから涼しげな顔で答えた。

　ある種の覚悟を思わせる揺るぎない声量で。

「いいだろう」

　一二三ワルツは九いちじくから一歩、後退した。

　二人の距離は少し広がる。

　一二三ワルツはどこから取り出したのか、細さい工くの施された錐きりで、自分の人差し指の腹をグイと深く突き刺した。その丸い小さな傷口から、とろりと赤い血液が溢あふれる。

　一二三ワルツは、その指を天にかざすように持ち上げ、恍こう惚こつとした表情を浮かべた。

　赤い血は一二三ワルツの人差し指を伝い、手の平を過ぎ、手首で玉となって、ポト、ポト、と零こぼれ落ちた。

　九いちじくは、一二三ワルツのその仕草を軽けい蔑べつするように見てから、自らのナイフを左の親指の腹に突き立てた。その小さな指からも血液が、ぷくりと盛り上がる。

　九いちじくはその赤を少しの間、冷れい淡たんな瞳ひとみで見つめていた。

　それから二人は視線を交差させる。

「では、契けい約やくを交わしましょう」

　一二三ワルツが言った。

「お前が仕切るな」

　すぐに九いちじくが噛かみ付く。

「あたしがホスト、あんたは参加者。お分かり？」

「ふん」

　二人は羊皮紙に指を押し付け、そして同時に言葉を放った。

「「ゲームに負けた者は、地獄へ堕ちるだろう」」

　あたかも神聖な宣託のように。



    

  
    
      



    

  
    
      


弐覚醒

　　-Game Start-



　そして、金かね田だ宗そう助すけは目を覚ました。

　そして、という連続性は、どこからを示しているのか。

　夢を見ていた気がするが、どんな夢だったのか、宗助はもう思い出せなかった。

　目覚めは常に不快感を伴う。憂ゆう鬱うつな一日の始まり。

　朝が来るたびに何かに失望したような、大切なものに裏切られたような気持ちになる。ずっと眠っていたほうがいい。そのほうが楽だ。

　起きて、食事をとり、定時に学校へ向かい授業を受ける。家に帰り、眠る。反復的な訓練。慣性の法則のような惰性。

　言葉にすれば退屈な日常のようだ。

　けれど、日々はサバイバル・ゲームのように過酷だ。次々に現れる選択肢のどれが正解で、どれが不正解だったのかも分からない毎日が延々と続く。

　自分はこの世界で生き残っていけるのだろうか？

　いつか脱落するのではないだろうか？

　生き残れず、脱落していった者を横目に生きてきた。

　彼らが脱落するたびに、生き残れたことに安あん堵どし、同時に、彼らをどういうわけか羨うらやましくも思った。

　来年は大学受験だ。大学に入ったら、次は大学院に進むのか、それとも就職するのか？　就職するのだとして、自分は何をやりたいのだろう？　何も思い浮かばない。

　何かがしたいわけではない。しなければならないことをこなすだけだ。

　それも正しくはないかもしれない。「しなさい」と言われたことをしてきただけだ。

　思い返せば、ずっとそんなふうに生きてきた。消去法の人生だ。

　付きまとうのは、漠ばく然ぜんとした不安感と後悔だけだ。

　何が不安なのかも分からないし、何をどうしていればよかったのかも、やはり分からないのに、その感覚だけ覆い被かぶさるように迫ってくる。

　ときどき、自分がちゃんと笑えているのかさえ分からなくなる。友達と笑っているさなか、ふと自分がみんなの中で異物になってしまったのではないかと感じることがある。

　痙けい攣れん的に震える頬ほお、湿った空気が口の中から漏もれ出ているだけ。

　でも、それはどうしようもないくらい乾いた感じがする。

　それはもちろん気のせいなのだろう。

　ときどき、みんなの視線に悪意がこもっているように思える。自分は嫌われているのではないだろうか、そんなふうに感じることがある。

　そして、それに気付いていないフリをする。

　道化者を演じる。笑う。笑われている？

　それもまた気のせいなのだろう。

　宗そう助すけは、きちんと笑えているし、「空気も読めて」いる。

　しかし、そのどれもが、ウソくさく思えてならなかった。

　いっそ何も始まらなければいいのに、と、宗助は判然としない頭で思い、枕もとの目覚まし時計に腕うでを伸ばす。

　しかし、宗助の手が目覚まし時計を捉とらえることはなかった。

「んぁ」

　間の抜けた声が口の中から漏もれ出る。宗助は寝ぼけ眼まなこのまま、もぞもぞとベッドから頭を上げ、時計を確認しようとして、一いつ拍ぱく置いて飛び起きた。

「……ぇ？」

　かすれた声がついて出る。

　ぬるりとした汗が脇わきの下や額ひたいからドッと溢あふれる。

　そこは、宗助の自室ではなかった。まったく見知らぬ部屋だった。

　ワインレッドの絨じゆう毯たん、暗い色調の壁紙に、濃い飴あめ色いろに輝く木材で統一された柱やテーブル。オレンジ色の照明がそれらをぼんやりと暗くら闇やみの中に浮かび上がらせている。

「どこ、だよ、ここ」

　呟つぶやき、宗助は慌ててベッドから降りる。

　そもそも、そのベッドも自分の部屋にあるものとは造りからして違った。

　ギシッと、スプリングが軋きしんだ。

　これは夢の続きだろうか？

　こめかみのあたりが微かすかにズキズキと痛んだ。

　ベッドの下にスニーカーが揃そろえて置いてあった。靴を脱いでそこに並べた記憶はなかったが、そのスニーカーは確かに宗助の物だった。とにかく、それを履いた。

　履き慣れた靴の感触が、このときばかりは僅わずかな安あん堵ど感かんへと変換された。

　どこだか分からない部屋には、窓が二つある。分厚いカーテンが引かれていた。

　宗助は覚おぼ束つかない足取りで、窓に向かった。

　カーテンを開けると、窓は上に押し上げるタイプの引き違い窓になっていた。手をかけてみたが、ガチャガチャと硬い拒絶の音が響くばかりで開かなかった。

　顔を寄せて、外の様子に目を凝らすが、何も見えない。鼻はな息いきで窓の表面が少し曇った。窓ガラスの向こうはどこまでも暗いばかりだった。

　夜なのだろうか？

　室内を照らすオレンジ色の明かりを反射して鏡のようになっている。宗そう助すけの困こん惑わくした顔が映るばかりだった。まるでくしゃみが出る寸前のような間の抜けた顔。ネルシャツにジーンズという普段着だった。

　振り返るとベッドの上の壁に、一枚の絵画がかかっていた。猫ねこの絵だった。繊せん細さいなタッチで描かれたその猫は、吃驚びつくりするくらい悲しげな目をした痩やせ細った猫だった。どんな意図のもとに描かれた絵なのだろうか、あまりにも不幸そうな猫の絵だった。

　それを見て、宗助はドキリとした。お前の正体を知っているぞ、そう言われたような感じがした……。

　宗助は首を振った。

　ホテルのようでもある。たとえば修学旅行で泊まる部屋だろうか？

　しかし、そんな記憶はなかった。

　記憶喪失？　まさか、と、すぐに切り捨てる。

　しかし、何な故ぜ、自分がここにいるのか思い出せない。それは事実だった。

　ということは、記憶喪失で間違ってはいないのか……。

「落ち着け、落ち着け、落ち着け……」

　落ち着けという、安易な単語を口にするほど、宗助の中で焦りの感情が肥大していく。背中から、脇わきの下から、頭皮から、嫌な汗が溢あふれてくる。部屋の中を見ても、何も思い出せない。どうやってこの部屋に来たのか思い出すことができない。

　ここは、どこなんだ？



　思考の堂々巡りが続きそうな中、ふと思い付いて、宗助は咄とつ嗟さにジーンズのポケットを叩たたくような仕草をする。携帯電話を捜さがしたのだ。

　しかし、ジーンズのポケットの前にも後ろにも携帯電話はなかった。

　宗助はベッドに戻り、乱暴にシーツを剥はがす。寝ている間に、ポケットから落ちたのかもしれないと思った。

　だが、そこにも携帯電話はない。ワインレッドの絨じゆう毯たんに這いつくばり、ベッドの下も捜すが、結果は同じだった。

　身体からだを起こし、部屋の中を見回す。どこかに落ちていないか……。

　そう思ったところで、ベッドと反対側にある四角いテーブルと、二脚のイスが目に入った。どちらも濃く煮詰めた飴あめ色いろをしている。

　テーブルは子供の頃ころにテレビで見た唐から傘かさ小こ僧ぞうのような一本脚あしで、花か瓶びんに花が挿さって飾られていたが、端から枯れ始めていた。花の名前は、宗助には分からなかった。大きな花弁が寄り集まったその塊は、生首のようでもあった。花瓶はフルート型のシャンパングラスのように細く、何だか不安定だ。

　オレンジ色の照明のせいで、濃い影が落ちていた。

　しかし、宗そう助すけの目に入ったのは、実際はそれらではない。花か瓶びんも花も、宗助の意識レベルでは見えていないのとほとんど同じだった。

　宗助に見えていたのは、腕うで時計と、ボイスレコーダーと、そして親指大くらいの小こ瓶びんだった。

　まず目で見て、すぐに理解できたのは腕時計だった。紺色の革のベルトをしている。白い文字盤に「十二」、「三」、「六」、「九」と漢数字で書かれているシンプルながらも珍しいものだった。

　しかし、そこから時間を読み取ることはできなかった。秒針が動いていないのだ。耳に当ててみたが音はしなかった。時間は九時一分で停止している。

　続いて、宗助は小瓶を手にした。ちょうど宗助の親指くらいの大きさだ。色の着いていない透明な小瓶には、同様に透明の液体が入っている。

　ラベルが貼ってあるのだが、数字と記号だけで瓶の中身が何なのかは分からなかった。しっかりと封がされてあって、振るとチャプチャプと音を立てる。

　それから、宗助はボイスレコーダーを手にとった。テレビのニュースなどで、記者が芸能人や政治家に向けてこのようなボイスレコーダーを向けているのを見たことがある。

　録音、再生、停止、早送り、巻き戻し、ボリューム……消去、というボタンまであった。誤って消去を押したら大変だ。何か、伝言が入っているかもしれないのに。

　そこまで考え、思考が一瞬、停止した。

　それこそ停止ボタンを押したようにピタリと。

「……でん……ごん？」

　見知らぬ部屋で目覚め、どうして自分がそこにいるのか思い出せない。部屋には、意味不明の「アイテム」が置いてあり、そして「誰だれか」からのメッセージがある……。

　そんな映画が、ここ数年、流行っているのではなかったか。ゲームにクリアできないと、死んでしまうというような、そんな映画が……。

　思わず、ボイスレコーダーを落としてしまいそうになった。

　手の平は汗でぬるぬるしている。いつの間にか口で呼吸をしている自分に気付いた。全力疾走した後のように、息苦しく感じた。汗が止まらない。右腕に痺しびれを感じる。

　宗助は、落ち着け、落ち着け、と何度も自分に言い聞かせる。

　そうしてから、親指の爪つめの先で再生ボタンを押した。指の感覚が僅わずかに麻ま痺ひしていて、力の加減が上う手まくできなかった。

　サーという無音が五秒ほど流れた後、

『ようこそ、金かね田だ宗助君。あたしの名前は一二三ワルツ。一、二、三で、ワルツ。ヒフミじゃないわよ？　おっさんじゃあるまいし』

　甲高い少女の声で、そう始まった。

　背後では、四分の三拍子で刻きざまれる軽やかな円舞曲ワルツが流れている。

　それは宗そう助すけの心情とは、あまりにもかけ離れたものだった。

『ぐっすり眠れたかしら？　まだ眠り足りない？　お寝坊さんね』

　くすくすと少女は笑う。くすくす、その表現がぴったりの陰険な笑い方だった。

『どうしてこんなことになってるのか、きっと不安でしょうね、よく分かるわ。でも、運が悪かったと思って諦あきらめて。あなたは、あたしのゲームのプレイヤーとして選ばれたの』

　ゲーム、その単語が宗助の脳内を駆け巡る。今の宗助には負荷がかかりすぎて、脳の回路がショートしかねない単語だった。

『じゃあ、今から言うことをよく覚えておいてね。とても重要な言葉だから忘れちゃダメよ。「必要定てい数すうは五人」。いい？　覚えた？　ちなみに、このメッセージは機き密みつ保ほ持じのため自動的に消滅しまーす。さーん、にー、』

　唐突にカウントが始まる。

「ッは？」

　わけが分からない。それでも、慌てて、宗助はボイスレコーダーを放ほうりなげた。ボイスレコーダーは、毛足の長いワインレッドの絨じゆう毯たんの上で一度跳ねた。

『――いーち、ドカーン』

　一二三ワルツという少女の声と同時に、ボイスレコーダーはタンッという小さな音を立てて、本当に爆発した。

　ビクッと宗助は反応する。

　液晶の部分は剥はがれ、マイクにあたる部分が吹き飛び、充電式らしい電池も飛び出していた。手の中にあったら、指の一本くらいは一緒に消滅していたのだろうか？

　そう考え、宗助はゾッとした。冷たい汗が背中を流れ落ちる。

「何だよ、何なんだよ……」

　呟つぶやいた声は、空むなしく響きわたるばかりで、宗助の現状の回復には何の役にも立たなかった。

　やはり、これは悪夢の続きなのだ。宗助はそう思おうと努力する。目を強く瞑つむった。

　何も考えなくていい。思考をやめ、安らかな無為の世界へ……。

　しかし、ボイスレコーダーが絨毯の上で小さく炎上したことも、自分がこの見覚えのない部屋にいることも、どうしようもない現実だった。

　誰だれかの――一二三ワルツという少女の、悪意によって、宗助はここに連れてこられたのだ。

　受け入れ難くとも、それが真実なのだとしたら、何をどうすればいいのだ？

　宗助は早はや鐘がねを打つ心臓のあたりをシャツの上から強く握る。

「落ち着け、落ち着け」

　バカみたいに繰り返すことしかできなくても、そう言い聞かせるしかなかった。

　少しでも冷静にならなければならない。そうだ、さっきのレコーダーでは何と言っていた？　「必要定てい数すうは五人」、そんな奇妙なことを言っていなかったか？

　必要定数とは、何だろう？

　定数は、値が変化しない一定の数のことだ。宗そう助すけの頭の中にあったのは、化学の授業で覚えたファラデー定数だった。ファラデーの法則というのを電気分解の授業で覚えたが、それはそれだけだ。

　必要定数というのはそれらしい言葉だが、聞き覚えはない。造語かもしれない。定数が五人。つまり、五人必要と考えればいいのか？

　それは、宗助以外に四人の人間がいることを意味しているのではないだろうか？

　そう思い至り、宗助は、部屋の扉に目を向けた。

　あの向こうに？



　扉は、家具や柱と同じように、濃い飴あめ色いろの木材でできている。別段、凝った意匠も見当たらないが、重厚な扉だった。合板ではなく、それで一枚なのだろう。

　真しん鍮ちゆうのドアノブが付いていて、宗助は恐る恐るそこに手を伸ばした。

　ドアノブに手をかけるだけで一分を必要とした。カチャリと音がしてドアノブが回る。ゆっくりと扉を引くと、蝶ちよう番つがいがキィイイと鳴いた。

　再び、恐る恐るという動作で、宗助は顔を出してみる。

　薄暗い照明。右にも、左にも長く続く廊下。

　まるで『バイオハザード』だ、と宗助は思った。これから、ゾンビがわらわらと湯水のように湧わいて出て、自分はそいつらと戦わなければならないのだろうか？

「……ふざけてる」

　宗助は呟つぶやく。

　宗助は、一度、扉を閉めて部屋の中に戻った。頭を掻かき毟むしり、部屋の中をぐるぐる回る。どうする？　どうすればいい？　どうしてこんなとこに？

　とにかく、この部屋を出ないことには何も始まらないのだろう……。

　宗助は足を止め、深呼吸をする。

　それから、四角いテーブルの上に残したままだった壊れた腕うで時計と、謎なぞの小こ瓶びんを手に取る。

　何に使うものかは分からない。自分の物でもない。

　でも、これが『バイオハザード』なら、これは今後使うはずの「アイテム」だ、そう思った。あるいはそんなふうにふざけた考え方をしなければ、この異常な事態で正気を保ち続ける自信がなかった。

　震える手で壊れた腕うで時計を左腕にはめるのに、また一分ほどを要する。

　革のベルトには等とう間かん隔かくに穴があいていた。一センチもない間隔で八つの穴がある。宗そう助すけの腕は細く、最短の距離で留めてもまだ余った。幼い子供が大人用のものを身につけたみたいにブカブカする。

　最近は腕時計をする習慣がなくなっていて携帯電話に頼りきりだったので、不ふ思し議ぎな感じだった。

　腕にしたところで、時間は分からないのだが……。

　それから、小こ瓶びんをジーンズ右前のポケットに押し込む。

　ボイスレコーダーはもう、どうしようもない。

　宗助は扉へ向かい、またゆっくりと慎重に顔を出す。

　誰だれもいない。何も聞こえない。

　宗助の目覚めた部屋は、廊下の中心くらいにあたるのだろうか、右にも左にも長く廊下が伸びている。建物は、どれだけ広いというのだろう。

　模様は違うが暗い色調の絨じゆう毯たんが続き、ぽつん、ぽつん、と照明が点ともっている。オレンジ色の照明は、何な故ぜだか暗さを際立たせている。影ばかり大きい。

　先が見えなかった。薄暗い廊下の奥には濃のう密みつな闇やみが待ち構えていた。それはまるで、遠近法における消失点のようだった。向こうに行ったら自分自身も消えてしまいそうだ。

　どちらに行こう？　どちらが正解の道なのか？

　まるで迷子の気分だった。いや……。

　宗助は不意に、子供の頃ころのことを思い出した。

　友達とかくれんぼをしていたときの記憶だった。じゃんけんをして負けた者が鬼になる。鬼は隠れている仲間を捜さがす。単純なゲームだ。二回目からは、最初に見付かった者が鬼になり、そうやってループし、延々と続く。

　でもそのとき、宗助の友人の一人がこんなことを言った。

　――なぁ、このまま帰っちゃわない？

　宗助は鬼ではなかったが、見付かってしまっていた。

　細かい状況は宗助の記憶の中からは省かれてしまっている。六、七人でしていたかくれんぼの途中で、まだ一人が隠れているのに、その一人を残したまま帰ってしまおうという提案だった。かくれんぼよりも、「ハメる」、あるいは「ハブる」という遊びのほうが魅力的なゲームだった。

　宗助たちはくすくす笑いながら、その場を立ち去った。一人だけ隠れ続けた友人は次の日から「ハブ」になった。くすくすと笑う側に残れたことに、宗助は安あん堵どし、そしてゾッとした。「ハブ」は自分だったかもしれないのだから。

　何な故ぜか、そんなことを思い出した。

　あの日、一人残された彼は、どんな気持ちだったのだろう……。

　と、そのときだった。



「おい、お前」

　唐突に、背後から声をかけられた。

　宗そう助すけは、瞬間的に全身を硬直させる。口から悲鳴は出なかったが、身体からだが跳ね上がるようにビクリとした。

　咄とつ嗟さの反応だったとはいえ、無む防ぼう備びにも宗助は振り向いた。

　しかし、もちろん、ナイフを突き立てられることも、チェーンソーを振り下ろされることもなかった。

　もし、そのような結果が待っているのだとしたら、そもそも声はかけられないだろう。

　そこには、少女が立っていた。

　宗助の胸ほどの身長の少女だ。十四歳前後だろうか。漆しつ黒こくのワンピースに身を包んでいる。黒いニーソックスに、黒くて丸い靴。黒ずくめの少女だった。

　まるで背後の闇やみをすべて背せ負おっているようだ、と宗助は思う。

　ただ、それらの闇色の衣装とは異なり、少女の肌はだは白びやく蓮れんのように白かった。髪かみの毛も鞘さやから抜いた日本刀のように白銀に輝いている。その髪は、全体をショートで整えていながらも、左側の一部分を伸ばしていて、三つ編みにしている。そこに黒いリボンを巻き付けていた。

　宗助の目には、怖いほどに美しく清いものでありながら、同時にどこまでも禍まが々まがしく歪ゆがんだものに映った。

　有毒な水銀を思わせる。美少女だと認めていい。

　しかし、近寄りがたい雰ふん囲い気きを漂わせている。

　少女の足元には、オレンジ色の照明によって、小さな影が落ちていた。それは覗のぞいてはいけない深しん淵えんのようだった。少女はその深淵より現れたようにも見える。

　いや、実際には長い廊下の影の中から現れたのだろう。黒衣が暗くら闇やみに溶け込んでしまっていて気付かなかっただけだ。

「おい」

　少女は今一度、今度は宗助に鋭い視線を向けて甲高い声を放った。

「お前、一人か？」

「え……」

　一瞬、言葉に詰まる。一度、後ろを振り返ってしまった。

　長い廊下の先に、もう一つの闇が待っているだけだった。

「どこを見ている。お前に言ってるんだ。一人なのか？」

　少女は強い口調で言った。

「あ、あぁ、うん」

　宗そう助すけは思考が上う手まく働かず、曖あい昧まいに頷うなずく。

「クソッ、はっきりしない奴やつだな。こんな奴が一人目か」

　少女は、苦々しい顔を隠そうともせず吐き捨てる。

　宗助の中で少女が口にした「一人目」という単語が引っかかる。

　同時に「必要定てい数すうは五人」という言葉を思い出す。

「君も一人？」

　宗助は少女に訊たずねる。

「あぁ、五人、捜さがさないといけないらしい」

　少女は忌々しげに首を振る。三つ編みと黒いリボンが揺れた。

「僕ぼくもそう言われた。君は、そうだ、あの、君の、いや……」

「はっきりしろ。何を言っているのか分からん」

　少女は何だか「少女」らしからぬ時代がかった男口調で話す。

「ごめん」

　反射的に、宗助は謝ってしまった。おそらく年下であろう女の子に向かって謝ってしまうというのも我ながら情けないな、と思い、そう思えたことで少し冷静さを取り戻した。

「あの、何から訊きくべきか整理がつかないんだけど、君は――」

　何を一番に訊ねるべきか、やはり少し迷い、ムダだろうと思いながら、こう訊ねた。

「君は、ここがどこだか知ってる？」

　訊かずにはいられなかったのだ。

　見知らぬ場所で目を覚まし、直前の記憶を失っているというのは恐ろしい感覚だった。夢遊病患者というのは、こんな恐ろしい体験をするものなのだろうか……。

　しかし、訊かずにはいられなかったが、答えを期待したわけでもない。本当に、ただ訊かずにはいられなかっただけなのだ。

　だが、宗助の予想に反して、少女は答えた。

「ここは一二三ワルツの城だ」

　一二三ワルツ、先ほどのボイスレコーダーに吹き込まれていた声の主もそう名乗った。

「一二三ワルツ？　一二三ワルツって誰だれなの？　君は知ってるの？　あ、君もボイスレコーダーを聞いたの？　何て言ってた？　何か、他ほかにはアイテムはなかった？」

　堰せきを切ったように、宗助は少女に問いかける。思わず、少女の肩を掴つかんでいた。

　それに対して少女は眉まゆ根ねを深く寄せる。心底、迷惑そうに。それを少しも隠そうとせず露ろ骨こつに顔に出す。

「離せ！　それから、ぎゃーぎゃー喚わめくな、うるさい」

「ご、ごめん……」

　宗そう助すけは、パッと手を放し、謝罪の言葉を口にした。最近、すぐに謝ることが癖くせになっている、そう思った。少女の小憎らしい口のきき方に、腹を立てることもできたのに、宗助はそれよりも自分の情けなさを思った。

　しかし、最近とは、いつのことだろう……。

　記憶がない。どこで途切れているのかも曖あい昧まいなのだ。宗助は具体的な「最近」を何一つ思い出せず、自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

　それを見ていたらしい少女が苛いら立だたしげに言った。

「自じ嘲ちよう的てきな笑い方だな」

「……ごめん」

　それはもう、条件反射だった。

「謝るな。うんざりする」

「ご……」

　言いかけて宗助は口を噤つぐんだ。映画『レオン』で、ジャン・レノとナタリー・ポートマンがそんなやりとりをしていたな、とふと思い出す。「はいはい」が口くち癖ぐせのナタリー・ポートマンにジャン・レノが「『はい』は一回だ」と言う。それに対してナタリー・ポートマンがまた「はいはい」と返す。「よし」とジャン・レノが答える場面。

　笑えるシーンのはずなのだが、今は笑う気力がなかった。

　少女は睨にらむように宗助を見つめている。

　宗助はオレンジ色の照明が浮き上がらせる闇やみの中で、目を伏せた。

　宗助の足元には少女の身体からだでできた小さな影が伸びてきていた。

「ふん」

　少女は鼻はなを鳴らす。

「お前、名前は？」

「え？」

　宗助は顔を上げる。

「名前だ。私は九いちじくという。お前の名前を聞かせろ」

「イチジク……」

「漢数字の九きゆうで、『いちじく』だ」

　しばし沈思し、宗助は口を開く。

「…………あぁ、一いち字じ、九くね」

　思い付きはしたが、それは姓なのか下の名前なのか、分からなかった。それを訊たずねる気にもならなかった。

　九いちじくと名乗った少女は寄せていた眉まゆを、少し和らげる。

「まったくのバカというわけではないようだな」

　相変わらず、言葉は生なま意い気きだったが。

「僕ぼくは金かね田だ宗そう助すけだよ。君ほど面白い名前じゃない。『金』に田んぼの『田』、宗教の『宗』に『助ける』って字で、金田宗助」

「そこまで、訊きいていない」

　無ぶ愛あい想そうな表情で少女はバッサリと言った。

「ごめん」

「謝るなと言っているだろう？　何でお前みたいなのが一人目なんだ、クソ」

　そこで宗助は最初に抱いた疑問に立ち戻る。

「一人目ってことは、やっぱり、他ほかにもこの……城？　には、その、僕ら以外の人間がいるってことだよね？」

　それが「必要定てい数すうは五人」ということなのだろう。宗助と九いちじく、これで二人だ。残り三人の人間がこの城にはいるということなのだろうか？

「僕は――」

　宗助は、ほんの一瞬だけ迷った。少女に情報を伝えてよいものかどうか。

　これがゲームなのだとしたら（いや、一二三ワルツと名乗った少女はゲームと明言した）、自分に与あたえられた情報は自分だけで管理すべきものであって、他人に伝えると不利になることもあるのではないだろうか？

　自分の情報を相手に伝えず、しかし、相手の情報だけ上う手まく引き出す、それがこのゲームで生き残るのに必要なことではないのか？

　僅わずかの間にそう思ったのだ。

　しかし、宗助はかぶりを振った。それはフェアではないし、宗助にそんな高等な真ま似ねをする自信などなかった。

「僕は、目が覚めたら、そこの部屋にいた。どうやってここに来たのか覚えてないんだ」

　そう言って、出てきた部屋を指差す。

　扉は開け放したままで、宗助の位置から四角いテーブルとイスが見える。テーブルの上の枯れかけた生首のような花も見えた。

「で、あのテーブルの上に、この腕うで時計と」

　そう言いながら左腕を示す。壊れた腕時計は宗助の腕にサイズが合っていないので、不安定に揺れた。それから、宗助はジーンズの右前ポケットに押し込んだ小こ瓶びんを取り出す。五センチほどの大きさだ。

「この瓶と、ボイスレコーダーがあった」

　少女は腕時計と小瓶を交互に眺めてから、

「ボイスレコーダーというのは何だ？」

　と、首を傾かしげる。銀色の三つ編みがぷらんと揺れた。黒いリボンも。

「え、君のところにはなかったの？　何かメッセージは？」

「ここに連れてこられた人間どもを助けること、それがルールだと言われただけだ。それと私が言っているのはボイスレコーダーなるものが一体どういうものなのか訊たずねているのだ」

　話が微妙に噛かみ合わない。

「えっと、ボイスレコーダーが何かを知らないの？」

「知らん」

「…………」

　まぁ、そういうこともあるかもしれない、と思う。

「そのまま日本語にしたら分かるよ。声を録音する機械。再生もできる。ただ、僕ぼくが聞いた後、壊れちゃったけど」

「そうか」

　少女は何だか不満そうに頷うなずき、

「それには、何と録音されていた？」

「まず、君が言った一二三ワルツという女の子が名乗った。それから、『必要定てい数すうは五人』って言ってた。『必要定数』って何か分かる？」

「分からん」

　即答だった。

「君は何かを渡されていないの？」

「ない」

　宗そう助すけは、やはり自分の情報を相手に伝えるべきではなかったのだろうか、と不安を覚えた。

　少女は腕うでを組み、不機嫌そうな顔で唸うなっている。

「こういうのは、うちのカラスの分担なんだ」

　意味不明なことをぶつぶつと呟つぶやいていた。それからキッと顔を上げると、

「まぁ、いい。とにかく、他ほかにも人間がいるはずだ。そいつらを捜さがすぞ」

　そう言った。有無を言わせぬ断定口調にも慣れ始めていた。それに、その喋しやべり方は、九いちじくというその少女には似合っているようにも思えてきた。

　少女は黒くて丸いエナメルの靴を一歩踏み出す。

　しかし、その一歩目で足を止める。

「おい、金かね田だ宗助。お前、何か甘いものは持っていないか？」

　唐突な言葉だった。甘いものが好きなのだろうか？

「え？　ごめん、何も……」

「……そうか」

　不服そうに呟つぶやき、少女は歩き出した。

　宗そう助すけも追いかけるように一歩目を踏み出す。



　＊＊＊



「はーずーれーなーいッ!!」

　金切り声をあげて彼女は叫んだ。

　金こん色じきのたっぷりした髪かみを振り乱している。眠たげな瞳ひとみを今ばかりは吊つり上げ、腕を拘束している奇妙な金具をガチャガチャと鳴らす。彼女の全身はぴったりとした真っ黒なライダー・スーツに包まれている。

「無駄だよ、あまりあ。さっきから、僕ぼくも元の姿に戻ろうとしてるんだが、それもできないんだ」

　男が言った。黒ずくめの男だ。

　黒いシャツに黒いジーンズ、黒いスニーカー。肌はだも浅黒い。黒髪を無造作に散らせている。右手の人差し指にクレイジー・ピッグの大きなドクロの指輪をしている。

　男の腕うでも拘こう束そく具ぐによって、ソファーの肘ひじ掛かけに固定されている。拘束具は「手」に似ている。いや、金属製の「手」だ。鎧よろいの籠こ手てのようだが、それがソファーの肘掛けから生えているように見える。それが、がっしりと男の腕を掴つかんでいた。

「何なのよ、一にのまえ！　九いちじくちゃんが心配じゃないっての！」

　あまりあと呼ばれた彼女は、黒ずくめの男を一にのまえと呼び、そして罵声を浴びせかける。

「あんた、使い魔のくせに何、捕まってんのよ！　バカ！　間抜け！　あたしの九いちじくちゃんに何かあったら許さないからなッ！　容よう赦しやなく躊躇とまどいなく徹底的に完かん膚ぷなきまでに死なす!!」

「何で、僕が責められなきゃいけないんだよ。八つ当たりはよしてくれ」

　一にのまえは肩を竦すくめて言った。

「あら、九いちじくの心配より、自分たちの心配をしたほうがいーんじゃない？」

　一にのまえ、あまりあは、一メートルほどの間隔を空けて置かれたソファーに座らされている。

　そして、二人の前には一人の少女が立っていた。

　ショートパンツの上にタータンチェックのパーカを着ている。フードをかぶっているのだが、その両端は、角のようにも耳のようにも見える。

　赤い髪と白い肌が覗のぞいていた。

　少女は、パリパリとポテトチップスを食べている。にやにやと笑いながら。あるいは、声を上げて笑うのを堪こらえているかのような。

　その少女は、人差し指と親指とをちゅぱちゅぱと舐なめた。

「心配も何も、僕ぼくらにはゲームへの参加権はないんだろう、一二三ワルツ？」

　一にのまえは、赤い髪かみの少女を一二三ワルツと呼んだ。

　そこは、天井の高い、古めかしい洋室であった。時代を感じさせる杏子あんず色いろの壁紙、分厚い朽ち葉色の絨じゆう毯たん、荘そう厳ごんなシャンデリア。かつてそこはダンスホールか、あるいはダイニングホールだったのかもしれない。

　天井まである大きな格子窓が三つ並んでいるが、しかし、ガラスの向こうは永遠の暗黒の世界が広がっている。まるでシュールな絵画のような光景だ。

　家具の類たぐいは二つのソファーを除けば一つもなく、場違いなスクリーンが一つ壁にかかっていた。赤い髪の少女――一二三ワルツは、そのスクリーンを背に立っていた。

　部屋の中には優ゆう雅がな円舞曲ワルツが流れている。「１、２、３。１、２、３」。赤い髪の少女は、白い指でその四分の三拍子を滑らかに刻きざむ。それは丸みを帯びたトライアングルを描く。

「ないわ」

　一二三ワルツが、一にのまえの問いに答えた。

「九いちじくが人間を助けられればあんたらも助かる。失敗したら、消滅してもらうだけ。せいぜい、九いちじくと人間たちを信じることね」

「人間たちねぇ」

　一にのまえは顎あごの下に手を持っていこうとして、ガチャンという音に、その行為を阻まれた。腕うでは拘こう束そくされたままだ。はぁ、と、ため息を吐ついた。

　一二三ワルツは、一にのまえに顔を寄せ、下から覗のぞきこむような仕草をする。

「九いちじくが心配？」

「僕は僕のことが心配だな。九いちじくと人間にすべてを委ゆだねるなんて困るんだよなぁ。そもそも九いちじくは、こういうのに向いてないんだ。僕が代わりたいよ。今からでも代打で。ダメ？」

「だぁめ」

「だろうね」

　一にのまえは隣でじたばたともがくあまりあを見み遣やった。恐らく、どんなに怪力を用いようとこの拘こう束そく具ぐは外れないだろう。一二三ワルツのルールでここは成り立っている。それに逆らうことは何なん人ぴとたりともできない。

「あの映像は？」

　一にのまえは、スクリーンに向かって顎をしゃくって訊たずねる。

「九いちじくの姿が常に見えるようにしているの」

「なるほど。で、九いちじくは、あの金かね田だ宗そう助すけ君と一緒に、他ほかの人間も助けないといけないわけだな。それがライブ映像で流れるという」

「そ」

「でも、僕ぼくらは何もできない。助言も」

「そ」

「まな板の上の鯉こい状態だな」

「安心なさいよ。最後は美お味いしく食べてあげるから」

　一二三ワルツはにたぁりと微笑ほほえむ。

「カラスの丸焼きなんて、美味しいものじゃない」

　一にのまえは言って、ガチャガチャと拘こう束そく具ぐを鳴らした。



    

  
    
      


参証明問題

　　-No future ok?-



　トコトコと、黒ずくめの銀髪少女、九いちじくは宗そう助すけの左斜め前を足早に進む。

「ねぇ、君は、ここを知ってるんだよね？」

　沈黙が苦しかった。宗助は話題を探して言ってみるが、

「一二三ワルツの城だということはな」

　ぶっきらぼうな返事が返ってくるだけだった。

「どこに向かってるの？」

「知らん」

　どうも言葉のキャッチボールが続かず、宗助は下した唇くちびるを噛かんだ。

　宗助が目覚めた部屋を出てから、ずっと廊下を進んできたが、不ふ思し議ぎなことにあれ以来一つの部屋も見当たらないし、行き止まりの壁も曲がり角さえもない。

　時間を確かめようにも、時計は壊れているし、携帯電話もない。

　既すでに十分以上は歩いていると思われる。

　にもかかわらず、廊下は延々と薄うす闇やみの中をまっすぐに続いている。

　いくつかのアーチを抜けたが景色は変わらない。

　同じところをずっと歩き続けているような奇妙な感覚に陥る。よくできたゲームの画面のようでもある。左右の映像がスクロールしているような、妙な感じ。気持ちが悪い。

　城と聞かされたが、ここはどれだけ広いというのか……。

　とてもじゃないが、人が住んでいるという感じはしない。ここは、人が住むところではない。むしろ人を拒絶するような場所だ。

　ここは巨大な牢ろう獄ごくなのかもしれない、宗そう助すけはふとそう思った。でもそれは、この城よりも、自身の日常世界を例える場合のほうが向いている、そうも思った。

　オレンジ色の照明は相変わらず、闇の部分ばかりを強調していて、自分の影で足元がよく見えない。

　不安は消えなかったが、急に「何か」が出てきて驚かされることもなかった。当然、ゾンビも出てこなかった。理り不ふ尽じんな状況ではあったが、何も起きない現状に、何な故ぜか「期待はずれ」にも似た思いを抱き始めていた。

　それは斜め前を歩く九いちじくという少女が、不ふ思し議ぎと頼もしく感じられたためかもしれない。年下の少女に、自分は精神的に依存しているのかと思うと情けない気もするが。

　会話が途切れ、黙ってこの奇怪な迷宮を歩く。少女の黒くて丸い靴が立てるトコトコという音だけが確かなものだった。

　そうやって歩いているうちに、ふと、宗助はギリシャ神話のエピソードを一つ思い出した。

「ねぇ、君は、クレタ島の怪物ミノタウロスを知ってる？」

　宗助は、ちょっとした気分転換のつもりで言ってみた。

「頭が牛で、身体からだが人間の姿をした怪物で、そいつを幽閉するために造られた回廊のことを迷宮ラビリンスって言うんだってさ。ダイダロスって発明家が設計したもので、後に、ダイダロス自身と息子のイカロスもこの迷宮に閉じ込められちゃうんだよね。ほら、太陽に近付きすぎて、翼に使ったロウが融とけて墜つい落らくしてくって」

　話している途中で、少女が鋭い視線で振り返った。鬼のような形ぎよう相そうとは、このことか。左側だけ伸ばした三つ編みとリボンが鞭むちのように大きくしなる。

「お前は一にのまえか！」

　少女は意味不明なことを叫んだ。

「お前のウンチクなど聞きたくもない！」

「ご、ごめん……」

「謝るなッ！」

　宗助は黙るしかなかった。口を開けば安易な謝罪の言葉が出てくるだけだった。

　チッという舌打ちが聞こえる。

　宗そう助すけは足元の影に視線を落とした。影は、何だか血だまりのように見えた。大量に流れ出た血液。自分はその光景に見覚えがあった。それは……。

　だがすぐに、現実に引き戻される。

「おい、金かね田だ宗助」

　九いちじくという少女が不機嫌そうな声で言った。予約録画しておいた番組がちゃんと録画されていなかったときのような声だった。誰だれを責めることもできず、自分にイラついているのだが、周囲に怒りの矛ほこ先さきを向けそうになる、そのような。

　宗助が顔を上げると、少女はピストルのように形作った小さな指で暗くら闇やみを指差していた。

　宗助は、その闇に目を凝らした。そして困こん惑わくした。

　いつの間にか、目の前に扉があったのだ。ずっと廊下だけが続いていたのに。

　扉は、宗助が目覚めた部屋と同じ造りのものだった。濃い飴あめ色いろの木材で作られていて、目立った細さい工くは見当たらないが、重厚な扉だ。真しん鍮ちゆう製せいのドアノブがオレンジ色の照明を受けて鈍く光っている。

　宗助は一度、振り返った。今まで来た道は、とっぷりと暗黒に沈み、もう何も見えない。

「ここに入れ……ってことだよね、たぶん？」

「だろうな」

　九いちじくという少女は言って、躊躇とまどうような素振りも見せず、ドアノブに手をかけた。

「ちょっと待って」

　宗助は慌てて止める。

「何だ？」

「大丈夫なの？」

「何がだ？」

「開けても大丈夫なのかな？」

「来た道を戻れとでもいうのか？」

「そうじゃないけど……そんな、無む防ぼう備びで大丈夫なのかなって、思って。もっと慎重に」

　宗助が話している途中で、九いちじくという少女は聞き飽きたとでもいうかのような表情でノブを回す。鍵かぎはかかっていないようだった。キィと蝶ちよう番つがいが短く鳴り響く。

　開き切った扉の向こうを見て、宗助は絶句することとなった。

　部屋は、宗助が目覚めた部屋と、やはり同じような内装をしていた。

　ワインレッドの絨じゆう毯たん、暗い色調の壁紙に、濃い飴色に輝く木材で統一された柱や窓枠。オレンジ色の照明がそれらを薄い闇の中に浮かび上がらせている。

　しかし、明らかに宗助が目覚めた状況とは異なっていた。

　二つの点で異なっていると言える。

　一つは入ってきた扉とは別にもう一つ扉があること。

　そしてもう一つは部屋の中心に、おかしな「装置」があることだ。それは、映画やマンガで目にしたことのある不気味な拷ごう問もん器具の一つだった。

「鉄の処女アイアン・メイデン」と呼ばれる中世ヨーロッパで使用された拷問器具が部屋の中央に置かれている。女性の立体像のような形をした直立する二メートルほどの棺ひつぎ。

　棺の蓋ふたは両開きになっていて、そのどちらも、今は開いている状態だった。鋼こう鉄てつの太い針が見える。蓋が閉じれば……。

　だが、宗そう助すけの目に映っているのはその拷問器具そのものではなく――

「お……、大おお谷たにさん？」

　宗助の知っている女の子が拷問器具の中で、立った姿勢のまま意識を失っていた。



　宗助の前を素早く影が通りすぎる。

　九いちじくという少女だ。黒いワンピースの裾すそがバサと乱れた。

「お前の知り合いか？」

　少女は厳しい声で言いながら、拷問器具に近寄っていく。そして顔を突っ込むようにして、棺の内部を窺うかがう。

　棺の中の彼女は、学校の制服姿のままだった。紺のブレザーを着ている。控えめなブラウンに染められた髪かみ、前髪をピンで留めて分けていた。ぐったりとしているが、呼吸が止まっているわけではないようだ。

　奇妙なものだったが、彼女は両りよう腕うで、両足、首、腹部を「手」のようなもので拘こう束そくされていた。鎧よろいの籠こ手てのような「手」が棺の内部から伸び、それが彼女の身体からだを掴つかむことで立ったままの姿勢を維持させているようだった。

　しかし、宗助の頭はこの状況を処理し切れていない。

　拷問器具と知り合いの女の子……。

「お前の知り合いかと訊きいている！」

　苛いら立だたしげに九いちじくという少女が繰り返した。

「な、何だよ、これ……」

　宗助はそう言うので精一杯だった。

　すると、少女は踵きびすを返し、宗助の胸ぐらを掴んだ。

　グイと引っ張られ、身体が前に倒れそうになる。

「おい、お前。いい加減にしろよ？　死にたくなければこの状況を理解しろ」

　胸ぐらを掴む少女の力の強さに宗助は驚き、同時に冷静さを僅わずかばかり取り戻す。

「ごめん」

　チッとまた舌打ちをして、少女は宗助の胸ぐらを放した。

　宗そう助すけは咳せき払ばらいをしてから口を開いた。

「……知ってる子だよ。クラスメイトで、美術部だ。大おお谷たに紗さ奈なさん」

　宗助は目の前の拷ごう問もん器具である棺ひつぎに目を戻す。

　大谷紗奈は宗助のクラスメイトで、美術部に所属している。

　同じクラスだが、特別、親しいわけでもない。挨あい拶さつ程度の会話しか交わしたことはない。その彼女が何な故ぜ、こんなところにいるのか、宗助には何も分からなかった。

　いや、それを言うならば、自分がここにいる理由も分かりはしないのだが。

「とにかく、助けなきゃ」

　宗助はひとりごとのように言って、一歩踏み出そうとした。

　が、

「待て」

　九いちじくという少女が宗助のシャツを掴つかんだ。咽の喉どにシャツが食い込む。

　宗助が「どうして」という抗議の声を上げようと、九いちじくという少女に目を向けると、少女は今入ってきたばかりの扉のほうを睨にらんでいた。

　宗助もその視線の先を追った。そして、それを目にする。

「何、あれ……？」

　二人が入ってきた扉の上方に、デジタルの時計があった。そこには赤い数字が刻きざまれている。

「八時九分？」

　宗助が言った瞬間、表示は「08:08」となり、一秒経過して「08:07」となった。

　その数字は宗助の視線などお構いなしに減っていた。

「タイムリミットだろうな」

　と、少女はつまらなそうに言った。お菓子についているカードが三枚同じもので揃そろってしまったときのような声だ。

「残りは八分ほどだ」

　そしてまた、数字が一つ減った。

「タイムリミットって、な、何の……」

　言いながら、宗助は拷問器具を振り返る。ねっとりした汗が額ひたいを流れ落ちていく。今にも心臓が破裂しそうだ。

「時間になると、あの蓋ふたが閉まる」

　少女は拷問器具を指差して預言者のように言った。

　それはきっと当たるだろう。

「恐らく、この部屋を開けたときから時間が経過し始めたのだろう。設定はどうせ、九分か、せいぜい九分一秒だ」

「やっぱり開けなければよかったんだ！　君が勝手に扉を開けるから。もっと慎重に……」

　しかし慎重だったかどうかは、この際、関係ない。宗そう助すけ自身分かっていた。

　だから口を噤つぐむ。いずれにせよ、宗助と少女はこの部屋の扉を開けなければ先へ進むことはできなかった。

「ごめん、怒ど鳴なったりして……」

　宗助は額ひたいの汗を横に拭ぬぐった。ぬるりと手の平に残る感触が不快で、ジーンズにこすり付ける。

「どうでもいい。それよりも、あの女を助ける方法を考えろ。これは一二三ワルツの用意したゲームだ。どれだけアンフェアだろうと攻略法はある。でなければゲームではない」

「ゲーム……攻略法……？」

　この場面でその言葉はあまりにも不適切に思われた。人の命がかかっていて、それがゲームで左右されるなんて、と。

　しかし、倫理観を持ち出すのも無意味だ。それくらいは理解していた。時間がない。宗助は酸さん素そを脳に行きわたらせるために、深く呼吸する。

「……ぼ……僕ぼくの部屋には、ボイスレコーダーがあった。メッセージが入ってた」

　言いながら部屋を見回すが、宗助の目覚めた部屋にあった四角いテーブルはこの部屋にはなかった。代わりにあるのは、もう一つの扉と、拷ごう問もん器具だ……。

　九いちじくという少女は銀色の三つ編みを払う。黒いリボンと共に、それは大きく揺れた。

　拷問器具の前まで進み、鋼こう鉄てつの太い針を華きや奢しやな指でなぞった。そして、一体どこから取り出したのだろうか、少女はその手にナイフを握っていた。

「どこに隠してたの……？　いや、それより、どうするつもり？」

　宗助は勢い込んで言った。

「物は試しだ」

　そう呟つぶやき、少女はナイフを鎧よろいの籠こ手てに食い込ませる。グイグイと腕うでを動かしていた。

　ガチャガチャと金属が噛かみ合う音がする。

　だが、少女はその動作をすぐにやめてしまった。

「ダメだな……」

　そのとき。



「ん……ぅ、ん」

　大おお谷たにさんが妙に色っぽい呻うめき声を上げた。

「大谷さん！」

　宗助は声を大きくして彼女の名前を呼んだ。

　だが、その瞬間、

「バカ野郎！　起こすなッ！」

　叫んでから、少女は自分の口を押さえる。しかし、もはやその行為に意味はなく、少女の叫びこそが決定打となった。

　大おお谷たに紗さ奈なは、まぶたを開き、がっくりと落としていた頭をゆっくりと持ち上げた。

「ん……、な、に？」

　寝起き独特のかすれた声で呟つぶやく。状況を理解していないであろう虚うつろな目。

「……大谷さん」

　宗そう助すけは彼女の名前を、今度は控えめなトーンで呼んだ。

「か、ねだ……くん？」

　ぼんやりと大谷紗奈は呟く。それから身体からだを動かそうとして、ガチャンという無慈悲な音を響かせた。

「え……？」

　そして自分の状況を確認する。瞳ひとみを極限まで開いていた。充血しているのが見えるほど。

「ちょっと……何、これ？　金かね田だ君？」

　ガチャガチャ、ガチャガチャ。

　大谷紗奈は全身に力を込めて、拘こう束そく具ぐを外そうともがく。しかし、それはヒステリックな金属音を立てるだけだった。

「何、ちょっと、ヤダ、何？　何なの？　ヤダッ！　何？　どこ？　ここ、どこ？　何なの？　ヤダ！　ヤメ、ヤ、イヤ」

　ほとんど意味をなさない言葉を短く発する。髪かみを振り乱すので、ピンで留めていた前髪もハラハラと零こぼれていく。制服のスカートも乱れているが、彼女はそれどころではないだろう。

　宗助は少女が起こすのを止めた理由を理解した。目覚めさせてはいけなかったのだ。

　少なくとも、この拷ごう問もん器具から救い出すまで……。

「落ち着いて、大谷さん。ちゃんと説明するから、今はとにかく落ち着いて」

　宗助が言っても、大谷紗奈は「ヤダ、何？　ヤメテ、何なの？」と叫び、ガチャガチャと金具を鳴らして暴れる。完全にパニックに陥っていた。

　自分の場合はベッドの中で目覚めたから、まだよかった。もしも、同じように拷問器具の中で、身体の自由を奪われた状態で目覚めていたら、こんなふうにパニックを起こしていたかもしれない。

「お願いだから、大谷さん、落ち着いて！」

　宗助の言葉は、大谷紗奈には届かない。どんなに真剣に伝えようとしても。

　それどころか宗助自身も、大谷紗奈に引っ張られるようにパニックに陥りかけていた。

　どうすればいいのか、最善の策が思い付かない。何から伝えるべきか、どう伝えるべきか。いや、どうやって伝えれば、ちゃんと伝わるのか……。

　すると、

「おい小娘」

　九いちじくという少女が、声を低めて言った。

「黙れ、耳みみ障ざわりだ」

　その手の中には鋭いナイフが握られたままで、切っ先を大おお谷たに紗さ奈なの首に突き付けている。あと、一ミリでも動かせば、刃が彼女の皮膚を破るであろう。頸けい動どう脈みやくを切断すればスプラッタ映画のように派手に血しぶきがあがる。そのギリギリのところまで押し付けられ、皮膚が張りつめている。

「ひッ」

　大谷紗奈は小さな悲鳴を一つだけ上げ、しかし、それきり口を閉ざした。恐怖は消えていないようで、鼻はな息いきだけ荒い。

「大きく息を吸い、ゆっくり吐け。いいか？」

　少女が押し付けているナイフの力を緩ゆるめたのが分かった。

　大谷紗奈はこくこくと小こ刻きざみに頷うなずき、九いちじくという名の少女が言うように深呼吸をした。しかし、それは寒さで凍えている人のような呼吸の仕方だった。震えているのが分かった。

「よし。今からお前の置かれている状況を説明してやる。だが、時間がない。すぐに理解しろ」

　少女は言って、それから宗そう助すけのほうを見た。

　宗助も少女を見返す。何だろう、と。

　少女は宗助を見つめ続けた。

　宗助は身を乗り出す。

「……何？」

「お前が説明しろ、金かね田だ宗助」

「え？　僕ぼく？」

「説明は苦手だ。お前、この小娘と知り合いなんだろ？　とっとと説明しろ！」

　めちゃくちゃなことを言うが、時間がないのは確かだし、宗助が大谷紗奈と面識があるのもその通りだった。

　宗助は大谷紗奈の瞳ひとみを見み据すえる。そして、ゆっくりと口を開いた。時間はないが、焦らせてはいけないからだ。

「よく、聞いてほしいんだけど、いい？」

　訊たずねると、大谷紗奈は怯おびえた表情のまま、また、こくこくと頷いた。ピンから零こぼれた前まえ髪がみがひと束、もうひと束と乱れる。

「ここは、一二三ワルツという人の城なんだそうだ。どうしてこんなところにいるのか、僕ぼく自身も分かってない。その一二三ワルツって奴やつは、ゲームと称して僕らを誘拐してきたらしい。それで……」

　宗そう助すけは言いながら、ぐちゃぐちゃの頭の中を整理しようと努める。

　時間のことは伝えるべきだろうか？　チラと振り返ると赤い表示は「05:11」となっていた。いや、大おお谷たに紗さ奈なからあの数字が見えていないわけもない。下手に隠していることが分かってしまったら、信頼を失うだろう。

　時間だけではない。拷ごう問もん器具のことは理解しているのだろうか？　棺ひつぎの蓋ふたの内側から突き出している鋼こう鉄てつの針には気付いている？　気付いていないのだとして、教えてしまったら、またパニックを誘発する恐れもある……。

「よく聞いて。時間がないんだ。でも、大丈夫。助かる方法があるんだ。僕が目覚めた部屋には……」

　一瞬迷ったが、自分が普通にベッドで目覚めたことは、伏せておくことにした。

「ボイスレコーダーと、壊れた腕うで時計、妙な薬の瓶びんがあった。それがアイテムなんだ。まだ、使い道は分からないんだけど、ボイスレコーダーにはメッセージが入ってた。何か助かるために必要なメッセージが入ってるはずなんだ。つまり、これはゲームだから」

　伝わったのか分からない。とにかく、大谷紗奈はこくこくと頻しきりに頷うなずいていた。理解したというより、それは反射的な行動なのかもしれない。

　宗助は手の平を握りしめた。酷ひどく汗をかいている。この部屋にも何かがあるはずだ。

　助かるための何かが……。



　すると、

「ねぇ」

　大谷紗奈が口を開いた。カタカタと歯が鳴っている音が微かすかに聞こえる。

「あ、あの、右の、スカートの右のポケット、何か入ってる……かも」

　頼りなげな声で言う。

　すると九いちじくという少女は、大谷紗奈のスカートのポケットに手を差し込んだ。引き抜くと、そこには宗助の部屋にあった物と同型のボイスレコーダーが見える。

「これか」

　少女は呟つぶやき、上にしたり下にしたり横にしたり斜めにしたり、とにかく様々な角度でボイスレコーダーを眺め、それから宗助のほうへ乱暴に放ほうり投げた。

　宗助は落とさないよう慌てて受け取る。

「な、何？」

「機械も苦手だ。お前が操作しろ」

　不快そうに少女は吐き捨てる。

　だったら、最初から渡してくれ。時間がないんだ。そう思った。

「何か言ったか？」

　心の中が読まれていたようで、宗そう助すけは言いよどむ。誤ご魔ま化かすために、ボイスレコーダーの再生ボタンを押した。

　サーという無音がやはり五秒ほど続き、そしてメッセージが始まった。

『はぁい、九いちじく。それと金かね田だ君も元気でやってる？』

　能天気な響きが部屋の中をこだまする。

『それから大おお谷たに紗さ奈なちゃんは起きたのかな？　どうなのかな？　ま、どっちでもいいけど、みんなで仲良くすることね。もう気付いてると思うけど、扉を開けた段階で時限装置が作動するから。扉の上のほうに表示が見えるでしょ？』

　宗助はデジタル表示の時計を見み遣やった。「04:18」となっていた。

　残り四分……。

『それがゼロになっちゃうとタイムアウト、その「アイアン・メイデン」が作動して、あーん、いやーんな感じになるからヨロシク』

「くだらないことはいい！　早くどうすれば解除できるのかを言え！」

　ボイスレコーダー相手に、少女は怒ど鳴なった。まるで宗助が怒鳴られているようで、萎い縮しゆくしてしまう。

『では問題です。五たす六は九を証明せよ』

「は？」

　あまりにも意味不明で、宗助は反射的に間の抜けた声を漏もらしてしまった。

『答えが分かったら、もう一つの扉のドアノブを回しなさい。そこで解答を述べること。正解なら扉は開くし、大谷紗奈ちゃんの拘こう束そくも解ける仕掛けになってる。ゲーム続行よ。不正解なら、やっぱり「アイアン・メイデン」が作動するから。じゃ、頑張ってね。ちなみに、このメッセージは機き密みつ保ほ持じのため自動的に消滅しまーす』

　宗助は前と同じようにボイスレコーダーを絨じゆう毯たんに放った。

『さーん、にー、いーち、ドカーン』

　ボイスレコーダーはタンッという控えめな音を立てて爆発した。

「……ね、ねぇ、何、今の？」

　大谷紗奈が声を震わせて言った。

「アイアン・メイデンって何？　ちょっと、何なの？」

　またもパニックの寸前まで大谷紗奈は声を荒げる。

　しかし、宗助もまたパニックを起こしかけていた。不安は伝染する。

　メッセージの内容は、あまりにも不可解だった。「五たす六は九」になるはずがない。

　五たす六は十一だ。小学生でもできる計算ではないか。証明どころか、答えが間違っている……。

　大おお谷たに紗さ奈なの絶ぜつ叫きように飲み込まれる形で、宗そう助すけも不安と混乱を深める。心臓がバクバクと鳴り響き、血液が身体からだ中じゆうを慌ただしく巡る。それなのに、手足は妙に冷たく、また痺しびれを覚える。宗助は右手で左手を強くさすった。

　時間がきたら、あるいは答えを間違えたならば、目の前で人が死ぬ。拷ごう問もん器具の扉が閉まり、あの鋼こう鉄てつの針が人体を貫く。どろりと溢あふれ出る血液。

　その粘ねん度どを思う。一瞬。ほんの一瞬だ。時間で表せないその刹せつ那な、宗助は、それを見てみたいと思った。

　そして自分のその想像に怯おびえる。少女に今の一瞬を知られたら……と思った。軽けい蔑べつされるだろう。いや、知られるはずがない。

　集中しろ。今はそれどころではないのだ。大谷紗奈を助けないといけない。

　宗助は、ほとんど縋すがるように少女へと目をやった。

　九いちじくという少女は腕うでを組んでいる。そばから離れると、少女の銀髪はオレンジ色に染まっている。照明の力が弱いのだ、と宗助は思った。

　と、

「おい、金かね田だ宗助」

　少女が大たい儀ぎそうに宗助を呼んだ。

「ぇ？」

　声がかすれてしまい、宗助は一度咳せき払ばらいをして、もう一度口を開く。

「何？」

「五と六をたすと答えはいくつだ？」

「……十一だよ」

　自分で言って嫌な気分になる。イラだたしげな声だった。ごめんと言いそうになった。しかし、そう言う前に、少女が口を開く。

「正解だ。五と六をたしても、九にはならない。だが、一二三ワルツは『五たす六は九』を証明しろと言った。九は明らかに私にかけている」

「……どういう、こと？」

　訊たずねながらも、少女の名前が「九いちじく」ということを宗助は考える。漢数字の九くで、「いちじく」だった。それにかかっているとはどういうことだろう？

「クイズだろう。それも、とびきりくだらない、な」

　目角を立てて少女は壊れたボイスレコーダーを見み遣やる。

「クイズ……」

　少女は、宗助の呟つぶやきなど無視して、大谷紗奈のそばに歩み寄った。

　大おお谷たに紗さ奈なは、「助けて、助けて」と叫んでいる。

「おい、お前、大谷紗奈」

　少女の呼びかけにも大谷紗奈は喚わめくばかりだった。

　少女は大きく息を吐き、そして、

「黙っていろ」

　そのひと言とともに、大谷紗奈の腹部に拳こぶしを打ち込んだ。その一撃で、大谷紗奈はがくりと頭を落とし騒ぐのをやめた。最初に部屋に入ったときと同じ状況へと戻ったわけだ。

「これで考えに集中できるな」

　少女は言った。

　さすがにやり過ぎではないかと宗そう助すけは思ったが、口は挟まないでおいた。

「ク、クイズってことは、なぞなぞとか、そういう類たぐいの……？」

　何とかそう言ってみる。

「おそらくそうだ。真面目まじめに考えるな。不真面目に考えろ」

　無茶なことを言う。この状況で不真面目も何も……。

　そう思ったが、一つ思い浮かんだ。

「ローマ数字、とか？」

「ローマ数字？」

「あ、いや、適当なんだけど。その、ローマ数字の表記だと、アラビア数字や、漢数字と違う形だし、直線の組み合わせで表すから、何て言うか、組み替えると『十一』になるのかも、って思ったんだけど」

「Ⅴ」と「Ⅵ」を思い浮かべるが「十一」にも「11」にも「Ⅺ」に上う手まく、結び付かなかった。

　漢数字の「五」と「六」も思い浮かべるが、「十一」には程遠い。あるいは、響きなのかもしれない。「碁」、「語」、「誤」。「録」、「肋」、「禄」……ダメだ。

「クソ、こういうときに使い魔を使うんだろうが！」

　少女は言いながら、地団太を踏んだ。がぼり、と、少女の丸い靴が鳴った。



　　＊＊＊



「アイアン・メイデンね」

　一にのまえは、スクリーンに映る九いちじく、金かね田だ宗助、そして中世ヨーロッパの拷ごう問もん器具に閉じ込められている大谷紗奈を見ながら呟つぶやいた。

　杏子あんず色いろの壁紙に、朽ち葉色の分厚い絨じゆう毯たん。高い天井に設しつらえられた荘そう厳ごんなシャンデリアがそれらを照らしている。

　大きな格子窓が三つ並んでいるが、窓の外は暗くら闇やみが広がっていた。

　部屋の中央に二つのソファーが並んでいて、一にのまえはその一つに腰掛けている。

　いや、正確には腰掛けさせられている。ソファーの肘ひじ掛かけからは、金属製の「手」が生えており、それが一にのまえの腕うでをきつく握りしめていて、ソファーから立ち上がることを許してくれない。

「大ピンチって感じでしょ？　あんたのご主人様は正解を出せるのかしらぁ？」

　一二三ワルツが、薄ら笑いを浮かべながら言う。

「あたしの九いちじくちゃんなら即答よ！」

　あまりあが一にのまえの隣で叫ぶ。あまりあはひたすら、ガチャガチャと拘こう束そく具ぐを破壊しようともがいていた。イスごと立ち上がろうにも、ビクともしない。脚あしは絨じゆう毯たんの中に沈んでいるだけなのに。

　一二三ワルツは冷たく微笑ほほえんだまま、ポテトチップスを三枚重ねで口の中に放ほうり込む。

　その厚さ分、バリボリ、バリボリという音が響いた。すっぽりとかぶったフードの両端に見える耳とも角ともつかない突とつ起きがぷらぷら揺れた。

「アイアン・メイデンで、最も有名なものはドイツのニュルンベルクにおける秘ひ密みつ法ほう廷ていで使用されたものだ。だが、本当に使用されていたかどうかは諸しよ説せつあるのだけどね。現存するアイアン・メイデンは、レプリカばかりだ。実際に使用されたものは残っていないとされている。どころか、現存するアイアン・メイデンは拷ごう問もん器具としても処刑道具としても使い勝手が悪いのさ」

　一にのまえは言った。

「お得意のウンチク？」

　一二三ワルツは冷笑を浮かべている。

　一にのまえは軽く微笑んだ。

「僅わずかな文献とそのレプリカから、人間たちは残酷な想像をした。アイアン・メイデンはこうであるべきだ、とね。人間の想像力こそ、残酷そのものだ」

「分かっているじゃない。人間はバカな生き物なのよ。救いようがないほどに。でも大丈夫よ。アレは、ちゃんと大おお谷たに紗さ奈な用に設しつらえたものだから、ピッタリなの」

「そいつは、なかなか豪勢だな。『容疑者』をアイアン・メイデンの中に放り込んで、蓋ふたを閉めると、顔の部分にある二つの針が眼がん球きゆうを潰つぶす。針はそれだけではなく、扉のいたるところに配置されているが、絶妙なのは、その針はすべて急所をはずして配置されているということだ。つまり――」

「そう、即死させないの」

　一にのまえの言葉の続きを一二三ワルツが奪い取った。

「悪趣味」

　あまりあが侮ぶ蔑べつを込めて吐き捨てる。

「ギロチンは処刑道具だが、アイアン・メイデンはその意味で、真実、拷ごう問もん器具なんだ。『容疑者』は長い時間、針に貫かれたまま血液を流し続ける」

　一にのまえは前まえ髪がみを払うように頭を振った。

「九いちじくたちが、タイムアウトするか、あの問題に不正解を出すとあの拷問器具の蓋ふたは閉まる仕掛けなんだろう？　九いちじくの目の前で」

「そーよー。あんたは九いちじくのとこについて長いんでしょう？」

「まぁね」

「じゃあ、九いちじくがどんな反応を見せるか、想像できるんじゃない？　目の前で、自分のミスで罪もない人間が死にゆくのを見たときの、は・ん・の・う」

「罪のない人間なんていないさ」

「答えになってないわ」

「あたしの九いちじくちゃんが不正解出すわけないじゃない。きっちり時間通りに、正解出すっつーの！　てきとーなこと言ってると死なすよ！」

　あまりあが叫ぶ。

「あんたの予想は？」

　一二三ワルツは一にのまえの顎あごの下をくいと人差し指で持ち上げた。

「九いちじくは答えられると思う？」

「ふむ」

　もっともらしく一にのまえは頷うなずき、

「金かね田だ君次第かな」

　と、言った。

「あんたは答え分かってんの？」

　あまりあがキンキンと耳に障る声で言う。

　一にのまえはドクロの指輪をした右手の人差し指で、肘ひじ掛かけをトントンと叩たたいた。

「ドストエフスキーの『地下室の手記』の記録者は、２×２＝４は『鼻はな持ちならない代物である』と言っていた。２×２＝４は秩序の世界なんだ。２×２＝４の式には、誰だれの意志も介在し得ない。自然に導き出される解答に他ほかならない。だから、『地下室の手記』の記録者は『二二が五だって、ときには、なかなか愛すべきものではないだろうか』と言った。そこに意志がある。自然法則に反しようとする捻ひねくれた感情だがね」

「意味分かんないこと言ってると死なすよ」

　あまりあが怒ど鳴なる。

「答えはナインだよ」

「は？　答えはないの？」

「違う。ナインだ」

　一にのまえは言って、ギリと奥歯を噛かみしめた。



　＊＊＊



「いや、ちょっと待って」

　宗そう助すけは一瞬前の「Ⅴ」と「Ⅵ」とを思い返す。

　九いちじくという少女は、これはクイズだと言った。そうなのだろうと宗助も思う。

　人の生死が関かかわっているのに、クイズだなんてあまりにも不謹慎に過ぎるが、しかし、この理り不ふ尽じんな現状と、あの一二三ワルツという少女の口ぶりからしても、これはクイズなのだ。命をかけたデス・ゲーム。

　頭をガリガリとかく。

「どうした？」

　少女は扉の上の時計を睨にらんでいる。

　宗助もそちらに目を向けた。「02:37」と表示されている。時間がない。

「一瞬、閃ひらめいたんだ。ローマ数字の『Ⅴ』と『Ⅵ』を組み合わせると……確かに『Ⅺ』になる」

「どういうことだ？」

「ナイフを貸して、説明する」

　宗助は右手を前に突き出す。

　少女は咎とがめるような表情を浮かべていたが、ナイフを空中で半回転させ、刃のほうをパシリと掴つかむと、ナイフの柄を宗助に差し出した。

　宗助はナイフを手に取り、床にしゃがみ込む。そして、絨じゆう毯たんに思い切りナイフを突き立てた。

「いい？　これが『Ⅴ』だ」

　そう言いながら、「Ⅴ」と刻きざむ。続いて「Ⅵ」。

「ポイントはこの『Ⅵ』なんだ。これを今、君がナイフを回転させたように反対にする。『Ｖ字』の頂点を繋つなげると『Ⅺ』になる。五に六をたすと九だ。どう？」

　宗助には自信があった。「Ⅴ」を二つ用いて「Ⅹ」にしたわけだ。

　ローマ数字は「Ｌ」を「五十」、「Ｃ」を「百」、「Ｄ」を「五百」など、日常では使い勝手の悪い表記のされ方をする。

　しかし、「Ⅰ」や「Ⅴ」、「Ⅹ」までは、時計の文字盤や、小説やゲーム、漫画の続編を表すのにしばしば使用されている。

「なるほど……」

　そのように肯定の言葉を呟つぶやきながらも、何な故ぜか少女は煮え切らない表情を浮かべる。

「時間がないよ。これで正解じゃないのかな？」

「いや、クイズとしてはなかなか面白い解答だ……。だが、今一つ、このクイズの解答に向いていないようにも思う。一二三ワルツらしくないというか……」

「どうして？」

「ここが不ぶ格かつ好こうだ」

　少女は小さな指を伸ばしてそれを指摘する。

「『Ⅹ』が縦に伸びている分、『Ⅰ』が短い」

　確かに、「Ⅰ」は元々、「Ⅵ」のパーツなのだから、同じ大きさの「Ⅴ」と合わせて作った「Ⅹ」の半分しかない。その結果、アルファベットでいうところの大文字と、小文字の組み合わせのようになってしまっているので、かなり不格好だ。

　しかし、その程度なら問題はないようにも思うのだが……。

「それに簡単過ぎる」

　自分で出した解答ではないくせに、少女は簡単などと言う。

「でも、間違ってない……だろ？　説明できてる！」

　宗そう助すけはムキになって言った。心の中をぐるぐると渦うず巻まく焦しよう燥そう感かんのせいでもあった。頭の中が沸ふつ騰とうしそうだった。

「早く！　時間がないんだ！　何してんだ！」

　少女は宗助が絨じゆう毯たんを切り裂いて説明した「Ⅴ」と「Ⅵ」と歪いびつな形の「Ⅺ」を睨にらんでいる。少女が所持していたナイフの切っ先のように鋭い視線で。

「アルファベット……、ファイブ……シックス……」

　そして、

「なるほど」

　そう呟いた。とても不機嫌そうに。

「ナイフを返せ」

　少女は奪うように宗助からナイフを取り戻す。ナイフは生いけ贄にえの血を欲するようにギラリと光を反射した。

　少女は、そのままトコトコと靴を鳴らしてもう一つの扉へ向かった。

「ねぇ、ちょっと、待ってよ」

　宗助は慌てて立ち上がり、少女を追う。

　少女は躊躇とまどうことなくドアノブに手をかけた。そのままカチャリと回す。

　宗助の身体からだ中じゆうからドッと汗が溢あふれた。

「待って！　答えが分かったの？　僕ぼくにも教えてよ。もし、不正解だったら、どうするんだ？　大おお谷たにさんの命がかかってるんだぞ？」

　思わず声を荒げていた。

　すると、少女はサッと振り向いた。銀色の三つ編みと黒いリボンが素早く跳ねる。少女は射抜くような目で宗そう助すけを見た。

「それは私も同じだ」

　そして視線を扉の上方へ向けた。そこに、監視カメラか何かがあるかのように。あるいは、宗助に見分けられないだけで、本当にあるのかもしれない。

「おい、一二三ワルツ。どうせ、ここの様子を見て、ゲラゲラ笑っているのだろう？　クイズの解答だ」

　言って少女はナイフを振り上げた。ホラー映画に登場する殺人鬼のように。

　そして、扉に向かって突き立てる。

　ガリガリ、ガリガリという音が響いた。

　宗助は呆ぼう然ぜんと見ているだけだった。

「これが『五たす六は九』の証明だ」

　扉にはアルファベットで「ＮＩＮＥ」と書かれていた。

　直線が十一本で構成されている。

「五に六をたすと十一だ。十一本の直線でアルファベットのＮＩＮＥを構成した。九ナインだ。どうだ、正解だろう？」

　ガチャンと音がして、扉が開いた。

　背後で、ドサリという音もしたので、振り返ると、大おお谷たに紗さ奈なが床に倒れていた。

　入ってきた扉の上に設置されていたデジタルの時計は「00:09」と表示されて止まっている。



    

  









    
      


死ボタン

　　-Sudden Death  Syndrome-



　楽しいことを知らないわけじゃない。

　嬉うれしいと感じないわけじゃない。

　でも、それらよりもほんの少しだけ、悲しいことや、悔しいことや、苦しいことのほうが多い気がする。

　そう思うのは自分だけなのだろうか？　毎日、生きるだけで色々なものが奪い取られていくように感じているのは自分だけなのだろうか？　それを奪い返したいと思うのは？　そう思うのは、自分が他ほかの人たちよりも劣っているからだろうか？

　自分は失敗作なのかもしれない、浅ましい、そうも思うのだ。

　自分以外のすべての人間が、上う手まくやれているように思える。どうして自分だけが上手くやれないのだろう。みんな、できていることなのに。

　両親が、政治家が、教師が、友人が、テレビの中のコメンテーターが、くたびれた顔のサラリーマンが、建設現場の作業員が、バカなフリをするタレントが、グラビア・アイドルが、アナーキーを歌うパンクスが、小さくて惨めな自分に、もっと自信を持ちなさいと囁く。君ならできると言う。勇気を持てと強要する。もっと前向きに考えてみろと、おざなりな言葉を吐く。定型文でも読んでいるように。

　そして結局のところ、このあまりに広大で出口のない密室の世界で、一つずつそれらを失っていく感覚だけが残る。

　だから……。



「よし、次に行くぞ」

　と、九いちじくという少女は言うと、ひょいと大おお谷たに紗さ奈なを肩に担ぎ上げた。

　手伝おうとしたが、宗そう助すけよりもよほど力持ちのようだった。

　自分の非力さを嘆く前に、少女の怪力に目を疑った。

「どうした、急げ」

　少女が平然とした声で言う。肩に担がれた大谷紗奈はぐったりしたままだ。

「あ、うん、いや、あの、えっと」

「本当にはっきりしない奴やつだな。イライラする!!」

「手を貸そうかと思ったんだけど……」

「いらん」

「…………み、みたいだね。驚いた。君は、すごい力持ちなんだな」

　少女は気短そうな顔で宗そう助すけを見み遣やったが、プイと顔をそむけ開いたままの扉を進んだ。

　宗助もすぐに続く。

　扉を出る一瞬前、拷ごう問もん器具を振り返った。

　慈愛の笑みを浮かべた直立する棺かん桶おけの女性は、マリア様に見えた。だから、あの腕うでに抱かれさえすれば、その先には、本当は救いが待っていたのではないだろうか、そう考えてみた。頭を振って、その思い付きを排除する。

　宗助は少女を追った。

　扉の向こうは、代わり映えのしない光景が広がっている。暗い廊下に、等とう間かん隔かくで点ともる照明。まっすぐ、どこまでも、どこまでも暗い。

「ねぇ、君は一二三ワルツという人を知っているの？」

　足早に進む少女に並んで、宗助は訊たずねる。

「あぁ」

　少女は冷たく答えた。少女の肩には大おお谷たに紗さ奈なが担がれているが、大谷紗奈のほうが少女よりも大きいので、ズルズルと足を引ひき摺ずっている。大谷紗奈は女性にしては大柄なほうか。一六〇センチはある。宗助とあまり変わらない。宗助が少し小さいとも言える。

　足だけでも持ってあげようかと思ったが、それも何だか変だ。

「……その人は、どうして、その……こんなゲームを？」

　宗助が見た映画では、たとえば、その動機は「自じ堕だ落らくに生きる者への罰」だったり、あるいは「金持ちの道楽」だったり、「人間心理の実験」だったりした。

　金持ちの道楽という動機は、人間という生き物の根底をさらけ出すような感じがして恐ろしい。人はそんなふうに残酷になれる生き物なのだ……。

　人間心理の実験というのも、やはり恐怖に値する。自分が隠している、誰だれにも知られたくない感情が暴露されていくのだ。一枚、一枚、薄い皮を剥はぐように。それは何とも形容しがたいもの……。

　自堕落に生きる者への罰……これは自分の場合はどうなのだろう？

　自堕落というほど、踏み外した生活はしていない。

　踏み外すこと、それ自体が既すでに怖いのだ。できるだけ群ぐん衆しゆうに紛れていたい。その他ほか大勢で構わない。一番上に上りつめたい願望はない。ただ、一番下になりたくない。

　そんな生き方をしてきた。そんなふうに生き延びてきたのだ。

　このゲームの主催者は、一体、どんな動機でゲームを行っているのだろうか？

　そう思った。知ったからどうということもないが、純粋な疑問だった。

　すると少女は、苦虫を噛かみ潰つぶしたような、というありきたりの表現が、これでもかというほどマッチする顔で答えた。

「私への嫌がらせだ」

「君への、嫌がらせ……？」

　意味が分からなかった。九いちじくという少女への嫌がらせというだけで、こんな大がかりな仕掛けが用意されたというのか？　人の命がかかっているのに……。

「意味が分からない」

　宗そう助すけは思わず立ち止まっていた。

　少女も足を止めて振り返る。

「君への嫌がらせ？　何だよ、それ……。そもそも、君は何者なんだ？」

「名めい刺しを切らしている」

　妙な答え方を少女はする。

「私は、九いちじく探たん偵てい事じ務む所しよというところの所長だ」

「探偵？」

　予想もしなかった答えが返ってきた。

　こんな少女が探偵？

「人間の世界ではな」

「は？」

　少女はそこで、大きく息を吐き出す。

「どうせ、言ってもお前は信じないだろうが」

　と、そこでひと呼吸置き、

「私は悪魔なんだ」

　少女の言葉に宗助は拍子抜けした。要するに、少女は、やはりただの少女だ。いや、ただの、というよりは、少し電波系の。悪魔などという設定も、なるほど「ごっこ遊び」のようなものか……。

「昔観みた映画で『ディアボロス』って映画があるんだけど、あそこに出てくる悪魔は弁護士事務所を経営してたよ。本当は有罪の人間を無罪にすることで、人間たちを堕落させるっていうのが悪魔の目的なんだって」

「そんな奴やつもいるかもな」

　心底つまらなそうに少女は言った。

「君が探偵だとして、つまり、君は、僕ぼくらを助けに来たの？　僕の両親とかが捜索願を出してる、とか？」

　小バカにした調子で喋しやべっていることに、宗助自身途中で気付いた。

「どう解釈しようと別に問題はない」

　少女は無ぶ愛あい想そうな表情で言う。

「ちょっと待って。謝るよ。少し、何て言うか、その、不ふ真面目まじめだった。僕はちゃんと答えが知りたい。自分がどうしてこんなところにいるのか、君が誰だれなのか。君は――」

　言いかけたところで、

「ん、んん……」

　少女の肩に担がれていた大おお谷たに紗さ奈なが、目を覚ました。



　当然、大谷紗奈はパニックを起こしかけた。

　宗そう助すけは、大谷紗奈を宥なだめることに尽じん力りよくした。

　少女は「めんどい」と呟つぶやいて、あろうことか、大谷紗奈をもう一度眠らせようと拳こぶしを振り上げたが、宗助が何とかそれを止めた。

　代わりに宗助が殴られることになった。理り不ふ尽じんだ。

　宗助は大谷紗奈に包み隠さずすべてを説明したが、この状況は、客観的に考えれば非常に滑こつ稽けいだな、とも思った。焦りや不安が宗助の大部分を支配しているが、同時に、どこか脳の中枢部分が麻ま痺ひしているような感じもした。醒さめている。冷めている？

　大谷紗奈のように反応するのが人間として一番正しいように思った。

　では、自分は何なのだろう……？

「つまり、これって『ＣＵＢＥ』とか『ＳＡＷ』みたいな、頭のおかしな奴やつが仕掛けたゲームってこと？　あたしたちは、どっか、知らない場所に閉じ込められてる？」

　大谷紗奈は顔面を蒼そう白はくにして言った。オレンジ色の照明の弱々しい光でもそれが分かる。乱れていた前まえ髪がみは一度、ピンが外され、それからきちんと整えられていた。そこだけがきっちりしているので、逆に変だ。

「そうみたい」

　言ってから、今のはジョークのつもりじゃなかった、と思ったが、大谷紗奈は気付いていないようだったので、宗助は何も言わないでおいた。

「あ、あたしの、さっきの、場所でも、もしかしたら、死んでたかもしれないの？」

　宗助は少しだけ言葉に詰まったが、頷うなずいた。

「答えを間違えるか、制限時間を過ぎていたら……」

　思えば、宗助の解答は間違っていたのだ。もう少しで大谷紗奈を殺すところだった……。

　ドロリとした水分の少ない汗がまた、こめかみを通り過ぎる。

「これからも、そんな、ゲーム？　それが、あるの？」

「……たぶん」

　宗助は慎重に答えた。

「ヤダ。あたし、ヤダ！」

　大谷紗奈は、幼い子供が愚ぐ図ずるように主張した。「ヤダ、ヤダ」と繰り返して、その場にしゃがんでしまった。

　しかし、もっともな反応ではあった。当たり前だ。自分も死ぬかもしれない。その恐怖に耐えられるのか？　誰だれかを殺すかもしれない。そのことに責任を持てるのか？　命を、こんなふうにゲームで弄もてあそんでいいのだろうか？

　その資格を有する人間などいるはずがない。それはまさに悪魔の所業としか言いようがない。あるいは、神の、か。

　だが、ゲームに参加しないことには、ここから出ることも叶かなわないだろう。嫌だと言って座り込んでいても、最悪、餓死するだけだ……。

　と、

「大おお谷たに紗さ奈な、と言ったな」

　少女が口を開く。

　大谷紗奈は困こん惑わくした表情のまま、黒ずくめの少女を見上げた。目は涙で潤んでいる。まつ毛が濡ぬれて束になって尖とがっていた。

　少女のほうは凛りん然ぜんたる態度を保っていた。黒いワンピース、黒いニーソックス、エナメル素材の黒くて丸い靴が光沢を放っている。髪かみの毛は美しい銀色で、肌はだは透けるように白い。

「私は九いちじくという」

　言って、少女は黒いワンピースのスカートをたたむようにして、膝ひざを折った。

「イチジク……」

　大谷紗奈は少女の名前をただ繰り返しただけだった。一文字で九くだから、「一いち字じ、九く」なんだよ、と教えてあげようかと思ったが、宗そう助すけは黙ったままでいた。

「お前に二つの選択肢をやろう」

　二つの選択肢……まるでゲームのようだ。

　少女は大昔のパンクロッカーがするように手の甲を向けた状態で人差し指と中指を立てた。そして鷹おう揚ように口を開く。

「自分の意志で私たちと同行するか、気を失わされて運ばれるか、どっちがいい？」

　いずれにせよ、大谷紗奈をここに置き去りにすることはできない。宗助たちは先に進まなければならなかった。進まないことにはここから出ることは叶わない。

「どちらでも好きなほうを選べ。ただし、選択肢はこの二つのうちのどちらかだ」

　鷹揚どころか、実際には脅きよう迫はくだった。少女のゆったりした口調が、逆に、それを強調しているようにさえ思えた。

「何、それ……」

　大谷紗奈は、喘あえぐように言った。それは官能的な喘ぎにも似ていたし、息を引き取る一瞬前のようでもあった。今にも言葉の形体がドロドロに崩れ、意味を喪失し、まったく別のものになってしまうのではないか、そんな声だった。

「一二三ワルツのゲームをクリアしないと、いずれにせよ、ここで朽ち果てる。お前も私も。お前だって、ここで座り込んだまま、飲まず食わずで平気なわけではなかろう？」

　少女の抑よく揚ようのなさは大おお谷たに紗さ奈なのそれとはかなりのギャップがある。まるで、違う言語で会話をしているように宗そう助すけには見えた。

　少女は伝えるだけ伝え、大谷紗奈の答えを聞かないうちに立ち上がる。銀色の三つ編みと黒いリボンが振り子のように揺れた。

　大谷紗奈は唇くちびるを痙けい攣れんさせるように動かした。

「ねぇ、金かね田だ君、おかしいと思わないの？　こんなの変でしょ？　何もしてないのに、し、死ぬかもしれないって、そんなの……」

　似たような言葉が繰り返されるだけだった。

「金田君は納得してるの？」

「僕ぼくは……」

　よく分からなかった。納得などというものも、この場ではもはや意味をなさない言葉としか思えなかった。

　だが、大谷紗奈はあくまで理論立ててこの状況を納得させろと要求する。

　しかし、そんなことは不可能だ。

　宗助にとって、それは自分が何な故ぜこの世に生を受けたのか、それを説明しろと言われているようなものだった。そんなこと分かるわけがないじゃないか。

　きっと、運が悪かっただけだ。

　この場にいることも、生まれてきたことも……。

　納得もしていないし、説明もできない。できるわけがない。宗助自身誰だれかに教えてほしいくらいだ。

　ここにいる理由も教えてほしいし、どうして生まれてこなければならなかったのかも教えてほしい。生きることなんて、苦しいだけなのに……。

「おい、金田宗助」

　不意に九いちじくという少女がナイフのような鋭えい利りな声で宗助を呼んだ。

　宗助はグルグルと迷子と化していた思考を遮しや断だんし、大谷紗奈に向けていた視線を少女に戻す。

　少女は、蜂はち蜜みつ飴あめのような瞳ひとみを尖とがらせて宗助を睨にらんでいた。

「な、何？」

　宗助はどもりながら訊たずねる。

　少女は、ただ、睨んでいるばかりだった。

　大谷紗奈は口を挟まず、宗助と少女との間に重い沈黙が下りた。ピリピリとする嫌な沈黙だった。宗助はそれに耐えられず、謝罪の言葉を口にした。

「……分からないけど、ごめん」

「何な故ぜ、謝る？」

「いや……」

　また宗そう助すけは言いよどむ。

「お前のその卑ひ屈くつな目と、すぐに謝るその癖くせが気に食わんな」

　目、などと言われてもどうしようもないじゃないか。それは生まれ付きなんだ。

「違うな」

　まるで、宗助の心の中を読んだような迅じん速そくさで、少女は断言した。

「いいか」

　グイと心臓を突き刺すように、人差し指で左胸を押された。宗助は一瞬、よろめく。

「私はお前のその態度が気に入らない」

　そう言ってから、次に大おお谷たに紗さ奈なを見下ろした。

「どうやら時間切れだ。お前の意志を確認している暇ひまはなくなった。もう、次のステージらしい」

　少女はサッとオーケストラの指揮者のような優ゆう雅がな仕草で、闇やみの先を示した。

　そこには、いつの間にか扉があった。

　まただ、と宗助は思う。

　扉はやはり、宗助が目覚めた部屋や、大谷紗奈がいた部屋と同じ造りだった。趣しゆ向こうを凝らした細さい工くはないが、重厚な飴あめ色いろの扉が、行く手を遮さえぎるように立ちはだかっている。

　先ほどまで、そこはただの闇だったはずなのに。それとも、光の加減で見えなかっただけなのだろうか。

　この暗さと、内装の単調さのせいで、前も後ろもよく分からなくなっていた。今までまっすぐ歩いてきたつもりだが、実は少しずつ湾曲していた可能性もあるし、足元も少しずつ上っていたり、下っていたりしたのかもしれない。それすらも分からなくなっていた。

　少女はクルッとエナメルの丸い靴を回転させ、扉のほうへ進んで行った。

「待って！」

　宗助は咄とつ嗟さに叫んだ。

　少女が不機嫌そうな目を返す。

「だ、だって、さっきも扉を開けたら――」

　言いながら一度、大谷紗奈に目を向ける。それからまた少女を見み遣やり、続けた。

「時限装置が作動したじゃないか」

「お前と、そのやりとりを何度繰り返せば満足する？」

　少女の言う通り、結局は進むしか選択はない。それでもやはり、躊躇とまどう気持ちはどうしようもないし、覚悟もその都度必要だと思う。

「……だって……」

「いちいちうるっさい奴やつだ。どうせ、一つずつ扉を開けないと進めないんだ！　阿あ呆ほうか、お前は。私は早くこの陰気くさい城から出て行って、イチゴのデコレーション・ケーキをたらふく食いたいんだ。乳脂肪たっぷりの、もふっとした生クリームで、これでもかというくらい甘ったるいやつだ。ホールごと食ってやる」

　ふと、

「あ、あたし、キャラメル持ってる……」

　大おお谷たに紗さ奈なが言った。自分でも場違いだと思ったのだろう、笑顔が引きつっていた。自分を鼓舞するために笑ってみたのかもしれない。

　宗そう助すけは少女を見み遣やった。

　と、少女はだらり、とヨダレを垂らしている。まるでエイリアンのようだ……。

「あ、あの……」

　少女は口元を拭ぬぐい、

「うむ。お前は使える奴だ」

　もっともらしい口調で、そんなことを言った。

　何か途と轍てつもないほどの理り不ふ尽じんさを覚える……。

　少女は包み紙を解ほどいて口にキャラメルを放ほうりこんだ。その一瞬にだけ表情が緩ゆるむ。

「お前たちも食っとけ。糖分は脳にいい」

　大谷紗奈のものなのに、まるで自分のもののように三つ食べ、残りを一つずつ大谷紗奈と宗助とで食べた。計五つ。「必要定てい数すうは五人」という言葉を、宗助はぼんやり思い出しながら甘いキャラメルを奥歯で噛かみしめた。甘さが口の中に広がるのと同時に、少女は予告もなく、扉を開いていた。

「「あ」」

　宗助と大谷紗奈は、同時に呟つぶやいた。

　口を開くときにキャラメルがくちゃっと音を立てた。



　また恐ろしい拷ごう問もん器具が待ち構えているかもしれない、そう思ったが、開き切った扉の向こう――つまり部屋の中は、予想とはまったく違っていた。

　中央に五つのイスが置かれていた。ぐるりと円を描かくように内向きに。

　イスはホテルのレストランにでもありそうなデザインで、背もたれと腰掛けの部分に綺き麗れいな模様の布が貼られている。ただし部屋の中は薄暗く、その模様の美しさが映えることはなかった。

　宗助は素早く扉を抜け、上方に目をやる。前回同様のデジタル式の時計があるかもしれないと思ったのだが、そこには何もなかった。壁紙が続いているだけだ。

　どういうことか分からなかった。

　五つのイスがあるだけ？

　それは、宗そう助すけに「必要定てい数すうは五人」という言葉を再び想起させた。

　一二三ワルツはこの言葉を覚えておけと言った。重要なはずだ。何かに五人が必要なのだ。

　その何かが、このイスなのか？

　ここに座る五人が必要なのだろうか？

　今、自分たちは三人いる。九いちじくという少女と、大おお谷たに紗さ奈なと、宗助自身と。

　キャラメルの甘さがまだ口の中に残っていた。それが妙に不快だった。

「扉が四つある」

　不意に、少女が言った。

　宗助は改めて四方に目をやる。

　確かに、宗助たちが入ってきた扉と合わせて、四つの扉が存在した。この城は本当にどんな構造をしているのだろう。まっすぐ進んできただけなのに、ここで三つに分岐するなんて……。

「どこに進めばいいの？」

　大谷紗奈が不安そうに言った。

　どれかの扉はハズレで、それを開いた途端、ドカン、なんて古いお笑い番組みたいな展開もあり得るのだ。しかも本当に命がかかっている以上、笑えない。

「どの扉にもさっきみたいな時間表示はないな」

　少女も時間は気にしていた様子だ。

　宗助は、裸足はだしで泥の中に踏み込んだような感覚に陥っていた。足の指の隙すき間まをにゅるりと泥が通り抜ける生々しい感覚だ。

　このぬかるみから、永遠に出られないように思えた。

　チラリと五脚のイスを見み遣やる。

　そこで宗助は気付いた。

「……このボタン、何かな？」

　五脚すべてのイスの上に、手の中に収まるサイズの押しボタンが置いてあった。ボタンからはコードが伸び、それがイスの下へと続いている。

　宗助はこわごわイスの下を見遣った。両りよう膝ひざを床につけ、更に両手もついて、覗のぞきこむ。

　座席の下には黒い箱が取り付けられていた。そこにコードが繋つながっている。それだけではない。箱からは更にもう二本のコードが伸び、隣のイスと繋がっている。箱を経由して、五脚のイスはすべて繋がっていると考えられた。

「触らないほうがいいよ……」

　宗助が顔を上げると、大谷紗奈の白いハイソックスが目に入った。それから太もも。

　わざとではなかったが、後ろめたく思い、勢いよく身体からだを起こす。

　大おお谷たに紗さ奈なは胸の前で強く拳こぶしを握りしめていた。ピンからひと束、前まえ髪がみが零こぼれていた。

「ボイスレコーダーを捜さがせ。どこかにあるはずだ」

　黒ずくめの少女が命令口調で言う。

　そして、そう言ったのとほとんど同じタイミングでカチャリと扉が開かれた。

　扉、そう、宗そう助すけたちが入ってきた扉とは別の残りの三つのうちの一つが開いたのだ。

「「「あ」」」

　瞬間的に無秩序な呟つぶやきがかぶさる。

　宗助から見て右方面の扉を開けて現れたのは、一人の女性だった。

　前髪は眉まゆを隠すところで揃そろえられ、全体を内巻きのショートボブでまとめている。グレーとブラックという大人しめの配色のワンピース・スタイルだが、スカート部分や胸元の布地がふんわりしたフェミニン仕様になっていた。鮮やかな青いタイツを穿はいている。

　彼女は、まず困こん惑わくの表情を浮かべた。人がいると想定していなかったのか。

　しかし、宗助を視界の中に収めると、表情が僅わずかに変わった。より困惑を深めたようでもあり、一方で安あん堵どしたようにも見える。

　彼女は、

「ソースケ？」

　独特のかすれた声でそう言った。

　そのハスキーな声には聞き覚えがあった。

「……みね、くら、せん、ぱい？」

　宗助は小さな声で途切れ途切れに言った。

　そうだ、彼女は峰みね倉くら舞まい華かだ。二つ上の先輩で、そして宗助も少しの間――とは体育祭の間（宗助は単に体育祭実行委員の一人だった）だけ所属していた生徒会の副会長だった。去年、卒業し、今は大学生ではなかったか。

「知り合いか？」

　宗助の隣で九いちじくという黒ずくめの少女が言った。

「あ、うん。まぁ……」

　宗助が一年生のとき、生徒会室で、一度だけ二人きりになったことがあった。

　峰倉舞華は美人で有名だった。とても整った顔立ちをしている。そのような顔だと、キツイ印象があるものだが、目の光が優しくて、それを和らげている。

　性格もサバサバしたところがあり、異性、同性ともに好かれていた。

　それまで、宗助は峰倉舞華とも事務的な話しかしたことはなかった。相手は上級生だったし、特に話したい話題もなかった。綺き麗れいな人だなとは思ったが、付き合いたいという願望はなかった。

　積極的に話したがる同級生もいたし、峰みね倉くら舞まい華かと同じ場所にいられるだけで羨うらやましがられたりもした。だったら、お前らが体育祭実行委員になればいい、と宗そう助すけは内心で呟つぶやいたが、誰だれもそれを申し出たりはしなかった。ただ、峰倉舞華との僅わずかな接点を羨ましがるだけで。

　その日、宗助は偶然、峰倉舞華と二人きりになった。みんな自分のノルマを達成し、生徒会室からひきあげていった。宗助はプリントをまとめていたのではなかったか。

　峰倉舞華は、そのとき、

「手伝ってあげよっか？」

　と、言ってくれた。自分の分は終わったらしかった。

「あ、いえ、すいません。すぐに終わりますから」

　宗助はそう答えた。

「でも、どうせ、アタシ最後まで残んないといけないし。ほら、生徒会室閉めないと」

　そう言ってタグのついたカギをプラプラ振って見せた峰倉舞華は、宗助の分担も手伝ってくれた。

　慣れない相手との会話は、むしろ宗助にとっては苦痛だった。話題がなくて困った。

　峰倉舞華は宗助のそういう部分も理解してくれたのか、好きな音楽や、好きな小説や、好きな映画、そんな話題を振ってくれた。

　宗助はナイン・インチ・ネイルズが好きだと答えた。

「へぇ、洋楽聴くんだ」

　峰倉舞華はそう言った。

「知ってるんですか？」

　宗助の友人でナイン・インチ・ネイルズなんて聴いている人間はいなかった。

「アタシ、『ハート』が好き」

「僕ぼくもです」

　宗助も言った。「HURT」、「心」じゃなくて、「傷付ける」。

　好きな小説は「すいません、小説全然、読まないんです」と答え、好きな映画は、少し迷ってから「『スタンド・バイ・ミー』です」と答えた。

「なかなかよい、チョイスだねぇ。グッド・チョイス」

　最後のは『アイ・アム・サム』のショーン・ペンのモノマネだったのだろうと思ったけど、宗助は言わないでおいた。似ていなかったし。

　そして、何の脈絡もないタイミングで、峰倉舞華は言った。手元のプリントに目をやったまま。

「アタシはさ、この一枚のアルバムさえ持ってれば、あとは全部捨ててもいいやってくらい最高の一枚のアルバムを捜さがしてんだよね。この小説を読んだら、もう後は全部読まなくてもいいような一冊、この映画を観みたら、もう残りは全部見逃してもいいってくらいの一本。でも、なかなか出会えない。それっぽいのはあるんだけどねぇ」

　宗そう助すけは不ふ思し議ぎな思いでその言葉を聞いていた。

「それぞれ一つずつ、最高の物があれば、それでいいのにね」

　峰みね倉くら舞まい華かはそう言った。

　宗助はそのとき、何と答えたのだったろう。無難に「そうですね」と、答えたような気もする。それとも、

「でも、自分の気持ちを全部代弁してくれるような作品は、絶対にないですよ」

　そう、本心を伝えただろうか。覚えていない。

　大おお谷たに紗さ奈なと峰倉舞華はいくつかの言葉のやりとりを繰り返していた。大谷紗奈も峰倉舞華と面識があるようだ。美術部の関係で生徒会に出入りしていたのかもしれない。

　ただし、二人のやりとりは宗助たちが今までしてきたものと大差なかった。

「アタシは、よく分かんないけど、ベッドの中で目覚めたの」

　峰倉舞華の目覚めた状況は宗助の場合と同じだった。拷ごう問もん器具の中で目が覚めた大谷紗奈に比べればずっとマシだ。

「でも、全然記憶にない場所だし、すごく不安で、部屋から出て誰だれかいないか呼んだけど、返事もなくて。とにかくずっと、誰かいないか呼びながら歩いてきたら、ここに……」

　そういうことらしかった。

「携帯電話か何か持ってませんか？」

　宗助は峰倉舞華に向かって問う。

「その遠慮がちな喋しやべり方、相変わらずだね」

　峰倉舞華は小さく寂しげに笑ってから、首を横に振った。

「アタシも捜さがしたけど、どこにもなかった。連絡取りようにも携帯ないからアウト。でも、テーブルにコレがあったよ」

　そう言って、峰倉舞華はレコーダーを取り出した。

　しかし、それは宗助や大谷紗奈の元にあった小型のボイスレコーダーではなく、少し古いタイプのレコーダーだった。中にテープをセットする必要がある。

「鳴らせ」

　少女が命令口調で告げた。

「でも、中にカセットテープが入ってないんだ」

　峰倉舞華は首を振って言った。

「カセットテープ？」

「そ。これはテープなしのテープレコーダー。だから、何も鳴らないし、録とれない」

　それから、峰倉舞華は少女に瞳ひとみを定める。

「可愛いカッコだね。ゴスロリってやつでしょ？」

　この場でその会話は緊迫感を欠いていたが、峰みね倉くら舞まい華かはあえてそのような話題を口にしたのかもしれない。少女は特に答えなかった。

「アタシは峰倉舞華。よろしくね」

「九いちじくだ」

　少女は短く名乗る。

「無花果いちじく？　果物くだものの？　珍しい名前だね」

「漢字、一文字で九くだからだ。一いち字じ、九く」

　少女は面倒臭そうに言う。銀色の三つ編みと黒いリボンが大きく揺り返している。

　しかし、その僅わずかな自己紹介の場も、すぐに終結した。

　キィイイイイイイイという蝶ちよう番つがいの悲鳴が、断末魔の叫びのように響いたからだ。残る二つの扉の一つが、ゆっくりと押し開けられていく。

　扉は四〇センチほど開いたところで止まった。そして、そこから、ぬ、と顔が覗のぞいた。男だった。中の様子を注意深く窺うかがっている。そして、宗そう助すけたちを発見した。

「……あんたら、誰だれ？」

　男は言った。言ってから、扉を全開にして部屋の中に入ってきた。短めの髪かみを逆立たせている。一見するとフォーマルな格好だが、黒のジャケットには、直径一センチほどの缶バッジがたくさんついていた。

　宗助は一度、イスを見み遣やり、そうして思った。

　ああ、これで五人だ。

　必要定てい数すう五人。



「俺おれは慈じ恩おん忠ただ志しだ」と、男は名乗った。

　慈恩忠志も見知らぬ部屋のベッドで目覚めたらしい。

　ということは、拷ごう問もん器具の中で目を覚ましたのは、大おお谷たに紗さ奈なだけだったことになる。

　それを自覚したのか、大谷紗奈は改めて顔面を蒼そう白はくにしていた。両手で自分の肩を抱きしめている。

　慈恩忠志も目覚めてすぐ携帯電話を捜さがしたらしい。だが、どこにも見当たらなかったという。しかし、代わりにこれを見付けた、とみんなに示した。

　ジャラジャラと音をさせて袋を持ち上げる。

　タータンチェック柄の小さな手提げだった。

「何だ、それは？」

　九いちじくという少女が威圧的な態度で問う。

「君、可愛いね」

　などと言って、慈じ恩おん忠ただ志しは少女を上から下までとっくりと見つめた。

　そして、次の瞬間には場が凍りつくこととなった。

「それは何かと訊きいている」

　少女は言いながら、ナイフを慈恩忠志の首に突き付けていた。その動作は、どこにも無駄がなく、目にもとまらぬ速さとはこのことだ、と、宗そう助すけは思った。

　少女と慈恩忠志との距離は、三メートルはあったはずだ。それが一瞬で埋まった。少女の幼い手に収まっている鋭いナイフは、チェシャ猫ねこのように嗤わらっている……。

　誰だれも何も口を挟めなかった。

　慈恩忠志も一瞬息をのんで――宗助には慈恩忠志の咽の喉ど仏ぼとけがぎこちなく動くのが見えた、言った。

「ジョ、ジョークだって。これは、名札とテープだ」

　慈恩忠志は賞金のかかったクイズ番組の解答者のような慎重な答え方をした。

「名札とテープ？」

　少女はナイフを下ろして、慈恩忠志が手にしていた手提げを引っ手繰る。カシャカシャと音がした。

　少女は手提げの中身を床にぶちまける。

　更にカシャンカシャンと音がする。

　確かに、それらはプラスチック製の名札だった。

「金かね田だ宗助」、「大おお谷たに紗さ奈な」、「峰みね倉くら舞まい華か」、「慈恩忠志」、「九いちじく」とフルネームで彫ってある。

「九いちじく」だけが、本当に一文字だった。

　何かの芸名のようなものなのかもしれない、と、宗助は思った。

　そして、もう一つ、小さなカセットテープが転がっていた。今どき珍しいものだ。チップではない。磁気を帯びさせた黒いヒモを巻き取る、あのカセットテープだ。

　九いちじくという少女はまずそのテープを拾い上げた。

　そして、それを峰倉舞華に向かって乱暴な仕草で放った。

　少女の所作はいちいち雑で、見ている側は冷や冷やする。

　峰倉舞華も放ほうり投げられると予期していなかったようで、受け取り損ね、テープは絨じゆう毯たんの上に小さな音を立てて落ちた。一度、跳ね、大谷紗奈の足元に留まる。

　それを大谷紗奈は怯おびえた目で見つめている。

　拾い上げるという発想は、彼女には欠落しているように見えた。

　宗助は「ごめん」と言って、大谷紗奈の足元のテープを拾い上げた。

　Ａ面、Ｂ面と確認し、すぐに峰倉舞華に差し出した。

「こっちがＡ面です。帯の方を上にしてください」

「ありがと」

　その顔は少しだけ笑ったように見えたが、それは宗そう助すけの気のせいだったようにも思う。彼女はあれから最高の一枚、最高の一冊、最高の一本に出会えたのだろうか、そんな場違いなことを一瞬だけ思った。

　峰みね倉くら舞まい華かはカセットテープを受け取ると、テープレコーダーにセットした。カチャンとフタをしめる音がする。

「いい？」

「早くしろ」

　峰倉舞華の問いに、少女は素早く攻撃的に答えた。

　峰倉舞華は少しだけ肩を竦すくめて、それから再生ボタンを押した。

　宗助は身構える。

　サーという無音が流れ、

『はぁーい。あたし、一二三ワルツ。今、あなたの後ろにいるの』

　都市伝説をパロディにした、ふざけた導入だったが、慈じ恩おん忠ただ志しは一瞬、後ろを振り返っていた。胸につけているいくつもの缶バッジがカチャンと音を立てた。

『この音声を聞いてるってことは変なことはせずに、着実に前進してるってことよね？　「もういや、進みたくない！」なんつって、駄々こねて脱落した子なんて、いないわよね？』

　くすくすと笑う一二三ワルツの声の背後では、場違いなほど軽快な円舞曲ワルツが流れている。

『そんなはずないわよね。そしたらゲームにならないし、これからが楽しいんだもの。全員揃そろってないと意味ないし』

「ごたくはいい！　早く説明しろ！」

　少女はまた怒ど鳴なる。もしかして、レコーダーの仕組みを理解していないのだろうか？

　そしてまた少女が怒鳴っているのが聞こえているかのように、

『いっちじっくちゃーん。どう、大丈夫ぅ？　これから、あんたの真価が問われるんだから、しっかりリーダーシップ発揮しないとダメよ？』

「コロス」

　テープレコーダーの声は、ケラケラと甲高い声で笑っている。

『んじゃ、ルールを説明すっから。よぉーく、聞いてなさいな。まず名札を着用しなさい。お互い、名前は知っておいたほうがいいでしょうし』

　声に従い、名札を拾い上げる。

　宗助もネルシャツの左胸のポケットに名札をつけた。

　しかし、九いちじくという少女だけが腕うでを組んで仁王立ちのまま動こうとしない。

　宗助は「九いちじく」と書かれた名札も拾って、少女に差し出す。

「ここは、その……、言う通りにしておいたほうがいいよ」

　チッと少女は舌打ちをして、安全ピンで胸に名札をつけた。

　テープレコーダーは、十分に時間を置いてから、

『みんな、つけたぁ？　自己紹介も済ましたでしょ？　そういう前提で進めるからね。さて、もう分かってっと思うけど、イスが見えるでしょ？　あそこに座ってもらうから』

　宗そう助すけをはじめ、その場の五人全員が五脚のイスに目を向ける。

『今から十秒以内に全員、イスに座りなさい。さもなきゃ、全員お陀だ仏ぶつ。じゅー、きゅー』

　一二三ワルツが適当なカウントダウンを始める。

「え、何？」

　峰みね倉くら舞まい華かは目をぱちくりと瞬またたかせた。

　慈じ恩おん忠ただ志しもわけが分からない、という顔をしている。

「座って！　早く！」

　宗助は二人の背中を無遠慮に押すようにしてから、座席の上にあるボタンを手に取って真っ先にイスに腰掛けた。一二三ワルツのカウントは続いていた。

「早く言う通りにして！　早く座らないとダメなんだ！」

　他ほかの全員も宗助と同じよう慌ててイスに腰掛ける。五人とも、イスに座り円を描かいて向き合う形となった。

『――さーん、にー、いーち……。みんな座ったみたいね。素敵なチームワークよ。期待してるわ』

　宗助はホッと息を吐つく。しかし、次の瞬間には、せっかく吐き出した息を、もう一度吸い込み、そのまま呼吸が止まってしまいそうになる。

『さて、今、みんなが座ったイスには爆弾が仕掛けられてまーす』

　口の中に苦いものが広がる。じゅわ、と汗が溢あふれた。

　今、何と言った？

『でも安心していいわ。爆弾は立ち上がりさえしなければ爆発しないから。いい？　これから説明するゲームのルールは非常にシンプルよ。そしてルールを守りさえすればあなたたちは助かるってわけ』

「おい、何なんだよ！　わけ分かんねぇよ！　座ればいいんじゃねえのかよ？」

　慈恩忠志が叫んだ。

　宗助も同意見だ。わけが分からない。

「黙れ！　聞こえんだろ！」

　九いちじくという少女も甲高い声で叫ぶ。アクション映画のワンシーンで、教会にある綺き麗れいなステンドグラスが派手に割れるような、そんな声だった。

『動どう揺ようが広がっているのがよく分かるわ。でも、みんな仲良くね。これは、そういうゲームだから』

　レコーダーを持っているのは峰みね倉くら舞まい華かだった。みんながそちらを睨にらむように見ている。峰倉舞華自身は、まるで、レコーダーこそがダイナマイトか何かのように持っていた。

『そ。これはみんなで仲良くしましょ、ってゲームなのよ。いい？　よく聞いてね。あんたたちは今、爆弾の仕掛けられたイスに座っている。それは立ち上がりさえしなければ爆発しないの。あたしが合図してから九分間、座り続けていれば、全員、ゲームクリア！　ね？　すっごく簡単なゲームでしょ？』

　意味が分からなかった。立ち上がらなければ九分後に助かる。なら、誰だれも立ち上がらないに決まっている。ゲームでも何でもない。

　今まで止まっていたようにも思える息を宗そう助すけは再び吐き出す。

　が、またも、そこで妙なことに気付いてしまった。

「このボタンは……？」

　みんなも手の中や膝ひざの上のボタンに目を向けていた。

　宗助が呟つぶやいた瞬間を狙ねらい定めたように、一二三ワルツの説明は続いた。

『おっと、なかなか聡さとい子が中にいるんじゃない？　誰も気付いてないとかないわよね？　ボ・タ・ン。見えてるでしょ？　そのボタンが何かと言うと、それを押すと、爆弾が解除されるの』

「……かいじょ」

　大おお谷たに紗さ奈なが難しい単語を口にするようにして言った。

　理解しているのかどうか、宗助の目では判断がつかないが、今にもボタンを押してしまいそうに見えた。

『あっと、説明は最後まで聞いてね。もし、ボタンを押すにしても』

　ビクリと大谷紗奈は身体からだを反応させた。

『ボタンを押すと爆弾は解除されるけど、ボタンを押して爆弾を解除できるのは早い者勝ちで二人だけなの』

　宗助は自身の手の中にあるボタンを見つめた。助かるのは二人だけ？　座り続けていれば全員助かるんじゃなかったのか？

『全員がいっせいのーせ、で押してもダメよ。コンマ数秒の時間差で上位二名しか助からないから。さて、説明を続けるわ』

　一二三ワルツは愉ゆ快かいそうに言った。

『パターン１、五人の中の誰か一人がボタンを押した場合。ボタンを押した一人が座っているイスの爆弾は解除されてるから、立ち上がってもノー・プロブレム。ただし、助かるのはその一人だけ。どーゆーことかってぇと、九分後にボタンを押してない四人のイスはドカンってなっちゃう』

　血の気が引いた。円舞曲ワルツがやけに遠い……。

『パターン２、五人の中の二人以上が押した場合。さっきも言ったように、早い者勝ちで二人までしか助からない仕組みだから、全員が押しても上位二名だけが助かり、残りの三人は九分後にドカン』

　一二三ワルツは吹き出すのをこらえるように言う。

『ドカンっていうのは具体的に説明すると、こんな感じ』

　パチン、と、指を鳴らす音がした。

　そして、

　ドカンッ！

「うお」「キャッ」

　それぞれの悲鳴。驚き。身をかがめる。思わずイスから転げ落ちそうになるのを宗そう助すけは必死にこらえた。イスをぎゅっと掴つかむ。

　まだ誰だれも開いていなかった扉が吹っ飛んだ。一枚板がバラバラになる。破片が飛び散った。

　イスに仕掛けられている爆弾が爆発すれば、あんなふうに……。

　腕うでや脚あしがあんなふうにバラバラに……。

「何なの……」

　峰みね倉くら舞まい華かが呟つぶやいた。

『でも、大丈夫。難しく考えることなんて何一つないのよ？　だって、ボタンを押さなければ、九分後に全員、助かるんだもの。じゃ、健闘を祈るわ』

　そう告げた瞬間、

　カチャン。

　部屋の照明が落ちた。



    

  
    
      


伍許されざる者

　　-Out of control-



　部屋の中には円舞曲ワルツが流れていた。

「あまり状況は芳しくないな」

　黒ずくめの男――一にのまえはスクリーンを見て、ため息をつく。

　スクリーンに映し出される映像は、明度は落ちたものの何も見えなくなったわけではない。特殊なカメラで撮影されているのか。

　キラキラと輝くシャンデリアによって、室内は余すところなく照らされているのだが、どうしてだか薄暗い。中央に二つのソファーがある。

　そのソファーの一つに、一にのまえは腰掛けている。ソファーの肘ひじ掛かけからは、奇妙なことに金属製の「手」が生えている。それが一にのまえの腕うでを捕らえて離さず、結果、一にのまえは立ち上がることができない。ソファー自体、まるで、絨じゆう毯たんの中に固定されているかのようで、どんなに揺さぶろうとも微動だにしない。

「よくできてるルールだと思わない？」

　言って一二三ワルツはポテトチップスを口に運んだ。パリ、ポリと乾いた音がする。

「何がよ！」

　一にのまえの隣であまりあがヒステリックに叫んだ。

「ただ、九分何もしなければいいんでしょ？　らくしょーだっつーの！」

「あのおバカさんに説明してあげたらぁ？」

　一二三ワルツはくつくつと笑って、一にのまえの膝ひざの上に座った。だらん、と背中を預け「食べる？」と、ポテトチップスの一枚を差し出す。すっぽりとかぶっているフードの両端にある角とも耳ともつかない突とつ起きがプランと揺れた。

　一にのまえは曖あい昧まいに首を振った。

「ポテトチップスは、ジョージ・クラムというシェフがアメリカのレストランで作り出したものが起源とされている。ある客がポテトのフライが厚すぎると文句を言った。要するにただのクレーマーなんだが、ジョージはその客に普通ではありえないくらい薄くスライスしたポテトのフライを差し出した。嫌がらせとしてね。どうだ、お前の言う通り薄くしてやったぞって。しかし、この薄切りポテトのフライはとても美お味いしかったんだ。当てつけのつもりが逆に喜ばれてしまい、それならばとメニューに加えた」

　一二三ワルツは「ふーん」と言って、差し出した一枚を自分の口に持っていく。

　うがぁああああ、と、あまりあは怒声を上げている。腕を固定されているので、脚あしをバタバタとさせているのだが、宙を蹴けるだけで、何かが変わるわけでもない。

「あまりあ、あのゲームは本当にマズいんだよ」

　一にのまえはいつになく真剣な口調で言った。

「何が？」

　あまりあは犬歯を剥むき出しにして、がるるる、と唸うなる。

「この条件下では、誰だれがボタンを押してもおかしくないんだ」

　憐あわれむような調子で、一にのまえは言った。ソファーの背もたれにべったりと背中を預け、頭を反らせる。黒くろ髪かみがパラパラと散った。

「どーしてよ？　九分間、何もしなければ全員助かるんでしょ？」

　あまりあが訝いぶかしげな顔を作って身を乗り出す。ガチャンと拘こう束そく具ぐの音が響いた。

　もしも、彼女のソファーにも爆弾が仕掛けられていたとしたら、とうに爆発していただろう。

「何もしなければ全員助かるのに、だ」

　一にのまえは諦てい観かんを込めて呟つぶやいた。

「だが、何もしなければ全員が助かるという条件よりも、誰かがボタンを押したら自分は助からない、人間はそう考えてしまうんだよ。五人中の二人しか助からない、という考え方をする。すると、五分の三の確率で自分は助からなくなってしまう」

「だから、何もしなければ助かるんでしょ！」

　あまりあは繰り返したが、

「誰も裏切らないと信じられればね。でも、どーかしらねぇ？」

　一にのまえの膝ひざの上から一二三ワルツは、あまりあを見み遣やって口を挟んだ。心底楽しそうに。

「人間っていうのは愚かで救いようのない生き物なのよ。どうやって自分だけが助かろうとするかを真っ先に考える」

「これは、ゲームと言うよりはある種の『実験』だな。これからあそこで起きることは、殺し合いのようなものだ。そして、九いちじく自身は何もできない……」

「そゆこと」

　一二三ワルツは首肯する。また、フードの突とつ起きが揺れた。

「何よそれッ！」

「たとえ九いちじくがどれだけ『みんなお互いを信じ合いましょう』なんて言っても、まぁ、言ってるあいつの姿がそもそも想像できんが、まぁ、言ったとしてだ、そんなの関係なく、疑心暗鬼に陥れば、誰かがボタンを押す」

「自分だけ助かるためにね」

　一二三ワルツは一にのまえの膝の上で身体からだを丸めて笑った。その振動で一にのまえの腕うでを固定する「手」がカチャカチャと音を立てた。

「一人でもボタンを押せば、九いちじくの負けだ」

「あんた、何とかしなさいよ！」

　あまりあはキンキンと声を裏返らせて叫んだ。

「無茶を言うなよ。僕ぼくにはどうしようもないだろ？　君と同じように何もできないんだ」

「それでも何とかするのが、使い魔の役目でしょ！」

　一にのまえは、ふむ、と頷うなずく。トントンとドクロの指輪をした人差し指で肘ひじ掛かけを叩たたいた。少しだけの沈黙。一にのまえは眉まゆ根ねを寄せた。

「一つだけ彼らに共通点がある」

　一二三ワルツが一にのまえの瞳ひとみを見つめている。

　あまりあは慌ただしく促した。

「何、どんな？」

「どうしてだかは、僕にも分からないが、みんなトランプの柄の名前になってる」

「は？」

「部屋が暗くなる前、全員の名札を見た。それで気付いたんだ。大おお谷たに紗さ奈なは『大谷』を『ダイヤ』と読むことができる。峰みね倉くら舞まい華かは名字の最後の『倉』と、名前の最初の一字『舞』を合わせると『クラブ』と読める。慈じ恩おん忠ただ志しはすごい名前だね。慈しみ、恵みを意味する慈恩か。髪かみを赤く染めれば色々、三倍になりそうだ。それはともかく、すべての漢字に『心』が入っている。『ハート』だ」

「金かね田だ宗そう助すけは？」

「少しだけ捻ひねってるね。たとえば、『鴉からす』という漢字がある。あれはカラスが『ガァ』と鳴く鳥だから『ガァ』を漢字の『牙きば』にして組み合わせた字なんだ。『蚊』は『ブーン』と音を立てる虫だから『蚊』。『取』という漢字は、昔、敵を殺してその『左耳』を切り取ったことから来た字で、『又』は手を意味する」

「だから何？」

「組み合わせだよ。金田の『金』と、宗助の『助』とを組み合わせると『鋤すき』という漢字になる。英語にすると『SPADE』、トランプの『スペード』と同音異義語だ」

「で？」

「いや、それだけなんだ。だから、意味が分からない。偶然、とも思えないんだがな。何か意味があるのかな？　いずれにせよ、『９』のカードはどの柄でもあまり強くないな」



　＊＊＊



「おい、何だよ」「イヤッ！」「誰だれも立っちゃダメだ！」「ちょっと、何これ」

　視界を失った瞬間、ほとんど一斉にみんなが叫んだ。不安と恐怖を内包した叫びは、部屋の中を絶望で満たす。誰だれが何を言っているのか分からない。

　宗そう助すけは、「誰も立っちゃダメだ！」と叫んだきり、強く目を閉じ、右の手にボタンを握ったまま耳を押さえていた。そうしていたところで叫び声が遮しや断だんできるわけでもないのに。

「黙れッ！」

　意味をくみ取れない叫び声の中、ひと際鋭い声が室内を切り裂いた。

　それが九いちじくという少女のものであろうことは、宗助でなくとも分かっただろう。

　不ふ思し議ぎなことに、そのひと声で、場は一瞬にして静まった。

　宗助は恐る恐る耳から手を離す。まぶたを開けても、そこは暗くら闇やみのままだ。

　名札なんか意味ないじゃないか、宗助は首の付け根に鈍い凝りのような痛みを覚えながらそう思った。

『カチ、カチ、カチ……』

　テープレコーダーからだろうか、ときを刻きざむ音が静かに降り積もっていく。

「この音……秒針？」

　独特のハスキーボイス、峰みね倉くら舞まい華かのものだった。

「峰倉先輩」

　宗助は峰倉舞華を呼んだ。

「テープレコーダーは持ってるんですか？」

「お、落としちゃった。大丈夫、かな？」

　峰倉舞華の声が震えているのが分かった。

「この音……、テ、テープレコーダーからだと思うんで、壊れてはないと思います。この部屋に時計は……たぶん、なかった、はず、です」

　宗助は左ひだり腕うでにある意味をなさないブカブカの腕時計を軽く振った。

　この闇の中では時計に意味はない。時間を示すものは、唯一、あのレコーダーから聞こえる秒針の音だけなのか……。

「何だっつーんだよ、これは。ふざけんなよ！　おい、何だよ！　明かりをつけろよ！」

　この声は慈じ恩おん忠ただ志しのものだろう。怯おびえと怒りと焦り、それらがない交ぜになった荒い声だった。

　宗助はカチ、カチ、という秒針の音らしきものにできるだけ意識を集中させる。まるで古い映画の時限爆弾みたいだ。焦しよう燥そう感かんを煽あおるだけで、実際に、時間は分からないが、その瞬間から、宗助は時間を数え始めた。

　と、

「おい、貴様ら」

　九いちじくという少女の声が再び響いた。それは宗助のすぐ左側のほうから聞こえた。

「誰もボタンを押していないだろうな？」

　その問いに対して、誰だれもすぐには答えなかった。クラスの中で学期はじめに委員を選出する際のあの重苦しい空気と少しだけ似ている。

　誰か立候補してくれないかな、と思いながら顔を伏せる、あの感じ。自分では責任を負いたくない。面倒だからだ。同時に誰かの「推薦」という名の「ゲーム」にも怯おびえる……。

　カチ、カチ、カチ、ときを刻きざむ針が進んでいく。

「アタシは、押してないよ」

　峰みね倉くら舞まい華かが最初に言った。

「ぼ、僕ぼくも、押してない」

　宗そう助すけも便乗する形で答える。

「俺おれだって押してねぇよ」

　慈じ恩おん忠ただ志しも言った。

　そして部屋の中はカチ、カチ、という不安をあおる音だけになる。時間の流れが妙に粘ついて感じられる。サラサラと流れる小川ではなく、ドロドロの汚濁の中のよう。

「大おお谷たに紗さ奈な」

　少女が彼女の名前を呼んだ。

「返事をしろ。お前……まさか、押していないだろうな」

　強い声に大谷紗奈はどもる。

「あ、ぁ、あたし……」

「押してないだろうなッ!!」

「押してない。押してない……怒ど鳴ならないで」

　少女の一いつ喝かつで、大谷紗奈は怯えたように答える。

「ボタンは絶対に押すなよ」

　少女は念を押す。

「お前こそ、押すんじゃねぇぞ」

　慈恩忠志が言った。慈恩忠志は、宗助の正面辺りに座ったようだ。

　明かりのついているうちは、誰がどこに座ったのかをちゃんと確認しなかった。だから、今は声だけが頼りだ。仕草が見えない。見えない……。

　つまり、誰かがボタンを押していたとしても見えない。

「九分、何もしなければこのゲームはクリアだ」

　少女が言って、宗助は自分が秒数を途中からではあるがカウントしていることを控えめに告げた。

「今は、少なくとも、一分は、経過してるはず……。照明が消えてから少しの間騒いでて、数えていない時間もあるから……たぶん、二分くらいだと思う……思います」

「あと、七分。すぐじゃない」

　ハスキーな声がする。峰みね倉くら舞まい華かは宗そう助すけのすぐ右側にいる。

　その通りだ。七分なんてあっという間だ。

　しかし、峰倉舞華のひと言きりで場がくぐもった秒針の音だけになると、宗助の中を急速に不安が充満していった。

　カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ、カチ……。

　時限爆弾のカウントダウンのようだ。

　九分、何もしなければ全員助かる。全員助かる、全員助かる。宗助は自分に言い聞かせる。でも、誰だれかがボタンを押していたら？　そうしたら、この秒針は本当に時限爆弾のカウントダウンになるのではないか？

　カチリ、最後に響いたその瞬間に自分が死ぬ？　爆薬の量は？　恐らく一つのイスで一人が死ぬ適量に調節されているのだろう。だからこそ、一人ずつのイスに座らせられたのだ。

　自分が死ぬ？　身体からだが吹き飛んで。さっき、扉が爆発したみたいに。

　あの拷ごう問もん器具だって、本物だった。あの鋼こう鉄てつの針のついた蓋ふたが閉じれば大おお谷たに紗さ奈なは死んでいた。

　爆弾だって、イスに仕掛けられているだろう。

　死ぬとは何だ？　今思考しているこの意識の消滅……。上う手まく想像ができなかった。

　しかし、心臓がドクドクと血液を送り出す速度が速まる。身体からだ中じゆうが熱くなり、立ち上がりそうになった。ダメだ。立ち上がっても爆発する。死ぬのは怖い。死にたくない。

　ボタンを押せば、自分だけは絶対に助かるのか？　この暗くら闇やみの中ならボタンを押しても誰にも見られることはない。他ほかの人間は死んでしまうというのなら、自分が卑ひ怯きような行為に出たことも知られずにすむ。誰も宗助を糾弾しないだろう。それに、この状況下では仕方がないではないか。誰でも我が身かわいさのあまり……。

　いや、この思考こそ、一二三ワルツとかいう犯人の思うつぼなのだ。ダメだ。何もしなければ助かる。誰もボタンを押さない。そう信じないといけない。誰もボタンを押さない。九分すれば助かる。

　宗助は自分に強く言い聞かせた。

　でも、もしも、誰かが既すでにボタンを押していたら……。一人でも押していたら、全員助かることはなくなる。自分も上位二名に入らなければ……と、思考はループする。胃が縮まる思いだった。吐きそうだ。そのうちに、何秒かを数え損ねていた。

「ねぇ、今、四分くらい？　半分？」

　峰倉舞華が怯おびえたように言った。顔は見えないが声から不安が伝わる。

「そ、それくらいです」

　宗助は現実を見み据すえようと努力する。ボタンを押してはならない。残り五分ほど何もしなければいい。しかし、宗そう助すけの目の前は、まぶたを開いていようと閉じていようと闇やみばかりだった。何も見えない。

　脳裏に浮かぶのはどす黒い血だまりだった。その血だまりは……。

　汗が滝のように流れる。咽の喉どが渇いていた。宗助は、ネルシャツの袖そでをまくり上げる。

　そのとき、カチと音がした。

「おい、誰だれだ？　今、誰かボタン押しただろッ！　おい！」

　慈じ恩おん忠ただ志しが叫んだ。

「ち、違います」

　宗助は慌てて弁解する。

「僕ぼくが……、暑かったから、その、シャツの袖をまくっただけで、そ、そのとき、ボタンが、ボタンって……つまり、シャツのほうの袖を留めるボタンが、ひ、引っ掛かった音だと、思います」

　宗助は頭に熱が溜たまっているのを感じる。自分でもしっかり話せているのか分からない。

「ホントかよ？　証明できんのかよ？　あぁ？」

　慈恩忠志はむちゃくちゃなことを言う。

「証明って……そんなの……、できないですけど」

　この暗くら闇やみで証明も何もできるはずがなかった。

「何も見えねぇのに信じられるわけねぇだろ？　お前、押したんじゃないのか？　一人でも押したら、全員、助かるわけじゃなくなるんだろ？　おい！　俺おれは死にたくないんだよ！」

　宗助はシャツをまくり上げたことを後悔した。こんな些さ細さいなことで。

「アンタが自分で押して、それの言い訳してるんじゃないの？」

　不意に右側から声がする。

「アンタのつけてる缶バッジだって、カチャカチャうるさかったじゃない！　その音だって、アタシは思ったけど、でもアンタが押したのかも」

　峰みね倉くら舞まい華かだった。宗助の味方をしてくれているようだ。

　まだ、誰もボタンを押していない、はずだ。押すことも、やはり恐ろしいのだ。ただ、このままでは、誰かが押しかねない。

「ふざけんなよッ！　押すわけねぇだろ！」

　慈恩忠志が叫ぶと、カチ、とまた音がした。

　宗助もビクリとする。誰だ？

　慈恩忠志がまた、過剰に反応した。

「おい、誰だ？　おいッ！　誰が押した？　押したのか？」

「ち、ちが、違います。あたし、ボタン、お、落として……」

　大おお谷たに紗さ奈なだった。声が震えている。

「落としたぁ？　落とした瞬間に、ボタンが下にぶつかって押されたらどうすんだよ！」

「そんな、あたし、別に……」

　今にも泣き出しそうな声だった。いや、あるいはもう泣いているのかもしれない。ズズと鼻はなをすする音がした。

　言い争いと泣き声。

　宗そう助すけの中で嫌な記憶ばかりが蘇よみがえってくる。みんなそうだ。こうやって自分の意見ばかり押し通そうとする。すべてを決め付けて、その通りだ、と肯定しないと文句を言う。

　宗助はいつも、その通りだ、と肯定してきた。そこに宗助の意志はない。

　そう望まれていたから、その通り実行したまでだ。

　誰だれの前でもいい顔をして、その実、自分を持たない。けれど、そうしなければ生きてこられなかった。処世術だ。仕方ない……。

「ストップだ」

　そこで、九いちじくという少女が言った。

　宗助は少女の凛りんとした声を聞いて「鶴つるのひと声」という言葉を思い出す。

　実際、少女のひと言でその場は再び静かになった。

　ただ、テープから流れる秒針の音ばかりが冷たく響き渡るだけだ。



「耳の穴かっぽじいてよく聞けよ、愚民ども」

　少女はそう言って話し始めた。甲高い声は、繊せん細さいなガラス細ざい工くを思わせる。

「私の名は九いちじくという。私は探たん偵ていをしている。九いちじく探偵事じ務む所しよの所長だ」

「探偵？」

　と、慈じ恩おん忠ただ志しがそこで口を挟んだ。

「お前が？　小学生かと思ったっつーの」

「黙ってろ。殺すぞ」

「あぁ？　てめぇ、口のきき方に気を付けろよ。俺おれがボタン押したら、てめぇ、死ぬぞ、コラ」

「貴様こそ、口のきき方に細心の注意を払え。バカ者め。お前たちはこの暗くら闇やみの中で何も見えていないようだが、私からはすべて見えている」

　意味不明のことを少女は言う。

　こんな一つも光源のないところで何が見えるというのか。

「お前こそバカか？」

　慈恩忠志はすかさずそう言った。

　慈恩忠志でなくとも、そう思う。少なくとも宗助は。

　すると少女はおもむろに実況を始めた。

「慈じ恩おん忠ただ志し、お前は、今、左手にボタンを持っている。お、今、親指を持ち上げたな。股またを開いて身体からだを前に傾かせている。と、今、言われて背筋を伸ばした」

　慈恩忠志は何も言わなかった。当たったのか？　宗そう助すけには何も見えない。

「金かね田だ宗助」

　宗助は名前を呼ばれて思わず「はい」と、返事をしてしまった。

「お前は右手にボタンを持っている。まくった袖そでは左ひだり腕うでだけ。肩に力が入り過ぎだ。肩を下ろせ」

　確かに、宗助は右手にボタンを持ち、まくったのはシャツの左腕だけだった。

　肩に力が入っているのもその通りで、比ひ喩ゆではなく肩の力を抜くと、スッと首の後ろが楽になった。

「峰みね倉くら舞まい華か、お前も右手にボタンを持ち、左手で何度も髪かみを弄いじっている。まぁ、癖くせなのだろう。今、私に指摘されて手を止めた。ハッ、試しているのか？　今、ボタンを左手に持ち替えた」

　峰倉舞華も何も答えなかった。やはり宗助には何も見えない。

「大おお谷たに紗さ奈な、お前は本当にボタンを落としたな。拾おうとするなよ。お前も身体に力が入り過ぎだ。今は両手ともスカートを握りしめている。めくれているぞ。明かりがついたら恥をかく。直しておくことだな。くれぐれも立ち上がるなよ」

　少女は何も見えない闇やみの中でそれぞれの状況を言い当てていった。他ほかの人のことは分からないが、宗助の場合は当たっていた。誰だれも言い返さないところを見ると、恐らく全員当たっているのだろうと思われる。

「どうして分かったの？　何で、見えてるの？」

　宗助は訊たずねたが、少女はそれにはちゃんと答えてくれなかった。宗助の脳の片隅で少し前のやりとりが再生される。少女は、自分は悪魔だと言った。でも、まさか……。

「この場で説明しても無用の混乱を招くだけだ。いいか、お前ら、脳みそをフル稼働させて理解しろ。さっき、説明されたゲームのルールは、恐らく嘘うそだ」

　少女はキッパリと言い切った。確信的な物言いだった。一定量の気体の体積は、圧力に反比例し、絶対温度に比例する、ボイル・シャルルの法則がそうであるように。

「え？　嘘って、どういうこと？　意味分かんない」

　峰倉舞華が素早く反応する。

「一二三ワルツという奴やつを私は知っている」

「知ってるってどういうこと？」

「そんなことはどうでもいい」

「よくないよ。一二三ワルツって人を調べてたとか、そういうこと？　何か事件とか、人捜さがしとか？　探たん偵ていなんでしょ？　そういう……、調査？」

「……まぁ、そんなところだ」

　峰みね倉くら舞まい華かの問いに、投げやりに少女は答え、そして続けた。

「一二三ワルツという奴やつは、言ってみればある種の愉ゆ快かい犯はんのような奴だ」

「愉快犯？」

　これは慈じ恩おん忠ただ志しだった。

「騒ぎを起こして人々の反応を楽しむってこと、だよね？」

　宗そう助すけが確認すると、

「まさにそれだ」

「頭おかしいんじゃないの」

　峰倉舞華が吐き捨てる。

「あいつは、恐らく、私たちをこの状況に追い込んで楽しんでる。私たちの反応を見て。さっき、扉が爆発しただろ？　あのときのお前らの驚いた顔も大笑いして見ていたに違いない。そして、あいつは絶対に誰だれかがボタンを押すと踏んでいる。この状況でなら、誰が押したっておかしくない。この中で、既すでに押してしまいそうな誘惑にかられた者もいるだろう」

　嘲あざけるように少女は言い、それから強く言い添えた。

「だが、まだ誰もボタンを押していない」

「ど……どうして、断言できる、の？」

　大おお谷たに紗さ奈なが途切れ途切れに訊たずねた。鼻はなをズズとすする音がする。

「一二三ワルツの提示したルールが、まったくの嘘うそだからだ」

　少女はそう言った。

「嘘って、それ、よく分からないよ。何言ってるの？」

　宗助も堪たまらず言った。

「あいつは愉快犯だと言ったろ。あいつは、人間が愚かしい行動に出るのを上から眺めてるんだ。金かね田だ宗助、大谷紗奈、お前らはもう分かっているだろ？」

　宗助の脳裏に再びあの拷ごう問もん器具が浮かび上がる。大谷紗奈は、一歩間違えれば死んでいたのだ。今、大谷紗奈の表情は見て取れない。恐らく、恐怖で引きつっていることだろう。

「何？　何があったの？」

　峰倉舞華が声をいつも以上にからせて問う。

「大谷紗奈は、拷問器具の中で目を覚ました。仕掛けがあってな、そこで出されたクイズに私と金田宗助が答えられていなければ今いま頃ごろは死んでいたんだ」

　息苦しいほどの沈黙が下りる。

　少女は続けた。

「一二三ワルツは私たちの反応を見て楽しんでいる。今、この瞬間も、お前たちにとっては暗くら闇やみだが、あいつは全部見ている」

「僕ぼくたちの反応って？」

　宗そう助すけが更に質問を重ねる。

「お前らのバカみたいな罵ののしり合いと、裏切り行為だ。この状況下で、お前らの中の誰だれかは、ボタンを押す。はっきり言おう、お前らの中の誰かは、自分を優先し、ボタンを必ず押す。九分間、何もしなければ全員助かるという前提を無視して。何な故ぜなら、他ほかの人間を信用できないからだ」

　少女は、鋭えい利りな刃物で傷口を広げるようにザックリと言った。

「そして、そいつは、こう思うだろう。この状況に追い込まれれば誰でもそうすると。都合のいいことに、自分が誰よりも早くボタンを押せば、残された人間は爆死する。自分の行為を知る人間は、いや、知る前にそいつは消えていなくなってくれるわけだ」

　宗助は自分が考えていたことを言い当てられ、ゾクリとした。

「さっき扉が吹っ飛んだのを見て分かったと思うが、一二三ワルツはイスに確実に爆弾を仕掛けている。これは間違いない。そして、誰かが自分本位にボタンを押す。これも十中八九間違いない。それが一二三ワルツのゲームだ。絶対に誰かがボタンを押す。だが」

　少女はそこで少し間をおいた。そして告げる。

「同時にまだ、誰もボタンを押していない」

「だから、どうして、そこまで断言できるの？」

　峰みね倉くら舞まい華かが訊たずねる。当然の疑問だった。

　もしも、誰か一人でもボタンを押していたとしたら、自分も押さないと死んでしまう。最初に押す勇気はない。全員助かるのが一番だ。だが、誰かが全員助かるルールを無視したのなら、自分もボタンを押す。二番目にならなければ……。

　でも、誰かが押したかどうかなんて見えないのだから分からない。

　頭の中がぐちゃぐちゃだ。宗助も峰倉舞華と同じように、どうして、少女がそんなふうに断言できるのか、と疑問に思った。その冷静さも、宗助には真ま似ねできない。

　そして少女は答えた。

「ボタンを押した者こそ死ぬからだ」

「お、おい、ま、待てよ。は、話が違うぞ。ボタンを押したら助かるんだろ？」

　慈じ恩おん忠ただ志しが焦った口調で言う。まさか、押したんじゃないだろうか……。

　宗助は自身のボタンを少し強めに握る。

　それに対して、

「裏切り者には死を」

　少女は驚くほどに冷たい声を放つ。

「この状況を、ゲームではなく、疑心暗鬼を誘発する一種の実験だと考えてみろ。イスには爆弾が仕掛けられているらしい。座った時点で起爆装置が作動。ただし、条件として立ち上がらなければ爆発はしない。その上、九分経たてば自動的に解除される。ならば何もしなければいい。だが、ここで、上位二名だけに特権が与あたえられるというボタンを渡される。さて、人間はどんな反応を見せるのか？」

　少女は感情を逆なでするような言い方で問いかける。

「……ボタンを……押してしまう」

　宗そう助すけはポツリと言った。重たい空から最初の一滴の雨が落ちるように。アスファルトに黒いシミができる。少女が先ほど言っていたことを繰り返しただけだが、その時点でボタンを押すことの意味が反転している……。

「そうだ。誰だれがボタンを押してもおかしくない。お前たちだって助かりたいだろ？　死にたくはないはずだ。この場に自殺志願者はいないようだしな。しかしだ」

　少女は一いつ拍ぱく間をおいた。

　全員が息をのんで次の言葉を待つ。少女があけた数秒が、数分に感じられた。宗助の額ひたいをぬる、と汗が通り過ぎていく。

「ボタンを押せば助かる、それは本当か？」

「どう、いう、意味……？」

　大おお谷たに紗さ奈なが言った。寒さに凍えたような震えた声をしている。

「実は、現時点で爆弾は起動していないとしたら？」

「はぁ？」

　慈じ恩おん忠ただ志しが語尾を妙な具合に持ち上げる。思わず出てしまったのだろう。慈恩忠志自身、咳せき払ばらいをしている。

　少女は続けた。

「言っただろ。これを一つの実験と捉とらえてみる。疑心暗鬼に陥った人間の反応を見る実験だ。爆弾の仕掛けられたイス。信頼しあえれば全員助かるが、誰かが一人でも裏切ると途端に条件が変わる。助かるのは二人までになる。でも、ここで冷静になって、よく考えてみろ。本当に爆弾は今、起動しているのか？」

　慈恩忠志は答えなかった。

「確かめようがないんだよ。確かめるには立ち上がるしかない。お前、立ち上がってみるか？」

　やはり慈恩忠志は答えなかった。もちろん、立ち上がるような雰ふん囲い気きでもない。何も音がしなかった。少女には慈恩忠志の表情が見えているのだろうか？

「賢明だ。つまり、そういうことだ。爆弾は現時点で機能していない可能性がある。だがしかし、そこで、ボタンを押してしまったら？」

　少女の言葉に全員聞き入っていた。

「このボタンは、私たちには爆弾の解除ボタンと説明されているが、それは本当か？　いいや、むしろ逆じゃないのか？」

　逆、と宗そう助すけは心の中で呟つぶやく。

　もう、秒数をカウントすることを忘れていた。

「分かりやすく言ってやろう。全員助かるルールの中で、自分だけが助かろうとボタンを押す。すると、この場合、爆弾の起爆装置を作動させてしまうんだよ。助かるどころか、な。ボタンを押したらどうなるか？　ドカン、爆死だ。さっきの扉みたいにバラバラに吹っ飛ぶ」

　宗助はごくりと苦い唾だ液えきを飲み下した。

「一二三ワルツの性格からすれば、そこまでしてもおかしくない。分かったか、バカ野郎ども。ボタンは絶対に押すなよ、助かりたかったらな。死にたいなら別に止めない。勝手に吹っ飛べ」

「ど、どうしてそこまで分かんだよ」

　慈じ恩おん忠ただ志しが最後のダメ押しのように言った。

　それに対して、少女は、強い意志を感じさせる口調で答えた。

「私が九いちじく探たん偵てい事じ務む所しよの所長で、名探偵だからだ」

　何だかめちゃくちゃなその回答も、何な故ぜだかこの場では信じるに足る名言に思えた。

　少女の演説が終わるのと、照明が再び点つくのとは、ほとんど同時だった。



　眩まぶしさに目が眩くらむ。眼がん球きゆうの裏側から圧迫されるような痛みを覚えた。

　カチリ。

　テープレコーダーの中で刻きざまれ続けたときが止まる。

　峰みね倉くら舞まい華かが言ったように、テープレコーダーは絨じゆう毯たんの上に落ちていた。

　そこから声がする。

『――と、ターイム・アップ。どうかしら？　誰だれか死んじゃった？　みんな生きてるの？　ま、これを聞いてるってことは生きてるってことかな。ざーんねん』

　ケラケラと一二三ワルツという少女が笑っている。

『もちろん、九いちじくは生きてるわよね？』

　その場の全員が九いちじくという少女に目を向けた。

　誰かの死を悼むような黒衣、対照的な白い肌はだ、銀色の髪かみ。それらのどこにも動どう揺ようの色はない。

　少女はイスの上で腕うでと脚あしを組んでいた。黒くて丸い靴の先をぷらぷらさせている。

「ふん」

　と、鼻はなを鳴らすと、組んでいた脚あしを戻し、イスから立ち上がる。

　爆発は――しなかった。

『次にどこに進めばいいかは分かってる？　さっきぶっ飛ばした扉よ。じゃ、健闘を祈るわ。ちなみに――』

　まだテープレコーダーが再生している途中で、少女は黒くて丸い靴で、それを思い切り踏み潰つぶした。バキリとテープレコーダーは潰れた。

「お、おい、いいのかよ、最後まで聞かなくて」

　慈じ恩おん忠ただ志しが不安げに言った。額ひたいには汗が浮かんでいた。掻かき毟むしったのだろうか、髪かみは最初に見たときと違って乱れていた。

「いいんだ」

　少女は憎々しげに言い捨て、

「あっちだ」

　と、細い指で指し示す。

　扉は既すでに吹っ飛んでいて、そちらが宗そう助すけたちの進むべき道だという。バラバラの木片と、扉の向こうの暗くら闇やみ。まるで怪物が大きく口を開いているような光景だった。

「サナちゃん、大丈夫？」

　峰みね倉くら舞まい華かの声で、宗助は大おお谷たに紗さ奈なに目を向ける。

　大谷紗奈は見るからに憔しよう悴すいしていた。足元には、もう無用となったボタンが落ちている。確かに、大谷紗奈はボタンを落としたのだ。

「だ、大丈夫、です」

　少しも大丈夫そうではない。しかし、「大丈夫か？」と訊たずねられて「大丈夫じゃない」などと答えられるものなのだろうか、そんなことを宗助は思った。

　いつだって、宗助は大丈夫などと思ったことはない。それは宗助だけでなく、みんなそうなのではないだろうか。大丈夫だ、と答えるしかないのだ。

　それ以外の回答を誰だれも許してくれないじゃないか……。

　妙な方向に思考がシフトしていたので、宗助は軽くかぶりを振った。

「おい、慈恩忠志」

　少女が慈恩忠志を名指しする。

「あ？」

　慈恩忠志も疲れた様子で顔を上げる。

「お前、大谷紗奈を背せ負おってけ」

　少女が言った。

「あ？　何で、俺おれが？」

「お前、ボタン押す気満々だったろうが！」

　慈じ恩おん忠ただ志しは険しい表情をした。

　本当に押す気だったのか？

　それはもう分からない。

　宗そう助すけだって押していたかもしれない。少女の言葉がなければ、その可能性は高い。

　押さないでいられた自信はない。少女の言葉がなく、もしボタンを押していたら、自分だけが助かるどころか死んでいた？

　ドカン、と、木片が散ったように。考えるとゾッとする。

「……分かったよ」

　小こ刻きざみに何度か頷うなずいて、慈恩忠志は大おお谷たに紗さ奈なのそばに歩み寄った。

「おい、お前、ホントにダイジョブかよ？」などと言いながら。

　大谷紗奈はやはり、とてもじゃないが少しも大丈夫じゃない様子で「大丈夫です」と答えた。そして、慈恩忠志に背せ負おわれる。慈恩忠志のジャケットについている缶バッジがカチャカチャ鳴った。

「アンタ、変なとこ触ったりしてみなさい、ぶっ殺すからね」

　峰みね倉くら舞まい華かが強く言う。

「この状況でそんなこと考えねぇよ」

　慈恩忠志はそう答えた。怪しいものだ。

　宗助はそのやりとりを少し眺めてから、九いちじくという少女のそばに寄っていった。

　ごめん、何な故ぜだか最初にそう言いそうになって、自分で驚いた。

「ありがとう」

　なんとかそう言うことができて安心する。

「ゲームにクリアしないと私自身ここから出られないだけだ」

　少女は機嫌の悪そうな声でそう答えた。表情も無ぶ愛あい想そうだった。

「でも、よく分かったね。ボタンを押したら爆発するなんて。あの状況なら……その――」

　宗助は言うべきか僅わずかに逡しゆん巡じゆんする。それでも口を開いた。

「恥ずかしいけど、さっきは、僕ぼくも、本当は押してたかもしれないんだ。押しそうになってた。だから……、だから、えっと、だから、君は命の恩人だ」

　上う手まい言葉が思い付かず、命の恩人などという、そんな大仰な言葉になってしまった。言いたいことと少し違ったが、少女に感謝したい気持ちは伝わっただろう。それならそれでいいと、宗助は思った。

「ん、あぁ」

　不意に、少女は少し眠たげな調子で言った。

「あれは嘘うそだ」

「え？　あ、うん。だから、ルールが嘘だって見抜いたんでしょ？」

「違う。ボタンを押したら、たぶん、早く押した二名は助かっていただろう。イスの爆弾もちゃんと機能していたさ。扉だって吹っ飛んだんだ。イスも座ったと同時に起爆装置が作動していて、立ち上がったらドカンだったろう。一二三ワルツのルールは別に嘘うそじゃない」

「……え？」

　さっきの少女の講釈と話が違うので、宗そう助すけは混乱する。

「ハッタリだ。思いのほか、上う手まくいった。要するに九分間しのげればなんでもよかったんだ。ラッキーだったな」

　そう言って少女はポンと宗助の胸のあたりを小さな拳こぶしで軽く叩たたいた。それから颯さつ爽そうと歩き出す。

　宗助はあ然とした。

　嘘？　ハッタリ？　ラッキー？

　うっかり、その場に残り、少女が去っていくのを見送りそうになる。

「どうした、次に進むぞ？」

　少女は相変わらずの無ぶ愛あい想そう顔で振り向いて言った。



    

  
    
      


ROCK生き残るために必要なこと

　　-Pretty bullet-



「あら、ここで脱落かなって思ったんだけどなぁ」

　一にのまえの膝ひざの上で一二三ワルツが言った。大して悔しそうな様子もない。

　スクリーンの中で九いちじくを含めた五人が扉から出ていくのが見える。

　一二三ワルツは映画でも観みているように、スナック菓子を口に運ぶ。

「もう一分長ければ、君の勝ちだったかもしれない」

　一にのまえはそう答えた。

「そうね、あなたの名前と同じだけ、長くすべきだったわ」

　コロコロと一二三ワルツは笑う。屈託のない笑顔が、逆に悪意を感じさせる、そんな笑い方だった。

「残りはいくつゲームが残っているんだい？」

「あんたは敵だもの、そんなの教えてあーげない」

　一にのまえの隣のソファーに座るあまりあは、ふんがぁあああ、と口にしながら拘こう束そく具ぐを外そうとしている。一にのまえはそれを横目に、どうすべきかを考えていた。
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　薄暗い廊下は先が見えない。

　部屋を出て、随分進んだ気もするが、いまだに次の部屋にたどり着くことはできなかった。一同の足取りも鈍かった。慈じ恩おん忠ただ志しは大おお谷たに紗さ奈なを背せ負おっているし、宗そう助すけ自身、精神的に疲れていた。

　ただ、独りぼっちよりは二人のほうがよかったし、二人よりは三人、今や五人だ。特に峰みね倉くら舞まい華かの存在が、宗助にはありがたかった。

　サバサバとして豪ごう胆たんな峰倉舞華は、頼りがいがある心強い存在だった。

「部屋を出てから結構歩いたけど、ここは、一体どうなってるの？」

「私が知るか」

　峰倉舞華の問いに九いちじくという少女は素っ気なく答える。

「ねぇ、ソースケも部屋で目を覚ましたんだよね？」

「ええ、はい」

「アタシは、ほら、レコーダーっつーか再生機？　そういうのがあったわけだけど、ソースケの部屋には何かなかったの？」

　それで、今まで忘れていた小こ瓶びんと時計のことを思い出した。

「あ、これです」

　宗助は左ひだり腕うでにしたままの壊れた時計を見せた。紺色のベルトに白い文字盤、「十二」、「三」、「六」、「九」と漢数字が刻きざまれている。

「時計？」

　峰倉舞華は言いながら首を傾かしげる。

「はい……壊れてますけど」

「それは何に使ったの？」

「いえ、まだ何にも……」

　この時計に、使い道などあるのだろうか？

「それと、この小瓶も同じところにありました」

　そう言って、宗助はジーンズの右前のポケットに押し込んでいた小さな瓶を取り出す。自分の体温で少し温まっていた。封もしたままで、透明な液体がチャプチャプと揺れる。

「何だか分かりますか？」

　宗助は小瓶をかざして見せた。

　峰倉舞華は首を横に振った。

「分かんない」

「毒なんじゃねーの？」

　不意に慈じ恩おん忠ただ志しが口を挟む。

「映画で観みたことあるけど、スパイは捕虜になったら拷ごう問もんを受けるだろ？　それじゃあ、苦しいし、秘密も喋しやべっちまうかもしれねぇから、簡単に苦しくなく死ぬために毒を携帯してんだよ」

「縁起でもないこと言わないで！」

　慈恩忠志の言葉に、峰みね倉くら舞まい華かが噛かみ付く。

「別に……冗談だろ」

　慈恩忠志はイラだたしげに答えた。ジャケットの胸につけている缶バッジがカチャカチャと音を立てる。

「ど、く……」

　宗そう助すけは呟つぶやいた。本当に、これは毒なのではないだろうか？　何の毒かは分からないが、これを飲むと楽に死ぬことができる。そんな毒。だとしたら、この毒はどこで使うべきものなのだろうか……。

　宗助は大おお谷たに紗さ奈なを見み遣やった。

　大谷紗奈は今や病人のようだった。顔色は悪く、口数も少ない。慈恩忠志の背中でぐったりしている。

　あるいは、彼女はこれを飲んでしまえば、楽になる……。

「時計と薬ね。しかも、まだ使っていない。どこで使うのかな？」

　宗助の横で峰倉舞華が呟いた。

「あ、いえ、もう一つ、ボイスレコーダーもありました」

　そう言った瞬間、宗助は「必要定てい数すうは五人」という言葉を思い出した。

　そしてぐるりとメンバーを見回す。

　何のことはない、五人揃そろっているじゃないか。

「金かね田だ宗助」、「九いちじく」、「大谷紗奈」、「峰倉舞華」、「慈恩忠志」、さっきの部屋にあったイスも五脚。これで定数を満たしている。

　そう、五人が揃わなければ、先ほどのゲームは成立しなかった。

　……いや、そうなのだろうか？　五人でなくても、誰だれかがイスに座った瞬間にゲームはスタートしてしまっていたのではないか？

　仮に、峰倉舞華と慈恩忠志が到着する前に、宗助がイスに座って、その後、立ち上がっていたら？

　五人揃っていなくても誰かが座れば起爆装置は作動を始めていたのだろうか？

　今となっては知るすべはないが、峰倉舞華の持っていたテープレコーダーと慈恩忠志のカセットテープが揃そろわなければルールを知ることはできなかった。

　ルールを知らないで、イスに座り、立つ。爆発はしていた？

　想像すると恐ろしい。もしも、ただ座っただけで、爆弾が起動し始めてしまうものだったとしたら、ルールを知らないので、いきなり、ドカンという可能性もあったのではないか？　その意味で、やはり五人必要だった。

　峰みね倉くら舞まい華かのレコーダーと慈じ恩おん忠ただ志しのテープ、この二つがなければルールを知ることはできなかった。

　改めて恐怖を覚える。

「ソースケ？」

　宗そう助すけが思考の中に沈んでいると、峰倉舞華が声をかけてきた。

「どしたの？　ボイスレコーダーって？」

「いえ、よく分からないんですけど、一二三ワルツという人が名乗って、さっきの声の女の子で、それでゲームのことを言われて、『必要定てい数すうは五人』って言われました」

　宗助はありのままを伝える。

「揃ってんじゃん、五人」

　慈恩忠志が言った。

「でも、それが何だっつーんだよ」

「分かりません」

「使えねーなー」

「アンタだって分かんないんでしょ？」

　峰倉舞華と慈恩忠志の言葉の応おう酬しゆうが始まる。

　宗助はふと九いちじくという少女を見み遣やった。

「ねぇ、君は何か分かる？」

　そう訊たずねる。

「そーだよ。名めい探たん偵ていなんだろ？」

　いかにも小バカにした調子で慈恩忠志は言った。しかし、さっきは少女がいなければ全員、無事にあの部屋から出られたか分からない。少女の功績は大きいように思われる。

　少女はキッと睨にらむように顔を上げた。銀色の三つ編みと黒いリボンが揺れる。

「分かっていることはある。次の扉だ」

　見れば、闇やみの中に、再び扉が立ち現れていた。



「またかよ」

　慈恩忠志が苦しそうに言った。

　そのひと言だけで、また重苦しい沈黙が場を支配する。宗助も息苦しさを覚える。ぎゅっと後ろから巨大な手に掴つかまれたみたいな気持ちだった。

　宗そう助すけは一度、後ろを振り返る。

　巨大な手はなかったが、強大な闇やみが待っている。そちらに戻ったとして、果たして先ほどの部屋はあるのだろうか？　宗助はそんな非現実的なことを考えた。

　もしかしたら、どんなに戻っても、今目の前にあるこの部屋に繋つながるだけなのではないだろうか。メビウスの帯がくるりと回って表も裏もないように。

「ねぇ、五人が必要だったわけでしょ？」

　峰みね倉くら舞まい華かが言った。

「五人が揃そろって、さっきのゲームも乗り切ったんだから、これでゴールなんじゃないの？」

　しかし、そう言った峰倉舞華自身がその言葉を信じているようには見えなかった。

「開けてみれば分かる」

　少女が言った。

　その通りだったが、誰だれも扉のノブに手をかける者はいなかった。ノブには、実は高圧電流が流れていて、触れれば即死、それを知っているから避けるように。

　誰も行動に出られないので、当然のように少女がそれを試みる。

　みんな息をのんで、そのさまを眺めているだけで止めたりはしない。

　少女の小さい手がノブを掴む。カチャリと音を立て、キィイイと蝶ちよう番つがいが鳴き声を上げる。

　今までの通り。

　そして何かゲームが待っている。あと、いくつゲームをこなせば、自分たちは助かるのだろう。すべてのゲームにクリアすれば助かる。しかし、すべてとは具体的にいくつだ？

　次は一体どんなゲームだろう？

　絶望的な気持ちだった。

　しかし、少女が押し開けた扉の向こうは、予想していたものとまったく異なった。

　そこは宗助たちが目覚めたような部屋ではなく、エントランス・ホールだった。

　色調の暗さは変わらなかったが、天井に豪ごう奢しやなシャンデリアが吊つられている。まるで、幾人もの子供たちが首を吊っているようにも見える。

　壁紙は暗いベージュで、六角形の模様が星の数ほど続いている。

　柱やアーチ、扉は今までと同じ濃い飴あめ色いろの木でできていて、シャンデリアの明かりで光沢を放っている。

　扉を開くことでようやく、宗助たちが建物の二階にいることを知った。

　廊下が伸び、そして広い階段が下へと続いている。洋紅色カーマインレツドの絨じゆう毯たんが廊下から階段、そしてエントランス・ホールの一階まで続いていた。階段には、ツタが絡まり合ったような凝った造りの手すりがある。

　一同の視線は自然と階下へと注がれる。

　そこはエントランス・ホールであり、入口であるということは、つまるところ出口に相当する。

「出口だ！」

　慈じ恩おん忠ただ志しが叫んだ。そして、背中の大おお谷たに紗さ奈なを大きな動作で背せ負おい直す。

「おい、出口だぞ。助かった！」

　大谷紗奈は、涙を粒にしてぽろぽろ零こぼしながら唇くちびるを引きつらせて何度も頷うなずいている。

　宗そう助すけも音としてはっきりと聞きとれるほどの安あん堵どのため息をついた。

「やった！」

　峰みね倉くら舞まい華かが宗助に抱きつく。一瞬、戸惑いを覚え身体からだが固まるが、それよりもここから出られるということのほうがずっと大切なことだった。

　宗助は、そうして、少女を見み遣やる。

　しかし、九いちじくという少女は、何な故ぜか険しい表情を緩ゆるめようとしなかった。

「どうしたの……？」

　宗助は訊たずねる。

「……いいや、何でもない。行くぞ」

　少女の険のある顔つきは、あれでデフォルトなのかもしれない。

　大谷紗奈を背負った慈恩忠志が先頭を行き、続いて少女、宗助、峰倉舞華と続いた。

　広い階段でそれぞれはほとんど横一列に並び、出口を目指す。

　慈恩忠志は、人を一人背負っているとは思えないほど軽快な足取りで大きな両開きの扉へ、小走りで向かった。全員、階段を下りて扉に向かう。

　だが、そのとき――。



　パチパチパチ、と、手を叩たたく音がホールの中で響いた。

「先ほどのお部屋での一件は素晴らしかった」

　宗助の背後で声がした。ホールに響き渡る男の声だった。

　反射的に全員が振り返る。

　階段の陰に黒ずくめの長身の男が立っていた。存在そのものが影のようで、目の前にいる今も現実味がない。不ふ思し議ぎな男だ。

　先ほどの部屋――峰倉舞華、慈恩忠志がやってきて、五人が揃そろった部屋のことだろう。五脚のイスと、爆弾と、ボタン……。

「わたくしは、あそこでおしまいだと思っておりましたので、まさか皆様の前に姿を現すことも考えていなかったのですが」

　無表情で男は言う。

「ご挨あい拶さつがまだでしたね。わたくしは、おにまると申します。以後、お見知りおきを」

　男は上半身を深く折り曲げて、頭を下げる。

　黒いハイネックのセーター、光沢を放つレザー・ジーンズに黒い編み上げのブーツを履いている。真っ黒だ。ジーンズのベルトのバックルだけがドクロの形をしていて、鈍い銀色をしていた。それ以外、身につけているものは闇やみ一色。

　だが、その肌はだは凍死した死人のように白く、髪かみも真っ白だった。その白髪を長く伸ばしている。

「お前が一二三ワルツの使い魔か」

　九いちじくという少女が唐突に言った。

「皆様のご健闘をずっと拝見しておりました。一二三ワルツ様や、あなた様の使い魔、ご友人に、ここにお揃そろいの皆様がどのような行動に出られるのか、結果、どうなってしまわれるのか、それをお伝えするのがわたくしに与あたえられた仕事ですので」

　宗そう助すけには、男が何を言っているのか理解できなかった。

　ただ、九いちじくという少女とは会話が成立しているらしい。

「気配を断つのが上う手まいな。気付かなかった」

「お褒めに与あずかり、光栄でございます」

「で、その、気配を断ち続けていたお前が、どうしてこんなところで姿を現す？」

「まだゲームが終わっていないことをお伝えしようと思いまして」

　そう言って、おにまるという男は、陰より一歩、足を進める。ぬ、と、夜の闇が入り込むように。ブーツの底がコツリと音を立てた。

　そのとき、宗助は気付いた。

　男の手にはアンティーク調の斧おのが握られている。西部劇に登場するアメリカの先住民が持つトマホークのような形状だが、それは武器というよりも装飾品のようだった。実用性に優れているようには見えず、鑑賞用なのではないか。

　しかし、貴族の首を刎ねるのに用いたと説明されれば、なるほど、そうなのかもしれないとも思えた。分厚い刃は、「切る」というよりも「潰つぶす」というイメージを喚起させる。

「お、おいおいおい、何だよ」

　慈じ恩おん忠ただ志しの口ぶりは何だか、滑こつ稽けいだった。ブラック・コメディの映画みたいだ。そう思う宗助の脳も麻ま痺ひしている。

　慈恩忠志は一歩退ひく。その背中で大おお谷たに紗さ奈なが「ひッ」と短い悲鳴を上げた。

　峰みね倉くら舞まい華かも固まっている。

　瞬間、

「お前ら、扉へ走れ！」

　少女が甲高い声で叫んだ。ほとんど絶ぜつ叫きようとも言えるその言葉と同時に、男は斧を振り上げた。

　宗そう助すけたちは、我に返り、出口を見定める。今まであったような扉ではなく、そこは両開きの造りで、細さい工くの施された豪ごう奢しやな扉だった。

　峰みね倉くら舞まい華かと宗助とで、扉を押し開ける。まるで向こうから強い風が吹き付けているかのようだった。扉は重く、なかなか開かない。焦って、手が滑る。踏んばる脚あしに力が入らない。

　ギィ、ギィ、ギィ、ギィ。

　宗助は扉を全力で押し込みながら、少しだけ後ろを振り返った。

　男が袈け裟さ切りに斧おのを振り下ろすのが目に入った。男と少女とでは身長差は歴然としている。少女は斧を紙一重でかわす。

　ただ、男の振り下ろした斧が、少女が伸ばしている左側の三つ編みを吹き飛ばしたのが見えた。黒いリボンと一緒に、切り落とされた銀色の髪かみは宙を舞った。

　少女はバック転をするようなアクロバティックな動作で、男の顎あごに一撃をくらわせ、宗助たちのほうへ鋭い視線を向けてくる。

「何をもたもたしているッ！」

　一いつ喝かつし、宗助たちの元に駆けてきた。

　と、宗助が認識した少女の疾走は、そのまま助走となり、ビュンと飛び上がる。

　宗助はあ然としたまま、それに見とれた。

　少女の飛び蹴げりで、扉が開いた。

「出口だ！」

　慈じ恩おん忠ただ志しが叫び、宗助も「早く！」、そう口にした。

　今は夜なのか、扉を抜けても何も見えず、辺りは暗い。

　ここは、どこだ？

　視界がはっきりせず、宗助は扉を振り返る。今出てきたばかりのエントランス・ホールを。

　そして目撃した。そこに、おにまるが、立っていた。背後の光で表情は見えない。

　それなのに、ベルトのバックルのドクロだけがいやにはっきりと見えた。そのドクロはニヤリと笑っているように見える。ギギギイィという重い音が響いた。扉が閉じていく。あの重い扉を男は一人で閉めていく。

「ゲーム続行です。覚えておいでですか？　『必要定てい数すうは五人』です。お忘れなきよう。それでは皆様、よい旅を」

　ガチャン。

「おい、何だよ！」

　慈恩忠志が声を荒げた。

　扉が閉まりカギのかかる音が響いたのと同時に、パッと蛍光灯の白い光で満たされる。

　宗そう助すけは思わず身をかがめた。

　そこは出口ではなく、無機質な部屋だった。まるで、死体安置所を思わせる部屋。四方は薄いグリーンの壁で、床は白いタイルだった。

　宗助は扉のノブに手をかける。ガチャガチャと音がするだけだった。

　宗助たちは再び閉じ込められていた。宗助は呟つぶやく。

「開かない……」

　それだけではない。信じがたいことに、部屋の中央辺りに一つイスがあり、そこに男が座っている。腕うでを奇妙な「手」によって拘こう束そくされていた。口にはガムテープが張ってあり、宗助たちを認めて、「んーんー」と唸うなった。

　男の胸には名札が取り付けられている。「馬ば場ば一いつ茶さ」とあった。

　宗助は男に見み憶おぼえがあった。馬場一茶、英語の教師だ。

「…………一人、増えた」

　宗助は知らず、そう漏もらしていた。

　必要定てい数すうは五人です、一二三ワルツという少女と、おにまるという男の声が頭の中に響き渡る。



　峰みね倉くら舞まい華かと宗助で、馬場一茶を解放しようとしたが、イスに取り付けられている奇妙な拘こう束そく具ぐを外すことはできなかった。

「何なの、これ、外れない……つッ」

　峰倉舞華は金具で指を切ったらしく、指を口の中に含ませる。

　慈じ恩おん忠ただ志しは大おお谷たに紗さ奈なを壁に寄りかからせるようにして下ろした。

「クソッ、何なんだよ……お前、ダイジョブか？」

　慈恩忠志なりの優しさを見せてもいた。

　大谷紗奈は咽の喉どがかすれているらしく上う手まく返事ができなかったが、何度も頷うなずいた。いつの間にか前まえ髪がみを留めていたはずのピンがなくなっているのに、宗助はそのとき気付いた。

　峰倉舞華が言う。

「馬場先生、なんで……どうしてこんなところに……？」

　訊きくまでもない。拉ら致ちされたのだ、と宗助は思いながら、

「先生、大丈夫ですか？」

　馬場一茶教諭の口を塞ふさいでいたガムテープだけ剥はがして訊たずねる。

「か、金かね田だ？　峰倉も……大谷？　何なんだ、ここはどこだ？　先生をどうするつもりだ？　助けてくれ。な？　助けてくれ。こんなことは許されることじゃない。話をしよう」

　何を勘違いしたのか、怯おびえた声で馬場一茶は繰り返した。三十代半ばで、生徒受けもいい、フランクな先生というイメージがあった。自身の下の名前、「一茶」にかけて、「A cup of tea」というジョークが馬場一茶の持ちネタだった。別に面白くはないが、年度の最初の授業でそれを言うのがお決まりだったらしい。面白くないジョークを言うのも含めて楽しい先生だった。

　だが、こうして見ると、ただのつまらない人間に見えた。

　峰みね倉くら舞まい華かが状況を説明している。

　宗そう助すけはそのやりとりを聞くともなしに聞いていた。その内容はあまりにも滑こつ稽けいだった。

　でも、どうしようもない現実だった。

　宗助は九いちじくという黒い少女のほうへ足を向けた。

「大丈夫？」

　少し迷ってから、そう声をかけた。

　少女はそれには返事をせず、一人、ぺたぺたと部屋の壁を触り、扉を確認し、無ぶ愛あい想そうな表情で宗助を見返し、そうしてようやく、

「出られそうもない」

　そう言った。

「閉じ込められたんだね……」

　宗助の口からはため息のように言葉が漏もれ出た。絶望と失望と、そして疲労感でいっぱいで、感情が死にかかっていた。出口だと思った場所は出口ではなかったのだから。

　宗助は少女に向かって訊たずねる。

「あのおにまるって奴やつは、ここに僕ぼくらを閉じ込めるためだけに現れたのかな……。あの人が、このゲームを仕組んだの？」

「あいつは、一二三ワルツの使い魔だ」

　少女はやはり、意味不明のことを言う。それから僅わずかな角度、首を傾かしげた。つい先ほどまであった少女の銀色の三つ編みと、黒いリボンがなくなっている。

「……そうだな。あいつは、何であんなところにいたんだ？」

　少女は宗助に訊ねたというよりは独りごとのように呟つぶやく。

「だから、僕らをここに閉じ込めるためでしょ？」

「あいつがいなくても、私たちはこの部屋を訪れただろう。出口だと思って」

　そう言われてみれば、その通りだった。

　少女は部屋の中の人間を見渡す。宗助を含め、一人一人の顔を見る。

「五人……」

　そう言葉にする。男の声が蘇よみがえる。

　――『必要定てい数すうは五人』です。お忘れなきよう。

　その瞬間、宗助の心臓は破裂しそうになった。肌はだが粟あわ立だつ。

　一人多い……。

　そのとき、慈じ恩おん忠ただ志しが妙に平へい坦たんな声で言った。

「なぁ……『必要定てい数すう』って何だ？　それが五人ってさ、何だろうな？」

　その顔は変にいびつな形をしている。蛍光灯の光の加減だろうか。

「なぁ、ここの部屋には今、六人いるよな。それってさ、さっきの奴やつが言ってたよな？　レコーダーでも言ってたんだろ？　『必要定数は五人』って。それってさ――」

　慈じ恩おん忠ただ志しはゆっくり言った。

「何だよ？」

　宗そう助すけは、慈恩忠志の手に缶バッジが一つ握られているのに気付いた。

　安全ピンの針が見える。あんなちっぽけな凶器で彼は何をしようというのか……。

　安全剃かみ刀そりが少しも安全でないのと同じように、安全ピンだって、少しも安全じゃない、と、そんなことを宗助は思った。



　＊＊＊



「こうしよう」

　一にのまえは唐突に言った。

　一にのまえの膝ひざの上でポテトチップスを食べていた一二三ワルツは、パリンと一枚を噛かみ砕いて、一にのまえを見上げる。フードから出ている赤い髪かみがハラと乱れた。

「どーすんの？」

「君の側につく」

　一二三ワルツはもぐもぐと口を動かし、あまりあは数秒間、あんぐりと口を開けていた。それからキッと形ぎよう相そうを変える。

「あんた、九いちじくちゃんを裏切るのッ!!」

　あまりあは拘こう束そく具ぐをガチャガチャ鳴らしながら怒ど鳴なった。

　一にのまえは左目を細める。

「ぶっちゃけ、これはダメだ。こっからは、もうバトル・ロワイヤルだ。慈恩忠志を見ろよ、殺やる気満々じゃないか。トランプメンバーは殺し合いを始める。そういうゲームだ」

「……九いちじくが劣れつ勢せいになった今、寝返るというわけ？」

　一二三ワルツがニタニタ顔で訊たずねる。

「そゆこと。初めから言っているだろ？　僕ぼくは僕のことが心配だって。九いちじくとは長い付き合いだし、悪いとは思うが、しかし、僕も自分のほうが大切でね」

「死なす死なす死なす!!」

　あまりあは叫ぶ。

「それに、九いちじくの僕に対する仕打ちは少しばかり酷ひどすぎると常々思っていたんだ。労働基準法に反している」

　一にのまえの言葉に一二三ワルツは「ふーん」と言う。

「九いちじくに不満があったのね」

「そう。だから君に乗り換える。君の使い魔にしてくれ」

　一二三ワルツはにたぁりと微笑ほほえみ、食べかけていたポテトチップスを一枚差し出す。

　一にのまえはそれをパクリとくわえた。

　まるで、キリストの血と肉、その象徴としてのワインとパンを食す、聖体拝領の儀式のように。
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「それ……どうする気？」

　峰みね倉くら舞まい華かも慈じ恩おん忠ただ志しの手にある缶バッジを見つめている。厳しい声をしていた。

　慈恩忠志が答えるまでにたっぷり間があいた。何度か口で呼吸を繰り返してから、

「…………扉のカギを開けるのに使う」

　そう答えた。本当に初めからそのつもりだったかどうかは、宗そう助すけには分からない。

「ムダだ。何をしようと、もう扉は開かない。ゲームをクリアしないとな」

　九いちじくという少女が言う。

「やってみないと分からねぇだろ！」

「やらなくても分かる」

　冷たく言い放つと、少女は馬ば場ば一いつ茶さ教諭に目を向ける。

「おい、お前、何か渡されていないのか？」

　馬場一茶は困こん惑わく顔で少女を見返した。

「分からない……、君は、一体誰だれだ？　……九きゆう？」

　名札を見て言ったのだろう。

「九いちじくだ。使えん奴やつめ」

　少女の言葉に馬場一茶教諭は、険しい顔をした。

「な……、ここは、どこなんだ？　私はどうして、ここにいる？　金かね田だ、お前たち、何をしているんだ？　今すぐこれを解ほどきなさい」

　今更、目の前の教師に何を教えればいいのか、宗助にはやはり分からなかった。

　宗助は泣き出したいような気持ちになっていた。泣いて、喚わめいて、もうどうでもいい、と、そう叫びたかった。ゲームから降りたい。疲れていた。

　死ぬしかないというのなら、もう、それでもいい気がした。

　苦しくなければいい。痛くなければいい。楽になれるなら、それで。

　ここから出たところで、どうせ、そこも苦しい毎日が続くだけなのだ。

　ここの外だって、ゲームみたいなものだ。やりなおしができない分、ゲームより最悪だ。

　死んだらおしまい。デッド・エンド。しかもリセットはきかない。

　宗そう助すけは馬ば場ば一いつ茶さの言葉には返事をせず、ずっとポケットの中に入れていた小こ瓶びんを取り出した。これは、本当に毒なのだろうか？　これを飲めば楽になれるのだろうか？

「先生、お願い、じっとしてて」

　峰みね倉くら舞まい華かが、馬場一茶の身体からだを触っていた。ボイスレコーダーや何かのアイテムを捜さがしているのだろう。

　どうでもいい気がした。色々なことがありすぎて、宗助の感覚は鈍くなっていた。あるいは、随分前からずっとそうだったのかもしれない……。

「何をしているんだ？」「黙って、先生」そんなやりとりが遠くから聞こえる感じだ。

　峰倉舞華の必死の捜索によって、ボイスレコーダーが馬場一茶の上着のポケットから発見され、すぐさま再生ボタンが押された。そのまま床に置かれる。

『さて、これを聞いてるってことは、みんな残っているってことでしょうね。おめでとう』

　少しも祝う気持ちなどなさそうな声で始まった。

『九いちじく』

　そう呼びかける。

　宗助は黒ずくめの少女を見み遣やった。肌はだは白く、美しい銀髪の持ち主である少女。左側だけ伸ばしていた三つ編みは、今はもうない。少女は腕うでを組んでボイスレコーダーから流れる声を聞いていた。

『今、この音声を再生させるボタンを押したでしょ？　今回は、それと同時に、この部屋の空気が少しずつ抜かれていく仕掛けになってるわ』

　そう言われた瞬間、「あ？」と、慈じ恩おん忠ただ志しが声を上げた。

「黙れ」

　少女が一いつ喝かつする。

『制限時間は大サービスの二十分よ。それ以降は空気が抜かれ続け全員、死ぬわ。たっぷり使って決断なさい』

　くつくつと一二三ワルツが笑う。

「何、それ……」

　峰倉舞華が呟つぶやいた。

　どこからか、コーという音がする。

「空気が、抜かれている……？」

　宗助は呟き、四方に目をやる。峰倉舞華も慈恩忠志も同じことをしていた。

　薄いグリーンの壁と、白いタイル、死体安置所のような無機質な部屋には隙すき間まのようなものは見えない。それだけで、もう息苦しい気がする。

『説明するまでもないと思うけど、時間をかければかけるほど部屋の中の酸さん素その量が減っていくわ。息苦しさを感じるし、頭も朦もう朧ろうとしてくる』

　そして、告げる。

『だから早めに決断することね。二十分以内に助かる五人を選びなさい。助かるのは五人だけだから』

　くすくすと陰険な笑い声がする。

『言い方が悪かったかしら？　前向きに考えてもいいのよ。五人も助かるんだから』

　宗そう助すけの背筋を冷たい汗が通り過ぎる。

『これがラストゲームよ。五人を選べばゲームクリア。扉を開けてあげる。ただし、二十分を過ぎてしまった場合、全員、死んでもらうわ。それじゃ、はりきっていきましょう』

　そう言い終えると、ピッ、ピッ、ピッ、と音が鳴り始める。テープレコーダーのときのカチカチという秒針の音とは違ったが、それはときを刻きざむ音らしかった。二十分……。

「ど、どう、するの？」

　大おお谷たに紗さ奈なが弱々しく言った。

　カタカタと歯を鳴らしている。また、鼻はなをズズとすすっていた。

「ヤダッ!!　あたし死にたくない!!　ヤダッ、ヤ、イヤぁああああああ!!」

「うるせぇ！　ざけんなッ！　マジで空気、抜いてるのか？　あ？」

　慈じ恩おん忠ただ志しも叫ぶ。短い髪かみの毛をぐしゃぐしゃに掻かき乱していた。

「んだよ！」

　叫びながら、扉を蹴ける。扉はビクともしない。

「一体、何がどうなってるんだ……？　早くこの腕うでの、これを解ほどきなさい！」

　馬ば場ば一いつ茶さは、まだそんなことを言っていた。

　少女は、「少女」らしからぬいかめしい顔をしていた。その瞳ひとみは虚こ空くうを見つめている。

　峰みね倉くら舞まい華かは大谷紗奈の背中を撫なでていた。そうしながら、ふと言った。

「ねぇ、五人しか助からないって――」

　少しだけ間があいて、

「それが『必要定てい数すう』ってこと？」

「六人いて、五人しか助からない……」

　宗助は呟つぶやく。それは誰だれの耳にも届かなかったかもしれない。もはや決定的だった。

　慈恩忠志が興奮を抑えるような声で言った。

「五人しか助からない、あるいは、向こうからすりゃ助けないって言ってただろ？　このまま何もしないと、どんどん空気が抜かれてって、酸さん欠けつで六人とも死んじまう……。だから、よく考えろって言ってたじゃねえか。五人選べって。それは、つまり……、つまり、一人、選べばいいんだ」

　慈じ恩おん忠ただ志しの瞳ひとみは血走っていた。

「一人……選んでどうするの？」

　峰みね倉くら舞まい華かは顔を引きつらせている。

「さっきも言っただろ。俺おれので正解なんだよ。『必要定てい数すうは五人』だ。その選んだ一人を二十分以内に減らせば、五人に戻れる。そうすりゃ、ゲームをクリアしたことになるんだ。そうすりゃ、助かる。そういうゲームだ」

　自分に言い聞かせるように慈恩忠志は言う。

「ひ、一人、減らすって、何？　何なの？　ヤダ！」

　大おお谷たに紗さ奈なが叫んだ。いつもならばピンで留めている前まえ髪がみがバラバラと乱れる。

「一人減らす……何を、何を言ってるんだ？」

　馬ば場ば一いつ茶さも叫ぶように言う。

「一人減らす……」

　宗そう助すけはまた呟つぶやいた。呟きながら、手の中にあった小さな瓶びんを眺める。

　二十分以内に一人選び、一人減らす。微妙な言い方だ。一人殺さなければならない、そうはっきり言えばいい。酸さん欠けつで死ぬのと毒を呷あおるのとでは、どちらが苦しくないのだろうか、と、そんなことを、ふと思った。もう、どうでもいい。違う。どうしようもなかった。

　もう、とっくに選択肢を間違えていたのだ。
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「許さない！　裏切ってみろ、一にのまえ！　絶対許さないからな!!」

　あまりあが叫ぶ。

　一にのまえは顔をあまりあへ向けた。

「このままだと、向こうは酷ひどいことになるよ」

　腕うでを拘こう束そくする「手」は、一にのまえの腕をきつく握りしめたままだ。ただ、ドクロの指輪をした右手の人差し指で「向こう」と、スクリーンを指差す。

「前の部屋を乗り切れたのは、ただのラッキーだ。九いちじくももうあのトランプメンバーを制止できないだろう。ということはだ、僕ぼくらの命が危ないんだ。忘れてないかい？　僕らは文字通り手も足も出ない人質なんだぜ？」

「それが何？」

　あまりあは一にのまえをまっすぐ睨にらむ。

　一にのまえは視線を受け止め、肩を竦すくめた。ガチャンと拘こう束そく具ぐが鳴る。

「悪いが、僕は死にたくない。君が九いちじくと運命を共にするというのなら、それはそれでいいが、僕はそうするつもりはない。臨りん機き応おう変へんにいこうじゃないか」

「それで、自分が助かるために、あたしの使い魔になりたいというのね？」

　一二三ワルツは一にのまえの膝ひざから降りて、その正面に立った。タータンチェックのフードの両端には耳のような角のような突とつ起きがある。そのフードから赤い髪かみが零こぼれ出ていた。

「そう」

　一にのまえが頷うなずくと、その黒髪が跳ねる。

「でも、主人をすぐに裏切るようなカラスを信用していいのかしら？」

　腕うでを後ろで組み、下から一にのまえを見上げる。

「なら、契けい約やくを交わせばいい」

　言った一にのまえに向けて一二三ワルツは値踏みするような視線を送った。

「どんな契約？」

　一にのまえは微笑ほほえむ。

「僕ぼくは君の使い魔になりたい。九いちじくのではなく……一二三ワルツ様の」

　一二三ワルツの手には、装飾のある奇妙な錐きりと、羊皮紙が握られていた。
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「さっきの野郎も言ってたじゃねぇかよ！　助かるのは五人までなんだよ！」

　慈じ恩おん忠ただ志しがまた叫ぶ。彼の咽の喉どは酷ひどくかれていた。ギターの音をわざとノイズにするための機械、ディストーションでも取り付けられてしまったみたいだった。

　慈恩忠志の血走った目が、宗そう助すけに向けられている。

　宗助は反射的に小さく頷いた。

「まだ分かんねぇのかよ。この場の人数を数えてみろよ。六人だ！　一人多いんだよ！」

　慈恩忠志のジャケットについている缶バッジがガチャガチャ音を立てる。

　酷く耳みみ障ざわりだ。

「小学生でもできる算数の問題じゃねぇか、六から一引けば、五だよ！」

「だからって……一人…………減らすなんて、できないでしょ!!」

　峰みね倉くら舞まい華かも叫ぶ。慈恩忠志と同じように彼女の声もかすれてしまっていた。元々のハスキーな声よりもずっと。

「何を言ってるんだ!?」

　そこに馬ば場ば一いつ茶さ教諭が口を挟んだ。

「ゲーム？　何をふざけているんだ。この腕の……、これを解ほどきなさい」

　今この場に、もっともふさわしくない人物だ、と宗助は思う。

　馬場一茶は、ここまで宗助たちがどんな経験をしてきたか知らないから、この期に及んでそんな間の抜けたことを言っているのだ、と理解していても、馬場一茶が愚かしく思えてならなかった。

　大おお谷たに紗さ奈なは膝ひざを抱え、耳を塞ふさいでいる。スカートの中が覗のぞいていたが、それも、どうでもよかった。

「おい、おっさん」

　と、慈じ恩おん忠ただ志しの声が響く。

「何も分かってねぇんだな。マジで死ぬかもしれねんだよ！　冗談でこんなことになってるわけねぇだろ？　バカじゃねぇのか？　こっちは、死にかけてここまで来たんだよ！　やっと出口と思ったのに……」

　慈恩忠志は怒ど鳴なり散らし、しかし、語尾はフェードアウトしていく。左手で額ひたいを拭ぬぐった。

　霊安室にも似たその部屋の中は、そこで静けさに包まれる。

　ピッ、ピッ、ピッ、という電子音だけが途切れることなく続いている。

　いや――。

　耳を澄ますと、コーという空気の抜けていく音もする。どこから抜かれているのだろう？

　まだ、極端な息苦しさみたいなものは感じないが微かすかに頭痛がする。眼がん球きゆうの裏側が圧迫されるような感じ。こめかみ辺りが脈打つたびに鈍痛を走らせる。

　宗そう助すけはこめかみをつよく押さえた。

「あと、じ、時間はどれくらいあるの？」

　宗助が問うと、少女がボイスレコーダーを拾い上げた。

「制限時間が表示されている。便利だな。あと、十五分ほどだ」

　眉まゆのつけ根がくっつきそうなくらい顔をしかめている。

　その瞬間、

「早く、一人減らさないと、ヤバいんだよ！」

　慈恩忠志が言った。

「何言ってんの、アンタ!!　さっきから一人減らすって、そればっかじゃない。何か別の方法が……」

　峰みね倉くら舞まい華かが言いかけるが、すぐに慈恩忠志が怒鳴る。

「あんのかよ？　酸さん欠けつで全員くたばる前に思い付くのかよ？　『必要定てい数すうは五人』なんだろ？　だったら、この六人の中から一人減ればいい。問題は、誰だれを減らすかって話だろ？」

　峰倉舞華は口元を押さえて、そのまま目を伏せた。

「ヤダ、あたし、ヤダッ！　死にたくない！」

　大谷紗奈が膝を抱えながら、丸まって叫ぶ。叫んで、それからぜぇぜぇ、と喘あえぐ。

「俺おれだってごめんだよ」

　慈恩忠志が続いた。

「あ、アタシも、そんな……」

　峰みね倉くら舞まい華かはスカートの裾すそを握りしめ、タイルの床に目を落としながら言った。

「き、君たちは何を言ってるんだ？　一人減らす？　必要定てい数すう？　私にはさっぱり分からない……」

　馬ば場ば一いつ茶さ教諭が言った。

　するとすぐに慈じ恩おん忠ただ志しが「ハハ」と笑った。馬場一茶教諭がくくりつけられているイスに近付いて行って、しゃがみこみ、髪かみをかきあげ、じっと馬場一茶の目を見ながら答える。息が荒い。興奮しているのか。それとも、息が苦しいのか……。

「分かりやすく教えてやんよ。この部屋には六人いるけど助かるのは五人までなんだってよ。それが『必要定数』。頭のイカれたサイコ野郎がそう設定しやがった。そういうゲーム。だから、一人減らさないといけない。で、一人減らすってのは、具体的に言うとだ、この中の誰だれかを殺さなきゃならないってこと。それを確認したら扉が開くそうだ」

　馬場一茶教諭の顔色がみるみる青ざめる。

「な、何を言ってるんだ！　これを解ほどきなさい！」

　慈恩忠志はその様子を見て、鼻はなで笑った。それから立ち上がる。

「誰だって、死にたかねぇよ。でも、一人減らないと全滅だ。問題は、誰を減らすかであって、それをどうやって決めるかだ。挙手はないだろ？　推薦？」

　言って慈恩忠志は宗そう助すけのほうを見た。

　宗助は口を閉ざしたまま慈恩忠志を見返すしかなかった。

　ピッ、ピッ、ピッ、時間が減っていく音がする。

　コー、空気が減っていく音もする。

　と――。
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「空気中の約五分の一、二十パーセントほどが酸さん素そだ」

　と、一にのまえはあまりあに言った。

「絶対、許さない」

　あまりあはそう答えた。

　一にのまえは肩を竦すくめる。

「通常なら毎分十五回程度、人間は呼吸するが、彼らはあれだけ緊きん張ちようを強いられているのだからもっと多いだろうね。叫んでるし、酸素の消費もその分早い」

「お前はあたしの手で死なす。すぐには死なさない。ゆっくりゆっくり、早く死なせてくれとお願いしたくなる方法で死なす。そして、絶対、助けない」

　あまりあは言葉の一つ一つを子供に言い聞かせるように言った。

「それは怖そうだ」

　と、そのひと言だけで、一にのまえはあまりあの言葉に構わず、続ける。

「血中濃度が十八パーセント未満になると酸さん欠けつを起こす。『苦しい』という感覚を知っているせいかもしれないが、人間は酸欠というものを苦しいものだと思い込んでいる。面白いと思わないか？　長い距離を走ればそれは確かに苦しいが、初めから低てい酸さん素その空気を吸うと、即死することだってある。苦しいなんて感じない」

「裏切り者ッ!!」

　あまりあはそう吐き捨てる。

「銀貨三十枚でイエスを売ったユダのようだね。イエスの価値は銀貨たったの三十枚」

　一にのまえは自じち嘲よう気味に言った。

「あいつは、イエスが殺された後、自殺したのよ」

　そうしろと言わんばかりの声であまりあは言った。

「ユダは、確かにイエスを売ったが、まさか、イエスが殺されるとまでは思っていなかったのさ」

「でも――」

　そこで一二三ワルツが口を挟む。右の手には錐きりを、左の手には羊皮紙を携えて。

「あんたは初めから全部承知で、あたしの側につくんでしょ？」

　そう言って、アイスピックのような錐を突き出す。

「どちらの指がいい？」

　その問いに一にのまえは、右みぎ腕うでを少し持ち上げた。ガチャンと拘こう束そく具ぐの音がする。右手の人差し指を立てていた。ドクロの指輪が光る。

「悪いな、あまりあ」

　一にのまえはもう一度、あまりあを見み遣やった。

「カラスはお喋しやべりなだけじゃなくて、誰だれにでもいい顔しぃの、嘘うそつきヤローなわけね」

　あまりあは金色こんじきの髪かみを掻かき上げようとして、しかし、拘束具によってそれを阻まれる。

「それはコウモリだろ？」

　すかさず一にのまえは言った。

「鳥コンテストでは、色んな鳥の羽根をパクッて彩ったせいで負けたんでしょ？」

「僕ぼくはそんなに間抜けじゃない。むしろ抜け目のない奴やつなんだ」

　一にのまえは言って、一人で笑った。

　が、そのとき、つぅと、あまりあの頬ほおを涙が伝った。ひと筋目は顎あごで留まり、しかし、次々と溢あふれる涙が集まって、細い顎の先からぽたん、ぽたん、と、零こぼれ落ちる。

　一にのまえは、しかし、その様子を見ても微笑ほほえみを絶やさなかった。

「悪いが、泣き落としも僕ぼくには通用しない。百年に一度、見られるかどうかの君の涙でもね」

「死なす！　お前、絶対死なすからな！　許さない！　お前を許さない！　お前を絶対に許さない！　覚えておけよ！　その腐った魂たましいに刻きざんでおけ！　九いちじくちゃんと、あたしを裏切ったことを後悔させてやるからな！　指を一本一本切り落とし、耳を削そいで、鼻はなを落として、目玉をくり抜き、脚あしをもいで、生きたまま腹を裂いて内臓をぶちまけてやる!!」

　ぼろぼろ泣きながら、あまりあは言った。残酷な言葉の数々、そのどれもが、実現不可能な空むなしい言葉ばかりだった。

　あまりあは拘こう束そくされたまま、手を強く握りしめている。爪つめが深くまで突き刺さり、彼女の手は赤く染まっていた。

「なぁ、あまりあ」

　一にのまえが言った。

「きっと君は信じないだろうけど」

　そう前置きして。

「僕は、君のことが、そんなに嫌いじゃなかったよ」



　＊＊＊



『険悪な雰ふん囲い気き、すっごい分かるわ』

　唐突にボイスレコーダーから声が流れ始めた。ピッ、ピッという時間のカウントの上から一二三ワルツという少女の声がかぶさる。

　反則だ、宗そう助すけは漠ばく然ぜんとそう思った。

『誰だれを一人減らすかで揉もめているんでしょ？　殺す方法も問題よね。だってまだ、経験者はいないでしょうし。初めてって、やっぱり勇気がいるものね。まぁ、慣れよ。ね？　金かね田だ宗助君？』

　そのひと声で、全員が宗助を向いた。疲労の色が浮かんだ目、目、目。

「ぁ」

　宗助はその視線に怯おびえた。

　頭の中が、血だまりで埋まる。自分の血ではない。

　積み上がる猫ねこの死し骸がい。宗助の殺した猫の死骸が、無数に積み上がっている。首のない猫の胴体。体毛はパサパサに乾いているが、頭があったはずの場所からねっとりとした血液が流れている。

　宗助は、猫を殺した。何な故ぜということはなかった。イラだっていたからだ、とも答えられるが、それは正しくはない。

　ある日、宗そう助すけは猫ねこの死し骸がいを見付けた。それは、車ではねられた死骸などとは明らかに違っていて、首が切断されていた。そこには明確な悪意があった。まず、汚い、と思った。切断面を見て、気持ち悪いと思った。でも、可哀かわい想そうに、とも宗助は思った。

　その日はそれだけで家に帰った。

　しかし、宗助の中で首を切断された猫の映像は強く残り続けた。

　その映像のフラッシュバックは嫌悪感を伴う。同時に、抗あらがいようもない魅力もあった。

　不ふ思し議ぎなことだった。

　宗助はその感情を上手に整理することができなかった。整理できないまま、猫の死骸を思い浮かべては、奇妙な優越感に浸った。

　優越感……。

　次第に、宗助の中で一つの誘惑が生まれる。初めそれは、もう一度、見たいだった。宗助は猫の死骸のあった近辺を帰宅のコースとして決めた。しかし、首を切断された猫を見ることはなかった。

　次第にもう一度見たいという欲求は肥大していった。ぶくぶくと。

　そしてそれは、いつの間にか殺してみたいに変化していた。

　宗助は一匹の猫を捕まえ、そして……。

「やめろ！」

　宗助は叫んだ。

　瞬間、くらりとする。胃からせり上がってくる吐き気。視界がブレた。

「ソースケ？　大丈夫？」

　峰みね倉くら舞まい華かが宗助の名前を呼ぶ。

　気付けば峰倉舞華も息苦しそうだった。

　空気が薄くなっている。息苦しい気がする、ではない。確実に息が苦しい。

『でも、ダイジョーブ』

　宗助ではなく、ボイスレコーダーの中の声が答えた。

『初心者にもオススメの簡単殺人方法を教えてあげる。パンパカパーン。実は、この中の誰だれかさんは「クスリ」を所持していまーす。その「クスリ」は、ひと瓶びんまるまるグイッと飲めば、たちまちあの世行きって「クスリ」なんだけど、さて、誰が持っているのでしょう？』

　そのひと言で、また、宗助は注目を浴びる。

　宗助はゆっくりと手の中の小こ瓶びんを持ち上げた。親指大の、手の中におさまる小瓶。その小瓶は最初に目覚めてからずっと宗助と共にあった。使いどころもなく……。

　この瓶の中身が何なのかは分からない。だが、その使い道は、今、明白となった。誰か一人がこれを飲めばいい。その一人は死ぬだろう。一人消えれば、一二三ワルツという犯人はどこかに仕掛けたカメラか何かでそれを確認して、五人の人間を解放する。慈じ恩おん忠ただ志しが言ったように、そういうゲームなのだろう。

　みんな黙っている。ぎこちなく呼吸しながら、黙って宗そう助すけを見ている。ズズと大おお谷たに紗さ奈なが鼻はなを啜すすった。

　ボイスレコーダーの声は続いた。

『でも、問題は誰だれが飲むかよね？　じゃんけんで決める？　それとも、別の何かがいい？　死にたくはないけど、殺すのも忍びないでしょ？　助かっても自分が誰かを殺したなんて思いたくはないものね。免罪符が欲しいでしょ？　あのときは仕方なかった、って思えるような。あるのよ、実は』

　一二三ワルツという少女の声は愉ゆ快かい極まりないという調子だった。

『ヒントをあげる。トランプ。みんな、名札をよーく確認なさい。それで誰を消せばいいか話し合えばいいわ。大丈夫。全部、あたしのせいにすればいいのよ。あたしが仕組んだゲームのルールに従っただけだって』

　ケラケラという笑い声が響いて、再び、ボイスレコーダーはピッ、ピッ、というカウントに戻った。

「……な、何、名札って……？」

　峰みね倉くら舞まい華かが声をかすれさせて言う。自分の名札を見ながら。

　宗助も自分の名札を見み遣やる。今更、名札が何なのだ？

　そこで、慈恩忠志が口を開く。

「おっさん……馬ば場ば一いつ茶さって名前なんだよな？」

　おっさん呼ばわりされたことに、馬場一茶教諭は不快感を示していたが、それでも「そうだ」と頷うなずいた。

　慈恩忠志は馬場一茶を見つめている。そして、急に笑い出す。

「ハ、ハハ。ハハハハ。分かったわ、俺おれ」

　声は確かに笑っているが、顔は泣き出しそうだった。苦しそうな笑い方だった。

「……な、何が？」

　峰倉舞華が不安そうに訊たずねる。言ったあと、ごほごほと咳せきをした。

　大谷紗奈もげっそりした顔で慈恩忠志を見つめている。肩で息をし始めていた。

　宗助は、一度、九いちじくという少女のほうを見た。

　少女も慈恩忠志を睨にらむように見ていた。

　それを確認してから、宗助も慈恩忠志を見遣る。

「名前だよ」

　そう言って、慈恩忠志は自分の名札を指差す。缶バッジと一緒につけられた名札には「慈恩忠志」と書かれている。

「何で、こんなもん、しなきゃなんねぇのか、分からな、かったけど、今、分かった。名前に意味があるんだ、俺おれらは」

　慈じ恩おん忠ただ志しの言葉は、短くぶつ切りになっていた。妙な文節で切って、息継ぎをしている。苦しそうだ。宗そう助すけも苦しさを感じていた。判然としない頭で、慈恩という名字は珍しいとは思った。だが、それだけだ。

　慈恩忠志は、大おお谷たに紗さ奈なを指差す。

「お前は、ダイヤだ。大谷はダイヤとも読める！」

　確かにそうも読める。ぼんやりした頭で宗助は頷うなずいた。

「峰みね倉くら舞まい華か、お前は、『倉』と、『舞』を、音読み、訓読み、混ぜると、クラブって読めるじゃん」

「ぁ」

　峰倉舞華が弱々しく呟つぶやいた。

「そう、なんだよ。トランプの柄だ」

　切れ切れに言って、慈恩忠志はもう一度、自分の名札を指差す。

「「「ハート」」」

　峰倉舞華、大谷紗奈、宗助の声が重なる。

「え、でも……金かね田だ、君は……？」

　大谷紗奈が弱々しく言った。声が小さく、呼吸だけ荒い。

「余って、るのは……スペードだけど……」

　峰倉舞華が眉まゆを寄せる。

　と、

「彼は……スペードだよ」

　馬ば場ば一いつ茶さが言った。酷ひどく困ったような声で。やはり、呼吸が辛つらそうだ。

「スペードは、トランプの、札でもあるが、同音異義語の、『スペード』は、『鋤すき』だ。金田の『金』を、金偏として、下の、名前の、宗助の『助』を、組み合わせると、『鋤』という漢字になる。トランプの、スペードと、同音異義語……」

　ダイヤ、クラブ、ハート、スペードと揃そろった。

「さすがは、英語の先生。で、あんたは九いちじくってんだろ？　トランプの『９』ってとこだ。どの柄にも『９』はある」

　慈恩忠志は少女に言う。そして、

「で、ここに、一人だけ、いなくてもいい、人間がいる」

　どこか愉ゆ快かいそうな笑みを浮かべて慈恩忠志はその名を告げた。

「あんただよ、馬場さん。ジョーカーだ。つまり、このゲームは、ババ抜きなんだよ」

　それは揺るぎない口調だった。

「待ってくれ」

　馬ば場ば一いつ茶さは必死の形ぎよう相そうで懇願する。ガチャガチャと「手」が音を立てた。

「そんな、バカげてる。そんな、ババ抜きだなんて、そんな……」

　言ってからゴホゴホとせき込んだ。額ひたいから汗が玉となって溢あふれ、ぷつ、ぷつ、浮いている。

「どんなに、バカげて、ようと、関係ない」

　慈じ恩おん忠ただ志しはそう返した。

「考えてみれば、あんただけが、無抵抗で、殺せる、唯一の、人間じゃねぇかよ。手が、塞ふさがってる。抵抗できないだろ？　あの一二三ワルツとかいう奴やつは初めからそのつもりであんたを拘こう束そくしてたんだろうよ、俺おれらに殺させやすいようにさ」

　最後のほうは、ひと息で言って、慈恩忠志はぜぇぜぇと呼吸を荒げた。

「俺は、死にたくないんだ。あんたを、殺さないと、助からないなら、俺はあんたを殺す。今更、いい子ぶる気なんてねぇよ。人間なんて、ひと皮剥むけば、そんなのばっかだ。善人ヅラしてたって、腹ん中は、真っ黒だろ？　俺は誰だれも信じない」

　慈恩忠志は過去に何かあったのかもしれない。そう想像させる悲痛な声だった。

　もちろん、宗そう助すけには窺うかがい知れないことではあったが。

　そして、慈恩忠志なら馬場一茶教諭を簡単に殺すだろう。

　馬場一茶は、無抵抗のまま殺される。何せ、拘束されているのだから。どんなに暴れても、あの妙な金属の「手」を外すことはできないのだ。宗助にも、他ほかの誰にも。

　生き物なんて、案外、簡単に死んでしまうものだ。悲しいことに。

「ちょっと、落ち着きなさいよ。あんた、言ってること、おかしいよ」

　峰みね倉くら舞まい華かが言う。顔色は優れない。

「おかしくねぇだろ。お前だって、助かりたいだろ？」

　慈恩忠志の言葉に、峰倉舞華は返事をしなかった。できなかった。それは無言の肯定だ。

　慈恩は続いて宗助を見た。

「お前も」

　そして、大おお谷たに紗さ奈なに視線をぶつけ、

「お前も」

　少女を見み遣やり、

「お前だって」

　満足そうに頷うなずき、慈恩忠志は両手を広げる。

「そうだよ。どうせ、みんな、自分が、助かれば、それでいいんだろ？　要するに、最後は、どれだけ、本心を、晒さらせるかって、こと、なんじゃねぇの？　これは、一人を消せるかどうかってゲームだ。できなきゃ全滅。なら、やるしかない」

「その……消さなきゃ、ならない、一人が……馬ば場ば先生？」

　峰みね倉くら舞まい華かが呟つぶやいた。

　コーという空気が抜けていく音と、ピッ、ピッというカウントが続いている。

　あと、どのくらい酸さん素そはもつのだろう？

　宗そう助すけは馬場一いつ茶さを見み遣やる。それだけの動作で足元がふらついた。

　ヤバい、と思う。

　そう思ったのと同時に、大おお谷たに紗さ奈ながくたりと前のめりに倒れた。

「サナちゃん！」

　峰倉舞華が駆け寄る。いや、その足取りも危うかった。

　大谷紗奈は、はぁはぁ、はぁはぁと浅い呼吸をしている。

「ほら、やべぇんだよ……、早くしないと、全員、死んじまう」

　慈じ恩おん忠ただ志しが言った。

「やめてくれ！　たす、助けてくれ！　し、死にたくない！」

「お前が、死ななきゃ、全員、死ぬ。名誉ある、戦死だと、思え、よ」

「やだッ！　いやだッ！」

　イスに拘こう束そくされた男は、やはり教師としての威厳など感じさせないただの小さな男だった。怯おびえている。恐怖を前にすれば、大人も子供も大差はないように思った。

　馬場一茶は独身だったか？　家族はいるのだろうか？　宗助は馬場一茶のプライベートを知らない。それはこの場にいる全員にも言える。誰だれのことも知らない。

　自分は？　自分が死んだら、誰か泣いてくれるだろうか？

　両親は泣いてくれるかもしれない。何人かの友人も悲しんでくれるかもしれない。

　でも、きっとすぐに忘れる。自分はその程度だ。

「おい、金かね田だ！　その瓶びん、寄こせよ！」

　慈恩忠志が一歩、宗助に歩み寄る。

　宗助は一歩、後ろに下がった。

「何、逃げてんだ、コラ」

　今にも掴つかみかかってきそうだ。下手をしたら、そのまま宗助を殺しかねない目をしている。慈恩忠志は右手を突き出した。

「おら、寄こせよ。俺おれが、全部、やってやるよ。お前は、俺から、薬を奪われただけだ。罪悪感なんて、少しも、感じなくていい」

　宗助は手の中の瓶を見遣る。

　慈恩忠志がまた一歩近付いた。まるでゾンビみたいだ。

　宗助も同じように一歩下がる。その瞬間によろけた。頭がぼぉっとする。発熱しているみたいだ。脳みそが茹ゆでられているようで、気持ちが悪い。

　これは毒である。疑問の余地はない。これをひと息で飲めば楽に死ねる。それなら――、

「僕ぼくが…………飲みます」

　気付けば、宗そう助すけは意識もせずにそう言っていた。

「あ？」

　慈じ恩おん忠ただ志しは不可解そうに眉まゆ根ねを寄せた。右手を突き出したまま固まっている。

「助かるのが、五人で、二十分以内に、一人、減らさないと、いけないって、だけなら、誰だれが消えても、同じでしょ？　なら、僕が飲んでも、同じじゃないですか？」

　それだけ言うのに、息が上がった。

「何、言ってるの、ソースケ」

　峰みね倉くら舞まい華かが言った。

　宗助は峰倉舞華を見ずに、手の中の小こ瓶びんを見つめながら答える。

「別に、自己犠牲とか、そういうのじゃ、ないです。もう……何か、疲れました。僕は、慈恩さんが、言うみたいに、生き残りたいって、そんなに、強く、思ってないです」

　口にすると確かにそれほど生き残りたいという願望がないように思えるから不ふ思し議ぎだ。死にたくないと思っていたのに、その反転は思いのほか、たやすかった。

「他ほかのみんなが、慈恩さんみたいに、思ってるなら、僕が消えるのが、一番じゃ、ないですか？　考えてもみれば、この瓶、僕の目覚めた部屋に、あったんですよ。ってことは、これ、初めから、僕が、飲む分だったんじゃないかって、思うんです」

　ひと言を発するのに、酷ひどく労力を要する。

　自分が棒読みでその言葉を口にしていることに途中で気付いた。

　喋しやべっている自分と、それを客観的に眺めている自分とがいる。

　でも、それは、いつものことだった。

　いつも、そうやって生き残ってきた。

　心を麻ま痺ひさせて。どんなことがあっても、それで乗り切ってきた。

　今回は、たまたま、それによって死ぬだけだ。

　死、それは、むしろ解放なのかもしれない。もう、苦しまなくてもいいのだ。もう、猫ねこも殺さなくて済む。本当は殺したくなんてなかったんだ。何度もやめようと思った。

　でも、どうしてだかできなかった。やめられなかった。

　だけど、この薬を飲めば楽になれる。

　自分が死んだあとの世界は、きっと穏やかだろう。

　他の五人は助かる。それでいい。

　みんなが宗助を見ている。

　峰倉舞華と目が合った。彼女はとても苦しそうに、「ソースケ」と、また名前を呼んだ。

　峰倉舞華に付き添われている大おお谷たに紗さ奈なはどう見ても限界だった。浅く速い呼吸を繰り返すばかり。

　慈じ恩おん忠ただ志しは何な故ぜだか、呆ぼう然ぜんとした顔をしていた。何だか、突然身に覚えのないことで叱しかられた小学生みたいな顔だった。

　馬ば場ば一いつ茶さはいまだにわけが分からない、という顔をしている。それはそうだろう。ただ、「馬場」という名前だけで用意された、殺されるための存在として拘こう束そくされているのだから。

　宗そう助すけは、小こ瓶びんのフタに手をかけた。
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「んじゃ、契けい約やくを交わしましょう。もちろん、契約を交わした後のことは理解してるでしょう？　それとも、ちゃんと説明してほしい？」

　一二三ワルツが嗜し虐ぎやく心たっぷりの声で言う。

　一にのまえはすぐさま答える。

「悪魔との契約は魂たましいをもって交わされる。契約者は死後、その魂を悪魔に差し出さねばならない。魂は地獄に幽閉され、永遠のときを過ごす。間違ってない？」

「いいわ。地獄に行く覚悟であたしの部下になりたいって言うんだから、断る理由はないし。あんた、意外に利口そうだし」

「褒めてくれたのは君が初めてだ。誰だれも僕ぼくが優秀だと認めようとしない。きっと、嫉しつ妬とだと思うんだ」

　一二三ワルツは微笑ほほえんだ。ショートパンツにタータンチェックのパーカ、フードをすっぽりとかぶっている。フードの両端には耳のような角のような突とつ起きがあった。その小さな右手には、鋭い錐きりが握られている。左手には羊皮紙。

「今すぐ地獄へ落ちろ!!」

　声をかすれさせて、あまりあが叫んだ。

　一にのまえはそれには返事をせず、一二三ワルツの目をじっと見み据すえている。

「覚悟はいい？」

　一二三ワルツは優ゆう雅がに言った。

「もちろん、一二三ワルツ様」

　一にのまえも同じように余裕の口調で答える。

　それこそが正解で、あまりあの悲痛な泣き声こそが場違いであるかのようだ。

「お前らに地獄に行くよりも苦しい目に遭わせてやる！　覚悟しろよ！　絶対許さない！」

「あたしの使い魔になったら、最初にあのうるさいのを黙らせてもらおうかしら」

「賛成だ」

　トントン、と、一にのまえは右手の人差し指で肘ひじ掛かけを叩たたいた。ドクロの指輪が鈍くギラリと光る。そして、金属製の拘こう束そく具ぐである「手」に掴つかまれたまま、一にのまえは、その人差し指をピンと伸ばす。

　一二三ワルツは錐きりをくるくると回転させ、それからパシリと定めると、一にのまえの突き出している人差し指に向けて突き出した。先端が輝く。

「ちくっとするかも」

「少し痛いくらいがちょうどいい。旧友を裏切るのだし」

　一にのまえは自らの意志でその尖とがった錐に人差し指の腹を押し付けた。ちくりと痛みを覚える。小さな熱。そこから一にのまえの赤い血が溢あふれ、ぽとりと床に滴った。

　一二三ワルツは羊皮紙を差し出した。

「さぁ、契けい約やくを交わしましょう」

　にこやかな表情で言う。

「あぁ」

　一にのまえは、ガチャンと拘束具を鳴らしながら、羊皮紙に向けて指を差し出した。そして、



「僕ぼくとあまりあの手て枷かせをはずしてくれ。可か及きゆう的てき速すみやかに。迅じん速そくに。疾しつ風ぷうの如ごとく」



　指を押し付ける。

　瞬間、契約は結ばれた。

「「ッ」」

　それは一二三ワルツとあまりあとの声にならない間であった。

　カシャンと一にのまえとあまりあの腕うでを掴み続けていた「手」が開かれる。

　一二三ワルツの反応は速かった。

　しかし、あまりあの行動のほうがもう僅わずかに速かった。ダン、という一歩目。それで空気がギンと引き締まる。ビリビリと巨大な格子窓が共鳴した。分厚いガラスが割れんばかりであった。照明に照らされ天使の輪を描いているあまりあの金色こんじきの髪かみが、鞭むちのようにしなった。彼女の豊満な身体からだを包む漆しつ黒こくのライダー・スーツがぎゅっと鳴いた。

　ビュンッと音がする。あまりあの右の拳こぶしが空くうを切る音だ。

「くッ!!」

　それは一二三ワルツの口から洩もれた。間一髪で、一二三ワルツはあまりあの打撃をよける。が、かぶっていたフードがビリッと破けた。いや、破けたというよりは、消滅した。その部分だけ。

　それで終わりではない。あまりあの左の拳による第二撃が繰り出される。まるで一撃目はただの助走の役割でしかなかったとでもいうかのような、強大な二撃目。

　ビュンッ。

　一二三ワルツは、それもまたガラス一枚分くらいの間隔でよける。

　空振ったあまりあの拳こぶしは、バガンと壁を粉砕した。雷鳴のような轟ごう音おんが響きわたる。欠片かけらが周囲に散弾銃の弾のように飛び散った。バチバチバチ、と、壁や柱に当たる音がする。あまりあ自身にも欠片がブチ当たるが、あまりあは瞬またたき一つせず、一二三ワルツの行方に狙ねらいを定めている。

「何なのよ、バカ力女！」

　一二三ワルツはその場から、素早く後方へ飛ぶ。タンッ。

　が、その細い脚あしを、一にのまえが捕まえた。さして労力も必要とせず、ゆっくりとした動きだった。だが、確実に一二三ワルツの左足首を掴つかんでいる。

「な」

　一二三ワルツが小さな驚きを零こぼす。空中でバランスを崩し、そのまま一にのまえに拘こう束そくされる。

　一にのまえは、

「ごめんね」

　そう囁いて、一二三ワルツの腹部に打撃を加える。一二三ワルツはそれで沈黙した。あっ気ないものだ。一二三ワルツはくずおれ、一にのまえがその細い肢体を支える格好となる。

「よし、この部屋から出て、急いで九いちじくたちを――」

　一にのまえが言いかけている途中で、

「死なすと言っただろう？」

　あまりあの声。

　ガンッ。

　凄すさまじい一撃が一にのまえの顔面を襲った。一にのまえの意識が一瞬、遠のく。ぐらぁり、と。

「そ、そりゃ、ないだろ……」
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「やめとけ」

　冷れい徹てつな声で、九いちじくという少女が言う。そして丸くて黒い靴をトコトコ鳴らせて宗そう助すけの目の前に立った。少女は小さく、宗助の胸ほどしかない。

「甘ったれるなよ、小僧」

　少女のくせにそんなことを言う。

　甘えのつもりはない。ただ、自分が消えれば上う手まくいくというのなら、それでいいと思っただけだ。平穏に解決する。誰だれも損をしない。

「……仕方、ないんじゃない？　だって、この中で、一人、減らさなきゃ、全員、死ぬしか、ないんだから」

　自じ虐ぎやく的てきな言葉がついて出た。そう言っている間にも、どんどん息苦しさが募っていく。

　確実に酸さん素そが減っている。それが分かった。頭の内側からガンガンと殴られているような頭痛がする。

「お前のような奴やつが一番ムカつく」

　何度目だろうか、酷ひどい言われようだった。

　でも、とりたてて反論する言葉も思い付かなかった。それはこの空気の薄さで頭が朦もう朧ろうとしているせいだろうか。

「……ごめん」

　口の中でもごもごとそれだけ言う。

　少女はもう「謝るな！」とは言ってくれなかった。

　丸い瞳ひとみが宗そう助すけを睨にらみつけている。

「慈じ恩おん忠ただ志しのような人間は、自己中心的で他人を踏み台にするタイプだ」

　少女は慈恩忠志をそう評し、彼を指差した。

　慈恩忠志は今にも泣き出しそうな顔で笑う。はぁ、はぁ、と息を切らしている。

「他人のことなどお構いなし、最低な人間だ。それでもあいつのほうがまだマシだ」

　少女は声を荒げた。

「理り不ふ尽じんなことには怒れ。おかしいと思ったらおかしいと言え。不満なら、それを言葉にする努力をしろ。嬉うれしかったら笑うものだ。美う味まいものを食ったら、頬ほおが勝手に綻ほころぶものだろ？　悲しかったら泣くんだ！　苦しいなら、苦しいと主張しろ！」

「何、言ってんの？　それが、何だって言うの？　そ、そんなことしても、何にも、ならないだろッ!!」

　宗助も怒ど鳴なり返していた。こんなふうに怒鳴ることは宗助にとっては珍しいことで、自分でも驚いた。言ってから、ごほごほと噎せる。

「そうだ！　それはそれだけだ！　だが言え！　お前のような奴が一番最低だ！」

　宗助は、髪かみをぐしゃりと握る。咳せき払ばらいをし、平常心を取り戻そうと努める。

「僕ぼくが、我慢すれば、全部、上う手まくいくんなら……それでいい」

「ふざけるなよ！」

「ふざけてない」

　少女は、グイと宗助の胸ぐらを掴つかんだ。そのまま、ガンと引き倒す。宗助は頭を打った。少女は宗助の胸ぐらを掴んだまま、馬乗りになる。。

「いいか、よく聞け、バカ野郎。私は、この場にいる人間を助けないといけないんだ。お前も含め、な。それが私のゲームだ。勝手にお前に死なれると困るんだよ！」

「き、君の、都合じゃないか！」

「そうだ！　お前など、野の垂たれ死じのうと構いやしない。だが、死ぬならここから出てからにしろ！　その後、首を吊つろうが飛び降りようが止めない。好きなように死ね。お前のような生き抜く気のない奴やつは死んで構わない」

「僕ぼくだって死にたいわけじゃない！」

「自分だけが悲劇の主人公か？　お前も自分のことしか考えていないバカの一人にすぎん。それを知れ。知っているか、いないか、それが重要だ！」

　わけが分からなかった。

　宗そう助すけは顔を歪ゆがめる。

「も、もう、いいだろ？　許してよ」

　そう言った。

　だが少女は、

「いいや、許さない。お前には生き残ってもらう」

「何だよ、それ、わけ分かんないよ。どうするんだよ……。誰だれかが、一人、減らないと、五人にならないじゃないか！」

　宗助が言うと、少女は腕うでの力を少し緩ゆるめた。そして唐突に呟つぶやいた。

「そうか」と。

　そして、周囲を見渡す。宗助は床に引き倒されたままで、少女が馬乗りになっている。

　その様子をみんなが見ていた。口も挟めず。止めることもできず。

　慈じ恩おん忠ただ志し、峰みね倉くら舞まい華か、大おお谷たに紗さ奈な、イスに括くくりつけられたままの馬ば場ば一いつ茶さ。大谷紗奈の消しよう耗もうが一番進行している。大谷紗奈を除いた他ほかのメンバーは虚うつろな目をこちらに向け、ぜぇぜぇと息を切らしている。

「ここには、初めから五人しかいない」

　少女はそう言った。不ふ思し議ぎと少女だけは声がしっかりしていると、宗助はそのとき思った。

「……何を、言ってるの？」

　そこで、言葉を選んでいるふうにして峰倉舞華が口を挟む。顔色が悪いのは蛍光灯の白い光のせいだけではないだろう。彼女の青いタイツが伝線していた。

「人間はここには五人しかいない。私は、初めから数に入れなくていいんだ」

「……どういう、こと？」

　峰倉舞華はもう一度質問を重ねる。言って、口を押さえた。吐きそうなのかもしれない。

「説明している時間などない！　クソ、ムダに使い過ぎた！」

　少女はボイスレコーダーを睨にらむ。

「残り五分を切った」

　もう一度、クソと吐き捨て、少女は宗助から小こ瓶びんを奪い取って、立ちあがる。

「ぁ」

「この薬だ」

　少女は小こ瓶びんを睨にらみ付けている。

　そうしている間にもコーという音がする。空気が減っているのが分かる。

　少女は小瓶をとっくりと見つめ、そして、唇くちびるの端を持ち上げた。

　ニヤリと笑う、それがぴったりだ。

「小僧、お前の目覚めた部屋にはこの小瓶とボイスレコーダーと腕うで時計があったのだな？」

「……あ、あぁ、うん」

　よく分からずに宗そう助すけは頷うなずく。

「ボイスレコーダーとやらには、『必要定てい数すうは五人』と吹き込まれていた」

「……そう、だよ」

「一二三ワルツの問題のせいで、六人から一人減らすことばかり考えているが、じゃあ、その時計は何に使う？　動いてもいない。制限時間を教えてもくれない無用の代物だな」

　宗助は左腕に巻いた、動いていない腕時計を見み遣やった。視界がかすむ。確かに、何かに使うのだろうと思ってはめていたが、ここまで何かに使うことはなかった。

「見せろ」

　少女が言う。

　宗助は震える手で腕時計を外した。そして少女に差し出す。

「どう、するの……？」

「はん」

　と、少女は鼻はなで笑った。

「腕時計というよりは、このベルトを使う」

「ベルト？」

　最短距離で留めても余った、腕時計のベルトには八つの穴があった。それぞれは等とう間かん隔かくで七ミリくらいの幅だった。

「算数の問題だ」

　少女は言った。

「小瓶の中の薬を五人で平等に分ける。道具に使えるのは腕時計のベルトとナイフだけだ。どうすればいい？」

「何、言ってんだよ」

　慈じ恩おん忠ただ志しがけげんそうに口にする。息が荒い。頭を押さえていた。頭痛がするのだろう。

「瓶の底に、ベルトの穴の一番下を合わせる。一、二、三、四」

　言いながら、少女はベルトを定規のように用いて、瓶にナイフで傷をつけていく。

「これで五等分だ。これが『必要定数』の答えだ。この薬は五人で分けなければならない。この薬を五人で分け合え」

「でも、それ、毒なんじゃ、ねぇのかよ……？」

　慈じ恩おん忠ただ志しは喘あえぎ喘ぎ言った。

「一二三ワルツはひと言も『毒』とは言っていない。『まるまるひと瓶飲めばあの世行き』とは言ったがな」

　少女は鋭く言い放つ。

「なんか、子供の頃ころ、飲まされた、風邪薬、の、シロップ、みたい」

　峰みね倉くら舞まい華かが言った。笑うのに失敗したような顔をしていた。

　宗そう助すけもそう思った。あのプラスチックの容器にも線が入っていて、一度にここまで飲んでくださいね、と医者に言われるのだ。しかし、宗助は実は、あの変に甘いような苦いようなシロップが苦手だった。普通のカプセルや粉薬のほうがよかった。

　が、

「待って、くれ」

　馬ば場ば一いつ茶さが言った。やはりその声も苦しそうにかすれている。

「その薬を五等分だ、というのが、その、『必要定てい数すう』とかいうものだと、しよう。だが、それでもこの場には六人いる。一人、飲めない」

「それでいいんだ」

　少女は答えた。

「私は飲まなくていい」

「おかしいじゃない、それ」

　峰倉舞華が言った。

　その言葉とほとんど同時に、

「それ、飲んだら……どうなる、の？」

　朦もう朧ろうとした感じで大おお谷たに紗さ奈なが言った。壁に寄りかかり、今にも倒れてしまいそうだ。

「分からん」

　少女は答える。

「分からんって、何だよ？」と、慈恩忠志。しかし、もう、彼の声にも覇は気きがなかった。

　酸さん素そが薄い。みんな、はぁ、はぁ、と、短い呼吸を繰り返している。

　なのに、少女の声は、何な故ぜだかはっきりしている。

「分かっているのは、一二三ワルツは、この場にいるお前らに殺し合いをさせようとしているということだ。だが、私は、それを止めなければならない。私に与あたえられたゲームは、お前らを止めることだ。お前らからすればわけが分からんだろうが、私からすれば、この場には五人しかいないんだよ。人数はぴったりなんだ」

　一瞬、静まる。コーという空気が抜かれていく音と、ピッピッという電子音だけ。

「私は、英語教師だから、上う手まくは、言えないが、もしかしたら、その薬を飲めば、仮死状態になるのかもしれない」

　馬ば場ば一いつ茶さ教諭が言った。

「その中身が何だか、私には、分からない。だが、たとえば、ふぐ毒の、テトロドトキシンは、まれに、仮死状態を、引き起こすことが、あるそうだ。量による。仮死状態を目的とするのではなく、死にかけていたが、結果的に助かる、という認識のほうが、正しいけれど」

「でも、そうだと、して、薬を五人で分けても、必ずしも全員、助かるとは、限らない、じゃない」

　峰みね倉くら舞まい華かが言った。

「体重は？」

　馬場一茶教諭が訊たずねる。本当に苦しそうに。

「みんなの体重だ。致死量という言葉を耳に、したことがあると思うが、あれは、正確では、ないんだ。何な故ぜなら、人間を、使って、毒物の量を測定、する、ことが、できないからだ。基本的には、動物実験と、事故などによる、報告書から、推測される、量なんだ」

　馬場一茶はゆっくり頭を振った。

「それが、体重と、何の関係があるんだよ？」

　慈じ恩おん忠ただ志しが言った。もう、随分と大人しい口調に変わっていた。限界なのだろうと思われた。

「薬物の量は、実際には、年齢よりも、体格によって、決まる。私の見立てでは、ここにいるみんなは、五〇キロ前後だろう。峰倉も大おお谷たにも、女性らしくふくよかだ。金かね田だと、君と、私も、少し痩やせぎすだな」

　そして、ゆっくり少女を見た。

「あの子以外、みんな、体格に大差がない。五人で分けるのが解答だと、言うのなら、その通りだと、思う」

　少女は凛りんとした姿で立って、それを聞いていた。

「あの子以外、我々で、薬を分ける。すると、恐らく、仮死状態に、なる。しばらくの間は、低てい酸さん素その状態でも、死なない。確かに、この状況では、これ以上ない答えだ」

「し、しば、らくって……どの、どの、くらい、ですか？」

　大谷紗さ奈なが訊ねる。

「それは、たぶん、一時間も、もたないだろう」

「ねぇ、それって、どういうこと？　あの子だけ残して、アタシたちだけ助かるの？」

　峰倉舞華が声を絞り出す。

「それは違う」

　少女が言った。

「お前たちは眠りにつけ。私がお前たちを助ける。言ったろ、これはゲームだ。命がけのな」

「逆じゃねぇの？　お前、一人が、助かろうって、魂こん胆たんなんじゃねぇの？　これは、やっぱり毒で、ひと瓶びん、飲もうが、ひと口舐なめようが、関係なく、死ぬんじゃ、ねぇの？」

　この期に及んで、慈じ恩おん忠ただ志しは言った。

「かもしれない」

　不敵に少女は微笑ほほえんだ。

「何で、お前だけ、この中で、助かんだよ？　俺おれらが、運よく仮死状態になったとして、お前は平気。わけが分かんね。それに、お前が、俺らを、助けるって、いう保証は？」

「そんなものはない」

　慈恩忠志の顔は苦く悶もんに歪ゆがむ。

「どうしろってんだよ」

「祈れ」

「神様に？」

「悪魔でいい」

　慈恩忠志は、やはりわけが分からないというふうに頭を振った。その動作でよろめく。

「すぐに私の仲間が助けに来る」

　少女は言う。

「ホントかよ？」

「……はずだ」

　何だか曖あい昧まいな答えだった。

「お前たちを死なせるわけにはいかない。それが私に与あたえられたゲームだ。もう、お前らも限界だろう。誰だれを殺す気力もないだろう。瓶は私の手の中にある。奪う気力もあるまい。このまま酸さん欠けつで死ぬか、私に賭かけてみるか、どちらかだ。選べ」

　慈恩忠志は「クソッ」と吐き捨て、ぶちぶちと缶バッジを外した。

「これを、使え。猪ちよ口この代わりだ」

　少女に差し出す。缶バッジは、缶というより、ビール瓶のフタのような造りをしていた。

「いいか、お前ら、言っておくが、これ、全部レアもん、なんだ。使ったら、洗って返せよ」
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　薄暗い廊下を二つの影が走り抜ける。

「何なのよ、ここ！」

　あまりあが怒ど鳴なる。

「廊下だろうか」

　一にのまえが言った。左の目の周りに痣あざがある。

「もう一撃食らいたいの？」

「すまない。とにかく急がないとまずい。九いちじくが上う手まくやってくれているといいんだが」

「あたしの九いちじくちゃんがヘマするわけないでしょ？」

　と、暗くら闇やみの向こうに、一つの扉が立ち現れた。二人の行く手を遮さえぎるように。

　二人は足を止めない。まっすぐ突き進む。そのまま体当たりするつもりで。

　だが、扉は向こうから開いた。

　そこで、二人は脚あしを止める。ぎゅん、と急停止。

　扉の向こうには斧おのを手にした白髪の男が立っていた。男は二人を認めると、

「一二三ワルツ様をどうなさいましたか？」

　存外ゆったりとした口調で訊たずねた。

「あんたのご主人様なら、今いま頃ごろ、おねんねよ」

　あまりあは言って、拳こぶしを構える。全身を包むライダー・スーツが、きゅっと引き締まる音が微かすかに響いた。オレンジ色の照明が彼女の全身を照らしている。

　しかし、男は頭を振った。長い白髪がゆっくりと揺れる。

「あなたとやり合うつもりはございません。勝てない勝負はしないことにしているのです。そのような命令も受けておりませんし、向こうのゲームももうそろそろ片がつくでしょう。結末は、彼ら次第です」

　白髪の男は、斧を手にしたまま、ゆっくりとした足取りで一にのまえたちのほうへ歩み寄り、そしてそのまま通り過ぎて行った。編み上げのブーツがことりことりと音を立てる。

「どーゆーつもりよ？」

　あまりあが叫んだ。

　白髪の男は振り返る。

「わたくしは、そもそも人間になど興味はないのです。あなたがたや、あるいは一二三ワルツ様のようにも。わたくしには、どうでもよいことなのです。すべては些さ事じです。彼らが生き残るならばそれもよいでしょう。彼らが死ぬのなら、それもまたよいでしょう。わたくしにとっては同じことです」

「あんた、何なの？」

「わたくしは、一二三ワルツ様の使い魔です。それ以上でもなく、それ以下でもありません。もしも、彼らがゲームにクリアしたら、あなたがたで救出なさってください。本来ならば、そこまでする予定もなかったのですがね。一二三ワルツ様の計画では人間たちが生き残ることはできないはずでしたので。これは、まったくの想定外です」

　白髪の男はそれだけ告げて暗くら闇やみの中に消えた。

「肩透かしもいいとこだわ」

「君は分からんだろうが、使い魔っつーのは大変なんだぞ？　主人の理り不ふ尽じんな要求に振り回されっぱなしなんだ。彼は使い魔の鑑かがみだよ」

　一にのまえは暗闇を少しの間、見つめていた。

「何、言ってんだ、お前」

　あまりあの言葉に一にのまえは「いや」と、かぶりを振る。

「それより急ごう。本気で時間がない」

　二人は扉を抜ける。

　そこはエントランス・ホールのようだった。

　六角形の模様が描かれた暗いベージュの壁紙。柱やアーチ、扉は濃い飴あめ色いろの木でできていて、豪ごう奢しやなシャンデリアの明かりで光沢を放っている。

　一にのまえとあまりあが開いた扉は二階の扉だったようだ。

　廊下がまっすぐ伸び、それから広い階段が下へと続いている。洋紅色カーマインレツドの絨じゆう毯たんがその廊下から階段へと続き、そしてエントランス・ホールの一階にも敷かれていた。階段の手すりは、ツタが絡まり合ったような凝った造りをしている。

「あれだ！」

　一にのまえが指差す。右手の人差し指のドクロが光った。

「早く助けなきゃ！」

　あまりあが駆け出す。



　＊＊＊



　それぞれに缶バッジを手にしている。

　馬ば場ば一いつ茶さだけが腕うでを拘こう束そくされており、代わりに少女が彼の口に小こ瓶びんを向けている。みんなで分け合ったので、最後の一人分は瓶びんに残された分だけでよい。少女が入れた線で綺き麗れいに分けられていた。宗そう助すけの手の中にあったときより、少女の手の中でのほうが大きく見える。

「零こぼすなよ？」

　少女は言った。

　みんな頷うなずいたようにも見えるが、ふらふらしているだけかもしれない。

　少女を除いて、全員タイルの上に座り込んでいた。まず第一に立っているのが辛つらかった。その意味で、少女は本当にこの中でただ一人生きていられる人物だ。何な故ぜなのかは分からない。そして第二に、薬を飲んだら、意識を失う。立った状態で倒れるのは危険だ。そういう理由で座ることになった。

　宗そう助すけは渡された缶バッジを見つめている。表面張力でぎりぎり零こぼれない。手が震えているので今にも零しそうだ。

「全員一度に飲むんだ。いいな？」

　少女が言う。

　やはり、みんなの反応は曖あい昧まいだった。

　宗助はふと思い出して、

「あの、峰みね倉くら、先輩」

　隣に座っている峰倉舞まい華かに呼びかける。少しだけ躊躇とまどい、それから言った。それを訊きくのに何な故ぜかとても勇気が要った。

「最高の一枚と、最高の一冊と、最高の一本、見つけました？」

　そう言った一瞬だけ峰倉舞華は面食らったようだったが、すぐに、

「覚えてたんだ」

　と、小さく笑った。

「まだ。だから、これからも、探さなくちゃ」

「……ですね」

「アタシは……死にたくないよ」

　その瞳ひとみは、宗助にも死なないでほしい、と訴えかけていた。

　宗助はぎこちなく微笑ほほえんでみせる。

「いいか？　一、二、三、だぞ？　いくぞ？」

　少女が全員を見渡す。

「いち」

　コーという空気が漏もれる音。

「にぃ」

　ピッ、ピッ、と、ときを刻きざむ音。

「さん」

　一斉にグイと薬を飲み込む。小さなグラスでウォッカやテキーラでも呷あおるみたいに。

　宗助はそれを見ていた。

　全員、咽の喉どがごくりと大きく動いていた。液体が食道を通過していくのだろう。

　ピッ、ピッ、ピッ。電子音で五秒ほどの後、大おお谷たに紗さ奈なと峰倉舞華がぱたりと倒れ、その一秒後に、慈じ恩おん忠ただ志しが倒れた。イスに括くくりつけられたままの馬ば場ば一いつ茶さ教諭を見み遣やると、頭をがっくりと前に傾けていた。

　そして少女と目が合う。

「何故、飲んでいない！　早く飲め！」

　少女が言う。

　宗そう助すけは二人きりになるこの瞬間を待っていた。

「まだ、よく、分からない。どうして、君だけ、五人に、含まれて、いないの？」

　そう言った。そう言うだけで息が上がった。もう随分と空気が薄くなっている。目がチカチカしている。

　少女は平然とした声で返した。

「お前には言ったはずだ。私は悪魔なんだ」

「……悪魔？　悪魔ってのは、人間に、害を、及ぼす、もんでしょ？　でも、君は、まるで、僕ぼくらを、助ける、天使様、みたいじゃないか」

　ごほっと咳せきが出る。表面張力で保たれている液体が、プリンのようにぷるぷると震える。

「天使は人間を助けたりしない。神も、な」

　少女は不機嫌そうに言う。

「お前らを生かすこと、それが私のゲームであり、契けい約やくだったからだ」

「契約？」

「悪魔は魂たましいと引き換えにその人間の願いを一つ叶かなえる契約を交わす。願いを叶えられた人間の魂は悪魔の所有物となり、その死後、地獄で永遠のときを過ごす」

「じゃあ、たとえば、僕が、途中で、『助けて』、と、願えば、助けて、くれたの？」

　宗助の問いに少女は眉まゆを持ち上げた。

「……地獄に行きたいのか？　やめておけ。甘いもんも食えなくなるぞ」

　どこまでが本当なのかよく分からなかった。

　宗助は自分の手の中にある薬を見み遣やる。

「君は、一人残されて、どうするの？」

「どうもしない。お前ら全員が助かるのだから、私の勝ちだ。すぐに部下が来る」

「大丈夫なの？」

「何がだ？」

「何がって……」

　宗助は言いよどんでしまう。次の言葉が上手に引き出せなかった。

　頭がクラリとする。

「おい、二分を切ったぞ？　早く飲め。全員、死んでない。私の解答で間違いではないんだ。信じろ！」

　少女が言った。

　宗助は缶バッジを口につける寸前で止めた。液体が今にも零こぼれそうだった。

「もし、飲まなかったら、僕は、死ぬよね？」

「だろうな」

「僕ぼくが、死ぬと、どうなると思う？」

「私は負ける」

「君が負けると、ここにいる、みんなは？」

「死ぬだろうな。苦しくないのか？」

「頭が、上う手まく、働かない、んだ」

「早く飲め。残り一分三十秒」

「一つだけ、謝らなきゃ、ならないことが、ある、はずなんだ」

「それは私にすべき謝罪ではないだろう」

「ごめんなさい」

「……心からそう思うのなら、ちゃんと生きることだ。生き抜こうとすることだ。猫ねこを殺したりして気を紛らわせるのでも、自分を卑ひ下げして諦あきらめるのでもなくな」

　少女の声が少し遠い。どうして、少女は宗そう助すけが猫を殺していたことを知っていたのだろうか。

「人間の人生にはいくつかの選択肢がある。並んでいる選択肢のどれかが正しくてどれかが間違っているというわけじゃない。どれもある意味で正解だし、どれもある意味で不正解だ。そして、単に同時に選べないというだけでもある。一度に正しい選択をすることが許されていない。それだけだ」

　一瞬、ふらりとする。液体を零こぼしてはいけない。

「覚悟だけしておけ」

「覚悟？」

「世界はお前なんか必要としていない」

「……」

「お前なんていてもいなくても、世界はちっとも困らない」

「……めちゃくちゃだな」

「この世界は酷ひどいところだ。本当に酷いところだ。夢も希望もありゃしない。それでも生き延びとけよ。必死に生き延びようとする姿は醜みにくいが、その醜さが人間の本分だ。本分を全うしろ。いいか？　約束だ」

　少女は言った。

「約束？」

「ちゃんと生きろ」

「何、それ？」

「だから約束だ。契けい約やくじゃない」

「命令、みたいじゃないか」

「命令してるんだ」

「それじゃ、約束じゃない」

「早く飲め。残り十秒、九、八――」

　宗そう助すけは薬を一気に呷あおった。生き抜くために。

「どっかで、また、君と、会えると、いいな」

「二度とごめんだ」

　少女は言った。

　そして宗助の意識は深く沈んで――



    

  
    
      


七帰還

　　-Welcome home-



　そして、僕ぼくは目を覚ました。

　そして、という連続性は、どこからを示しているんだろう。

　至って平凡な朝、カーテンを引いた窓の隙すき間まから朝日が差し込んでいる。

　頭がぼんやりしていた。寝起きなのだから、仕方ない。

　目覚めは常に不快感を伴う。憂ゆう鬱うつな一日の始まり。

　今朝もまた、何か大切なものを忘れてきたような、奪い取られたような、そんな気持ちから始まった。浅いまどろみの中にずっといたかった。そこでなら、僕は何も感じず、何も考えず静かに生きていける。でも、それはもしかしたら、死んでいることとほとんど同じなのかもしれない。

　枕もとの目覚まし時計に腕うでを伸ばす。

　時間は、七時九分。三十分にセットしていたのだが、二十一分も早く起きてしまった。でも、ここでもう一度寝たら、次は起きられない気がする。

　グッと背を伸ばして起き上った。欠伸あくびが漏もれる。

　洗面台で顔を洗い、朝食を食べ、歯を磨き、制服に着替えて、髪かみをセットし、いつもよりほんの少しだけ早く家を出た。

　学校までは自転車で通っている。駐車場の端に自転車も置いてある。カギを外して跨またがった。イヤフォンをして、音楽プレーヤーを再生させる。ニルヴァーナの『HEART-SHAPED BOX』が流れる。風を切って走ると、せっかくセットした髪はすぐに乱れてしまう。それを左手でちょこちょこと押さえながら進んだ。

　平へい坦たんな道を進むと河川敷が見えてくる。

　僕にとって、そこは後ろ暗い場所だ……。

　そこを通り過ぎるとき、僕はいつも嬉うれしいような悲しいような、それ、と明言できない不ふ思し議ぎな感情を覚える。

　僕は猫ねこを殺したことがある。猫に罪は……たぶん、ない。

　僕は、僕の、純粋に卑しい欲望によって猫を殺した。僕の手は汚れている。

　誰だれにも、それを話したことはない。秘密だ。知られたくない。

　いつだか聞いたことがある。猫を解体してやった、という声を僕は学校の中で聞いた。自慢げな言い方。得意げな語り。

　その人と僕とは何の接点もない。趣味も違うだろう。

　でも、同じように残酷だ。

　それなのに、僕ぼくは彼に嫌悪感を抱いた。同じ量の親和の感情を覚えながら。

　僕と彼とは違う人間だが、どっかで同じようなところがある。

　僕が猫ねこを殺したときに感じたものは安あん堵どだった。

　死の先はない。死んだ猫にその先はない。僕にも先なんかない。行き止まりだ。

　だから、僕に殺された猫と、猫を殺した僕とは同じなのだ。

　僕は、僕を殺してしまったようなものだ。

　僕は何人もの僕を殺してきた。僕は殺人者だ。

　死んだ猫の目は僕を糾弾するでもなく、お前の正体を知っている、と蔑さげすんでいた。

　少し早い時間に出たせいか、通学の自転車は、まだあまり走っていない。遠くに一台、見えるくらいだ。部活の朝練に出る生徒は、もっと早く行くし、一般生徒はもう少し後にここを通る。だから、今の時間は不ふ思し議ぎと人通りが少ない。

　ぽっかりとした、奇妙な空間になっていた。

　汚い川が流れている。河川敷にはたくさんゴミが捨てられていた。粗大ゴミを出すとお金がかかるので、こういうところに捨てていく人が多い。一人が始めると、みんな追随する。人間というのは嫌な生き物だ。

　今日は少し暖かかった。

　自転車を停とめて、少しだけ薄汚い川を眺めていた。

　音楽プレーヤーは今、ニルヴァーナの『ALL APOLOGIES』を流している。

　川自体は汚いのだけれど、光の加減で水みな面もがキラキラと輝いている。それは綺き麗れいだな、と思った。汚いものを隠しているのかもしれない……。

「……ごめんなさい」

　口の中でもごもごと噛かみ砕くように言った。

　僕は音楽プレーヤーを停止させた。耳からイヤフォンを外して、川とそれから空を見上げる。太陽の光を直接見てはいけない、そう言われた少年が光を直視してしまった結果、数学の天才になる、という映画を観みたことがあって、それを思い出した。

　今日はいい天気になりそうだ。ただ、空を見上げていたので、一瞬目眩めまいがした。

　顔を戻すと、目の前に、カート・コバーンが立っていた。

　ボロボロのジーンズ、黒と赤のボーダーのセーター。その左肩は大きく解ほつれていた。ペラペラのスニーカーを履いている。まだらの金髪。無ぶ精しよう髭ひげに、眠たげな瞳ひとみ。その瞳は青い。猫背だった。いや――。

　よく似ているが、カート・コバーンのわけがない。彼はずっと昔に自殺したロックミュージシャンなのだから。ただの他人の空似だ。

　目が合った。

「やァ」と、彼は言う。

　宗そう助すけは一瞬、グッド・モーニングと言いそうになって、

「……おはよう、ございます」、何とかそう返した。

　遠くのほうから、ドドドドドドと低い音が聞こえてきた。次第に迫ってくる。

　車体の黒いアメリカン・タイプの大型バイクだった。

　乗っているのはきらめく黄金の髪かみを持った女の人だった。ヘルメットはしていない。身体からだにぴったりと張り付くようなライダー・スーツに身を包んでいる。どちらかと言えばスポーツ・タイプのバイクに乗る装いだ。

　ドドドドドド、ド。排気音が止まる。

　車体のサイドには炎とスカルを模したマークがペイントされていた。

「やァ、アマリア」

　カート・コバーン似の男が言った。

「はぁい」

　男に手を振り、それから僕ぼくを見た。

「あら、珍しい。かねやんじゃん。何してんの？」

　まるで十年来の友人のような馴なれ馴なれしい口調で僕に言う。

「え……あの……」

　僕は口ごもる。誰だれだ？　見覚えはないのだが……。

「何よ、恩知らず。ま、無理もないけどね。記憶はごっそり抜け落ちてるみたいだし」

「何の話ですか？」

「べっつにー。それより、かねやん、ここで会ったが百年目だから言っとくけど」

「そのヨウホウは正しいのか？」

　カート・コバーン似の男が呟つぶやく。

　僕も微妙だな、と思った。

「もうちょい笑ったほうがいいよ。あんた、何かこう、不幸そうなのよね。笑う門には福来きたるっつーし。空元気も元気のうちよ。あんたも」

　と、その女の人は、カート・コバーン似の男を指差す。

「仏頂面しちゃって。陰気くさいのよ」

「笑うのハ苦手なンだ」

「いいから、笑ってみなって」

　男は言われて、ぎこちなく、笑う。本当に下手くそな笑顔だった。

「ほれ、あんたも」

「え？　僕もですか？」

「そ。ほれほれ」

　妙な人に関かかわってしまった。嫌だなぁと思いながらも、何だか逆らうと怖そうなので無理やり笑ってみる。

「うわっ、へったくそ」

　女の人はそう言った。心から下手くそ、と思っている言い方だった。酷ひどい。

「ま、いいわ。練習しときなよ」

　もういいというのを、プラプラ手を振ることで示して見せ、女の人はバイクのエンジンをかけなおした。ぶるん、ドドドドドド。

　それから女の人は僕ぼくの顔を見て、何か言った。

　何と言ったのか、バイクの音で聞きとれなかった。

「え、何ですか？」

　言ったが、僕の声もバイクの音に飲まれてしまった。

　女の人はそのまま、バイクを走らせる。あっという間にその姿は見えなくなった。

　何だったのだろう、と、思ってカート・コバーン似の男に目を向けたが、彼ももうそこにはいなかった。遠く、赤と黒のボーダーが見えるだけだ。

　僕は一人取り残された。どうして、あの女の人は僕を「かねやん」などと呼んだんだろう？　僕が金かね田だ宗そう助すけと知っていた？　やはり記憶がないのだけれど……。

　僕はもう一度、空を見上げる。

　今日は本当にいい天気になりそうだ。

　せっかくなので、サボッてみようかな、と、ちょっと思う。

　生まれてからこれまで、学校をサボッたことがない。

　でも、僕はサボらない。自転車をこぎ出す。何な故ぜか女の子の声を思い出した。真っ黒なワンピースを着た銀髪の女の子の声だ。テレビか映画か、そんなとこだろう。

　――ちゃんと生きろよ。約束だ。

　サボらなくても、遅刻くらいならいいかな、と思いながら、やはり遅刻もしないで学校へ着いてしまうだろう速度で僕は自転車のペダルを踏み込んだ。



    

  
    
      


八堕落する者

　　-Gate of inferno-



　少女が歩いている。

　ショートパンツにタータンチェックのパーカをだらしなく着た、色白の少女だ。

　髪かみが赤い。パーカのフードでその赤い頭をすっぽりと覆っている。フードの両端のシルエットは、ケモノの耳のようでもあり、物語に登場する悪魔の角のようでもある。

　少女はパーカのポケットに手を差し込んでてくてくと歩いていた。

　白い世界。何もない。上も下も右も左も。

　しかし、少女は歩いている。

　少女の前方には大きな門が見えている。それだけだ。

　少女はそこへ向かっていた。あるいは、少女が門へ向かっているというより、門が少女に近付いてくるようでもある。

　白い世界では、黒い門がとても目立つ。

　しかし、仮にその黒い門がなかったとしたら、世界は白いだけで、何も見えないのだから、「白」という認識自体が狂うのかもしれない。白しかない世界では、白は「黒」に相当する。

　少女はそんなことを思ったかもしれないし、まったく別のことを考えていたかもしれない。少女はただ無言で歩き続けた。

　時間は無限にある。

　そして、どれだけの時間を費やしたのか、少女は門の前にたどり着く。

　門は巨大だが、シンプルな黒い門だ。門というよりただのバカでかい扉がぽつんと所在なげに立っている。細さい工くはなく、堅けん牢ろうな鉄格子のようだった。

「一二三ワルツ様」

　ふと、そんな声がした。

　一二三ワルツと呼ばれた少女は、足元を見み遣やる。そこには一匹の白しろ蛇へびがいた。

　この白い世界では紛れてしまう。白い蛇は幸運の運び屋とも言うが。

「おにまる、お前、何してんの？」

　蛇はたちまち、男の姿へと変わった。

　黒いハイネックのセーターにレザー・ジーンズ、編み上げのブーツを履いている。それら黒衣に身を包んでいないと、男の姿はこの白い世界では溶けて見えなくなっていたかもしれない。肌はだは白く、髪も白い。黒衣の中心、ベルトのバックルがドクロの形をしていた。

「一二三ワルツ様をお待ちしていたのです」

「何で？」

　一二三ワルツは殊こと更さら、興味もなさそうに訊たずねる。

「わたくしは、あなた様の使い魔ですから」

「新しい主人を捜さがしなさい」

「わたくしの主人はあなた様だけでございます。あなた様が向かわれる先は、どこであろうとお供いたします」

「ふーん。ま、いいけど」

　一二三ワルツは巨大な門を見上げた。

「最悪だわ」

　一二三ワルツは吐き捨てる。

「悪魔が悪行しなくて何すんのさ！」

　唇くちびるをひん曲げて続ける。

「とにかく最悪。あの悪魔ちゃんは、バッカじゃないの。ホント最悪」

「最も悪いのですから、悪魔らしいのではないですか？」

　不意に、おにまるが言った。

　すかさず、一二三ワルツが睨にらみ返す。

　おにまるは無表情のまま肩を竦すくめた。

「わたくしにジョークのセンスはないようです」

「あんたは黙ってあたしについてくればいいのよ。あぁ、気分が悪い！」

「この向こうには大勢の人間がいるでしょうね」

　おにまるは言った。

「知り合いに会うのも最悪。昔、願いを叶かなえてやった奴やつとか。ちょっと前に、ロバート・ジョンソンって奴の願いを叶えてあげたことがあるわ。ギター持って十字路、歩いてたから音楽をあげたの」

「彼は案外、向こうで楽しくやっているかもしれませんよ？」

「あ、向こうにスナック菓子はあるのかしら？」

「…………さすがに、ないかと」

「それは……地獄だわ」

　そして少女は門を開いた。



    

  
    
      


仇悪魔を憐れむ歌

　　-Rock Anthem-



「あるところに、ひとりぼっちのカラスがいた」

　黒ずくめの男が言った。

　黒いシャツに黒い細身のジーンズ、黒いスニーカー。

　黒くろ髪かみを立たせていた。肌はだも浅黒いが、左の目の周りにひと目でそれと分かる痣あざがあった。右の人差し指にクレイジー・ピッグの大きなドクロの指輪をしている。

「カラスはずっと、ずっと、とても長い間、ひとりぼっちだったが、寂しいと思ったことはなかった。カラスは一人が好きだったからだ。高い木の上から他ほかの動物たちや人間たちを見下ろしているのも好きだった」

　そこは応接間のようだった。

　ガラス製のテーブルを挟んで革張りのソファーが置いてある。

　曇りガラスが嵌はめられた出入り口のドアには「九いちじく探たん偵てい事じ務む所しよ」の文字。

　しかし、探偵事務所の応接間としては、いささか貧相だ。

　さほど広くもない一室。ドアに近い側に低いテーブルとソファーが備えられ、その奥にデスクが一つあるだけ。そのデスクの上には旧型の黒電話が置いてある。

　壁に沿って、大小の棚が並んでいる。

　並んでいる書物の判型に統一性がなく、デコボコしている。収まりが悪い。

　本の他にも雑多なものが突っ込まれていて、さながら店主の趣味で開いているだけで客のいないアンティーク・ショップのようだ。

　背の低い棚の上には旧式のテレビがあるが、これがまたアンティークやレトロ、という前向きな響きを通り越して、単にボロい。

　黒ずくめの男は続けた。

「夕暮れどき闇やみが忍んでくる時間帯、カラスはやはり下界を見み下おろしていた。あるいは、見み下くだしていた。世界が赤く染まるのを眺めるのも好きだったし、赤が黒に塗り潰つぶされていくのも好きだった。あるとき、カラスのそばに一人の少女が現れた。真っ黒な服に身を包んだ無ぶ愛あい想そうな銀髪の少女だった。この話、聞き覚えがある？」

「知らんな」

　男の言葉に対して、短い返答がある。少女のものだ。割れた蛍光灯から降ってくる白い粉のような繊せん細さいながら尖とがった声をしている。

　テーブルを挟んで、男の向かいに黒い少女が寝転んでいた。

　少女は寝転がりながら、生クリームたっぷりのイチゴのケーキをホールごとぐさぐさとフォークでえぐっては、パクパクと口の中に運ぶ。少女の華きや奢しやな脚あしは黒いニーソックスで締め付けられていた。黒いエナメルの丸い靴を履いている。

　彼女もまた全身が黒ずくめだった。黒いワンピースを着ている。足を投げ出しているので僅わずかに捲まくれているが、少女はまるで気にしていないようだった。

　しかし、その黒衣とは逆に、少女の肌はだは驚くほど白く、髪かみは光沢を放つ銀色をしていた。全体はショートでまとめられているが、左側の一部分だけがちょろんと伸びていた。そこを黒いリボンで束ねている。

　黒ずくめの男は微かすかに笑って続けた。

「少女は言った。『おい、お前一人か？』。カラスは答えた。『あぁ、一人だよ』。すると少女は言った。『ちょうどいい、お前、私の使い魔になれ』。だが、カラスは丁重に断った。何な故ぜなら、そのカラスは一人が好きだったからだ」

　黒ずくめの男は右手の人差し指をピンと立てる。一人、という意味で立てたのかもしれない。大きなドクロの指輪が鈍く光る。

「気が合いそうだな。私も一人が好きなんだ」

　少女は敵意さえ感じさせるほどに冷れい淡たんな声で言った。少女はせっせと口の中にケーキの残ざん骸がいみたいなものを運ぶ。たっぷりの生クリームとイチゴとスポンジ。それをガブリと口の中に押し込む。もぐもぐ、もぐもぐ。

「ほう」

　と、黒ずくめの男は言う。

「そのとき少女はこう言ったんだがな。『た――』」

　黒ずくめの男は言いかけたが、

「ガハッ」

　咽の喉どを少女によって強く押さえられて、言葉を塞ふさがれた。

「何だかとても手に力がこもってしまうのだが、何故だろうなぁ、一にのまえ？　私は今、握力を持て余していてな。どうしてだか、もっと力が込めたくて仕方がないんだ」

　ギリギリと少女の小さな手に力がこもる。

　一にのまえと呼ばれた黒ずくめの男は、浅黒い顔を、今は真っ赤にしていた。次第に紫がかってくる。

「ぁ……が、ぁ……」

「どうした、一にのまえ？　お喋しやべりなお前が随分無口じゃないか？　あん？」

「ぐ……ぅ、げ……ぇ……し……死んじゃう」

「今の話だが、もしかしたら、私の聞き間違いかな？」

　こくこくと一にのまえは頷うなずいた。

　少女はパッと手を離す。

　ゲハッ、ゲハッと一にのまえは、荒い呼吸を繰り返し、足りない酸さん素そを補おうとする。

「殺す気か、九いちじく！」

「死んでしまえ！」

　九いちじくと呼ばれた黒ずくめの少女は怒ど鳴なり散らす。

　しかし、一にのまえも負けない。

「ここ数日、ずっと僕ぼくを無視してただろ！　何なんだよ。言っておくが、僕が君らをあの部屋から助けたんだぞ！」

「お前じゃなくてあまりあだ！　そもそも、お前らなんかいなくても私はゲームに勝った。だから、お前らなんてこれっぽっちも活躍してないんだ」

　これっぽっち、と少女は親指と人差し指で一ミリくらいの隙すき間まを作って突き付ける。

「それにお前は私の使い魔をやめて一二三ワルツの臣下になり下がろうとしたそうだな。とっととうせろ！　この部屋から出ていけ！」

「違う。作戦だろ！　あまりあを解放したのだって僕の手柄だ。僕は魂たましいをかけたんだぞ！」

「悪魔の使い魔が天国に行けるわけないだろうが！　全員、地獄行きに決まってんだ！」

「僕の行いは褒められてもおかしくないのに、ねぎらいの言葉一つなく、それどころか君は僕をずっと無視してた！　自分の恥ずかしい話を持ち出されるついさっきまで！　何だ？　僕が君を裏切ろうとしたから？　演技だろ？　何、不ふ貞て腐くされてんだよ」

「ふてく……ふざけるなよ？」

「ははーん」

　一にのまえは顎あごをしゃくってみせる。

「はっはーん」

「何だよ？」

「君は僕が君を裏切ろうとしたと聞いてショックだったのかい？」

「……な、……ムカつくカラスだ」

「僕だって真面目まじめにやってる。ここぞというところではちゃんとしてるだろうがよ！」

「自分で言うな！」

「たまには褒めてくれてもいいじゃないか！」

「あー偉い偉い。これで満足か？」

「ちゃんと褒めろよ。むしろ、傷付くよ」

「うるさい！　黙れ！　その舌、引っこ抜いてやる！」

「何て職場環境だ。ストライキを起こすぞ？　責任者を出せ」

「私がこの探たん偵てい事じ務む所しよの所長だ。責任者だ」

　九いちじくは、腰に手を当て、小さな胸を張る。その姿はせいぜい十四、五といった少女で、およそ、探たん偵てい事じ務む所しよの所長とは思えない。

「ふん、探偵事務所の所長だなんて言っても、あのとき、君はメンバーがトランプの柄になっていることに気付いていなかっただろう？　僕ぼくはすぐに気付いたぞ？」

「そんなものはあの場では関係なかった」

　九いちじくは憮ぶ然ぜんとした表情で言い返すが、

「でも、気付かなかったね」

　一にのまえは得意気に言った。いじめっ子のようないやらしい物言いで。

「名探偵が聞いて呆あきれるね。僕のほうが探偵に相応ふさわしい。そうだ、お前の名前もなかなか面白いレトリックになるぞ。お前は人間と実に相性が悪い。『人にん偏べん』に君の名前を足すと『仇かたき』だ。敵視されてるんじゃないか？」

「私は悪魔だ。人間とは相あい容いれない」

「助けたくせに」

　一にのまえはドクロの指輪をはめた右の人差し指で九いちじくを指差す。

「ゲームだからだ。お前こそ感謝しろ！　主人を裏切ろうとしたカラスを置いてやってるんだ」

「作戦だ！　ずっと不ふ貞て腐くされて僕を無視してたじゃないか、何が感謝だ！」

　と、

　じりりりりりりりりりりりりりりりりりりり。

　滅多に鳴ることのない電話が鳴った。罵ののしり合いはそこで中断する。

　二人とも黒い電話を見つめている。

「電話が鳴ってるよ」

　一にのまえが言った。

「今、留守だ」

　憮然とした口調で九いちじくは返す。

「略すとイルスだな。居留守……居留守、ウィル・スミス、いえす・アスミス！」

「……」

　しらっとした目をして九いちじくは一にのまえを見下ろした。

「いや、ちょっと、面白いかなと思って。イエス・プリキュア５のがよかった？　終わっちゃったけど。これだとあんま韻を踏んでなくて」

「……」

　九いちじくは答えない。

「食い付きが悪いな。ウィー・キャンのがよかったかな？」

「イエスがＮＧだっつってんだろ！」

　じりりりりり、と電話は鳴り続けている。

「案外、真面目まじめに事件だったりして」

　と、一にのまえは言った。

「知るか。お前、名めい探たん偵ていなんだろ？　解決して来いよ、バカガラス」

　九いちじくが吐き捨てる。

「ここを『一にのまえ探偵事じ務む所しよ』にしてくれるなら、出てもいい。その場合、決めゼリフも考えなきゃな。見た目は人間、頭脳はカラス。この事件、僕ぼくが解決してやろうじゃないか。じっちゃんの名にかけて、とか」

　九いちじくはうんざりそうにため息をついた。

「お前のじいさんの名前など知らん」

　僕も知らない、と、一にのまえは呟つぶやいた。

　それからニヤニヤしながら九いちじくに言った。

「もしかしたら、よっぽどの電話かもしれないよ？　そもそもここの電話番号を知っているということ自体、稀け有うなことだからね。あまりあに聞いたのだろうけど」

「あいつからの電話だったらどうする!?　私は絶対出ない!!」

「あまりあなら、まず、ここに来るさ」

　ここ、と一にのまえは自分の足元を指差す。右側にしたドクロの指輪がニヤリと笑っている。

「ということは、この電話はあまりあからじゃない。カートは電話なんかしない。なら、誰だれが電話をしてきているのかな？　心当たりは？」

「知るかッ！」

「もしも、最後の最後にここに行き着いた者からの電話だったら？」

　一にのまえは九いちじくを試すように言う。

「何だ、それは？」

「さぁ、可能性の話さ。助けを求めているのかも」

「悪魔にか？」

「藁わらにも縋すがる思いで、悪魔に電話をする」

　ふん、と九いちじくは鼻はなを鳴らした。

　じりりりりりりりりり。

　電話は鳴り続けていた。

　一にのまえは「どうぞ」と両手の平を晒さらす。

「何で、私が」

　不機嫌そうに九いちじくは言う。

「だって、君はここの責任者なのだろう？」

　一にのまえがそう言うと、九いちじくは大きくチッと舌打ちをした。

　そして、不本意ながら、というふうに受話器を持ち上げる。

「あー、こちら、九いちじく探偵事務所だ――」



    

  









    
      


あとがき



　お久しぶりです。もしくは、はじめまして、二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。

　さて、僕ぼくのデビュー作である『ナインの契約書』シリーズは、本書をもちまして最終巻となります。今まで読んできてくださった皆様、ありがとうございました。

　いきなりこの三巻から手にしてしまったあなた、しかもいきなりあとがきを読んでしまっているあなた、ご安心ください。なんと、シリーズものであるにもかかわらず、本作はこの三巻だけでも読めます……たぶん。一巻、二巻と読んでいてくだされば「あ」と思うシーンもありつつ。

　ナイン三巻は今までの短編形式と異なり一冊で一作のシチュエーション・スリラーっぽいものとなりました。デス・ゲームです。今のはダジャレではありません。

　しかし、書いていて思ったのは「シチュエーション・スリラーっつーのは、なんか脳トレっぽいな」でした。なので、本書は脳トレものとしても読めます。嘘うそです。

　かなりの難産でした。書きだした頃ころは、まさか僕がソリッド・シチュエーション・スリラーを味わうことになるとは予想もしていませんでした。パソコンの前に固定され、〆切という名のタイムリミットが迫りくる中、精神的にも肉体的にも追い詰められ、死ぬかと思いました。かろうじて生きてます。

　いきなり最終巻などと書きましたが、甘いもの好きの悪魔九いちじくは変わらず自分ルールを貫き通すでしょうし、使い魔のカラス一にのまえはひたすらウンチクを垂れ続けるでしょう。あまりあは九いちじくを追いまわし、カートは河川敷でギターを弾き続けるという具合です。

　人々は苦悩し、ときに誘惑に負け、道を踏み外し、また立ち直り、前を向いて歩きだしたり。歩いてる道が正しいのか間違っているのかも分からないのに。人生とはままならぬものよ、と思う二階堂は二十五歳になりました。まだまだ若輩者です。

　担当様、飴あめと鞭むちと鞭と鞭と鞭と鞭と鞭と飴と鞭と鞭と鞭と鞭。ありがとうございます。

　イラストレーターの山やま本もとケイジ先生。もう、本当に美麗なイラスト、毎回、楽しみでした。ありがとうございました。

　編集長様、本書の出版に携わってくださった皆様、助言・ネタ提供をしてくれた友人たちにも感謝いたします。救世主のごとく現れた某食品会社のＹ川さん、ありがとう！

　そして何より本書を手にとってくださったあなたに最大級の感謝を捧げます。

　また『地下室の手記』ドストエフスキー著／江川卓訳（新潮文庫）からは引用、『図説拷問全書』秋山裕美（原書房）からは「鉄の処女」についての記述を参考とさせていただきました。いやぁ、ホント、僕はなんて本を持ってるんですかね……。

　ではでは、皆様、またどこかでお会いしましょう！



二階堂紘嗣



    

  
    
      

　著者

　二階堂紘嗣（にかいどう・ひろし）

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨受賞作家。

　　映画とロックが好き。



　イラスト

　山本ケイジ（やまもと・けいじ）

　　別ペンネーム「超肉」としても活躍する大人気イラストレーター。

　　『半分の月がのぼる空』『シニガミノバラッド。アンノウンスターズ。』（ともに電撃文庫）など代表作多数。

　　画集『半月‐ＨＡＮＧＥＴＳＵ‐（山本ケイジ名義）』『新月‐ＳＨＩＮＧＥＴＳＵ‐（超肉名義）』（メディアワークス）も刊行。

　　ＨＰ『ＣＮＳＬ』

　　http://www.cypress.ne.jp/y-keiji/cn3k/
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©Hroshi Nikaido



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ナインの契約書Ⅲ』（２００９年５月31日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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